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お断り

　

　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。
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序章

　

　深夜、
一
 かず

 
良
 ら

 がハーブやガラスポット入りの木箱を手に廊下を歩いていると、窓の外に人影を見つけた。

　暗くてよく見えないが、どうやらジルコニアのようだ。

　１人で中庭の端のベンチに座り、じっと夜空を眺めている。

　ぼーっとしたい時もあるだろうと、特に気にせず調理場へと向かった。

　いつものように
竈
 かまど

 で湯を
沸
 わ

 かし、ガラスポットにハーブを入れる。

　出来上がったハーブティーをティーカップに注ぎ、その場で１杯飲んで一息ついた。

　残りを水筒に入れてから洗い物を済まし、部屋に戻るべく廊下に出る。

　先ほどの場所まで来て中庭を見ると、そこにはまだジルコニアがいた。

　何の気なしに窓の前で立ち止まった時、彼女がこちらに顔を向けた。

「あ、どうも……」

　かなり距離が離れているが、つい
会
 え

 
釈
 しやく

 しながら口にしてしまう。

　当然ジルコニアは何も聞こえていない様子で、困ったように苦笑しながら、小首を傾げた。

　そりゃそうだよな、と
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑を返すと、中庭に出ようと廊下を見渡す。

　扉はあったがだいぶ遠かったので、横着して窓に足をかけて乗り越えた。

「こんばんは。まだお休みになられないのですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が近づくと、ジルコニアが先に声をかけてきた。

「ええ、もう少し起きてようかなと思って、調理場でお茶を作ってきたんです。ジルコニアさんは寝ないんですか？　この間、体調を崩しかけたんですし、ちゃんと休まないとダメですよ？」

「それが、寝ようとは思ったんですけど……なんだか眠れなくて」

　そう言うと、ジルコニアは夜空を見上げた。

「星を眺めていれば気分も変わるかなと思って、ここに来たんです」

　つられて
一
 かず

 
良
 ら

 も夜空に目を向けると、そこには満天の星が広がっていた。

　たくさんの星たちに混ざって、細い三日月が浮かんでいる。

　いつぞやの、バレッタと２人で見上げた星空を思い出した。

　あの時の月は、どんな形をしていただろうか。

「
綺
 き

 
麗
 れい

 な星空ですね。気分転換にはもってこいだ……でも、ここより屋上のほうがよく見えるんじゃないですか？　ここだと両脇の建物が邪魔な気がします」

　中庭は、中央の居住区画と外周を取り囲む軍事区画の間に挟まれるような形になっている。

　けっして狭いわけではないのだが、両脇の建物が空を狭めているので、星空の景観はイマイチだ。

「えっと……屋上まで階段を上がるのが面倒で……」

「ええ……何を年寄りみたいなことを言ってるんですか……」

　呆れ顔で言う
一
 かず

 
良
 ら

 に、ジルコニアは星空を見上げながら小さく笑う。

「でも、こうして横着していたおかげで、カズラさんと会えました」

　思いがけずそんなことを言われ、
一
 かず

 
良
 ら

 は少しどきりとした。

「つ、ついさっきまで一緒に仕事してたじゃないですか」

「ふふ、それもそうですね」

　ジルコニアは
微笑
 ほほえ

 みながら、じっと星空を眺めている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はここにきて、ようやく彼女の雰囲気がいつもと少し違うことに気がついた。

　自分もベンチに座り、木箱から水筒を取り出してティーカップにハーブティーを注ぐ。

「飲みます？」

「あら、ありがとうございます。いただきますね」

　ジルコニアはティーカップを受け取ると、ふうふうと息で冷ましてから口をつけた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は木箱からもう１つティーカップを取り出すと、ハーブティーを注いだ。

　幸いなことに、ブレンドしたものはリンデンとレモングラスのリラックスティーだ。

　ちょうどカップも２つあり、部屋に置いておいたティーセットをまるごと持ってくるという横着具合がここにきて役に立った。ジルコニアに横着うんぬんなどと言えたものではない。

「……こうしていると、全部が夢だったみたいに思えてきます」

　しばらく黙って星を眺めていると、ジルコニアがつぶやくように言った。

「夢、ですか？」

「はい。全部、悪い夢だったんじゃないかなって。そんなはず、ないのに」

　ジルコニアはそう言うと、星空を見上げたまま黙ってしまった。

　どういう意味なのかとは何となく聞きづらく、
一
 かず

 
良
 ら

 も黙って星を眺める。

「『夜空に浮かぶ細い月は、若い兵士には毒と同じだ』」

　時折走る流れ星を
一
 かず

 
良
 ら

 が数えていると、ジルコニアがそんなことを言った。

「若い兵士だけじゃないと思うんですけどね。言いたいことは分かりますけど」

「えっと……それは格言、ですか？」

「はい。昔からある、古い格言です」

「意味を教えていただいても？」

　ジルコニアは
頷
 うなず

 くと、ティーカップに目を落とした。

　そこには、揺らめく三日月が映し出されている。

「静かな夜にか細い月を眺めていると、だんだん心細くなって、故郷に帰りたくて
堪
 たま

 らなくなるんです。それは病気と同じ。一度とりつかれたら、なかなか治りません。だから毒なんです」

　それを聞き、
一
 かず

 
良
 ら

 は『
懐
 かい

 
郷
 きよう

 
病
 びよう

 』という単語を思い出した。

　ホームシック、と言ったほうが一般的だろうか。

「それは経験した者にしか、分かりません」

　なるほど、と
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 いていると、ジルコニアがぽつりと言った。

「……ジルコニアさん？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかけると、ジルコニアは顔を上げた。

　どこか寂しげな、作ったような
微笑
 びしよう

 を
一
 かず

 
良
 ら

 に向ける。

「若い兵士は特にかかりやすいんです。なので、夜の
歩
 ほ

 
哨
 しよう

 は老兵が望ましいですね。彼らには夜風が猛毒かもしれませんけど」

　そう言うと、ジルコニアは残っていたハーブティーをぐいと飲み干した。

「ごちそうさまでした。
美味
 おい

 しかったです」

　空になったティーカップを
一
 かず

 
良
 ら

 に渡し、立ち上がって背伸びをする。

　すでに表情に寂しげなものはなく、いつもの穏やかな表情に戻っていた。

「そろそろ、部屋に戻りますね。なんだか気分がすっきりしました。今夜はよく眠れそうです」

「それはよかった。もしまた眠れなくなったら声をかけてください。その時は安眠できるお茶を
淹
 い

 れますから」

「はい、その時はぜひ。では、失礼いたします」

　ジルコニアは
一
 かず

 
良
 ら

 に頭を下げると、屋敷へと戻って行った。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はその背を見送ると、温くなってしまったハーブティーを飲みながら空を見上げた。

　夜空に浮かぶ細い月には、薄っすらと雲がかかり始めていた。





　

第１章　本領発揮

　

　ナルソン邸の執務室で、
一
 かず

 
良
 ら

 はナルソンたちに作業の
進
 しん

 
捗
 ちよく

 を説明していた。

　テーブルには
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の地図が広げられ、所々にフセンが貼られている。

　フセンには、『水車（良品）』や『水車（不良品）』などと、設置済みの水車に対するコメントがこの国の言葉で添えられていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はまだこの国の文字をほとんど読み書きできないので、フセンに書かれている文字は先ほどジルコニアに書いてもらった。

　いつものように
一
 かず

 
良
 ら

 の隣にはジルコニアが座り、対面にはナルソンが座って
一
 かず

 
良
 ら

 の説明を真剣な表情で聞いている。

　アイザックとハベルは机の脇に立ち、上からのぞき込むように地図を眺めていた。

　リーゼはこの場にはおらず、現在入浴中である。

　リーゼは同行初日に水車の設置場所を決める目安と組み立ての注意点を
一
 かず

 
良
 ら

 に教えてもらうと、次の日からは従者と護衛を率いて、作業の分担を買って出てくれた。

　そのおかげで作業速度が２倍になり、本日めでたく北と西の
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯へ向かう主要な水路に水車を設置し終えることができた。

　だが、慣れない作業を長時間にわたって行ったせいか、１日が終わる頃には暑さと疲労でだいぶ参っているように見えた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の前では元気な表情を見せて明るくふるまっているのだが、ちょっとした表情に疲労が見え隠れする。

　領内のためにと必死に頑張るその
健
 けな

 
気
 げ

 な姿に、
一
 かず

 
良
 ら

 は少し胸がきゅんとなった。

　ちなみに、時折ちらりと見せる疲労感や、無理して元気な様子を見せているといったことは、すべてリーゼが計算したうえでとっている行動である。

　全力で作業に取り組んでいることには間違いないし、普段に比べて疲れているのも間違いない。だが、それをどこでどれだけ見せれば一番効果的なのかをしっかりと考えて、彼女は表情を作っているのだ。

　表情と雰囲気作りに卓越した能力を持つ彼女が相手で、そのうえ見せている表情は完全な作り物ではないというのでは、
一
 かず

 
良
 ら

 がその真意を見抜くことなどできようはずがなかった。

「リーゼさんのおかげでずいぶん早く水車を設置し終えることができました。後は東と南の水路ですけど、こちらの被害はそれほど深刻ではないんでしたっけ？」

「北と西に比べればかなりマシですが、日照りの被害は出ています。作物が枯れるまではいっていないので時間にまだ余裕はあるかと思いますが、今後の生育具合を考えるとやはり早めに水車を設置したほうがよいかと」

　ナルソンは
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の現状が記された報告書を取ると、作物が枯れる危険が出そうな箇所を
拠
 よ

 りだして地図上を指差していった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそれらの箇所にフセンを貼りつけ、今後水車を設置する優先箇所の目印にした。

「では、明日からは残っている水車をそちらに設置してしまいましょう。明日以降もリーゼさんに手伝ってもらってかまいませんかね？」

「もちろんです。ジル、かまわないな？」

「ええ、他の予定はすべて私のほうで何とかしておくから、リーゼにもこちらを手伝ってもらいましょう。娘がお役に立てているようで、嬉しいですわ」

　ジルコニアはナルソンの問いに
頷
 うなず

 くと、自分の娘が
誇
 ほこ

 らしいといった様子で嬉しそうに
微笑
 ほほえ

 んだ。

「リーゼさんが手伝ってくれるようになってから、水車の設置作業だけではなく肥料散布のほうの作業効率も格段に上がっているんですよ。話には聞いていましたが、リーゼさんの市民からの人気はすごいですね」

　リーゼと一緒に作業を行うようになってから、
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の肥料散布作業は比べ物にならないほどの速度で進んでいる。

　ここまであからさまに変わるものなのかと、作業を監督するアイザックたちからの報告を聞いて
一
 かず

 
良
 ら

 は
愕
 がく

 
然
 ぜん

 としたものだ。

　普段から市民との交流が深く、常に優しく接している彼女だからこそ、このような現象が起こり得るのだろうと感心した。

「私も驚きましたわ。まさかここまで民の人気があるとは知りませんでした」

「うむ、恥ずかしながら、私もこれには驚きました。私は少々自分の娘を甘く見ていたようですな。これほどのものならば、リーゼにはもっと早く政務に協力してもらうべきでした」

　今後もリーゼが手伝ってくれるのであれば、当初予定していたよりも早い速度ですべての作業は進んでいくだろう。

　まだ先の話にはなるが、数カ月後には街中の治水工事も始まる予定だ。

　日本の建設会社に依頼している工事計画書が上がってくれば、かなりの人数を動員して工事を実行することになる。

　その作業の監督をリーゼに任せることができれば、工事の
進
 しん

 
捗
 ちよく

 速度に期待が持てる。

「では、明日からは私とリーゼさんは水車の設置作業を継続ですね。アイザックさんとハベルさんは、引き続き肥料散布をお願いします」

「かしこまりました。お任せください」

　ここ数日の間、彼らの仕事は肥料散布作業の監督、作業終了後の
進
 しん

 
捗
 ちよく

 の報告、
一
 かず

 
良
 ら

 に見せるための領内の衛生状況などの資料の取りまとめである。

　時折ナルソンやジルコニアの事務仕事を手伝っているようではあるが、以前の仕事に比べて身体は楽であるようで、顔色もよく元気そうだ。

　何より、数日前に飲んだリポＤがてき面に効いているのだろう。

「ジルコニアさんは、体調はどうですか？　ちゃんと休めてます？」

「はい、ご心配おかけしました。もう大丈夫です」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の心配に、ジルコニアはにっこりと
微笑
 ほほえ

 む。

　目の下にあったクマも消え、表情にも余裕があり、調子が良さそうだ。

　本来彼女が行うはずだった
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の仕事をすべてリーゼに任せることができたので、今まで
滞
 とどこお

 らせていた仕事の処理に集中できたことが大きいのだろう。

　もしこのまま体調が悪化するようならリポＤを与えようと考えていたのだが、その必要はなさそうだ。

「それはよかった。でも、これからはあまり無理はしないでくださいね。どうにもならないような時は言ってください。何とかできそうな内容なら、協力しますから」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が
微笑
 ほほえ

 みながらそう申し出ると、ジルコニアは少し驚いたような表情を見せたが、すぐに
微笑
 ほほえ

 んで礼を述べた。

　ここ数日、領内のためにと弱音も吐かずに身を粉にして必死に働くジルコニアを見ていて、
一
 かず

 
良
 ら

 のジルコニアに対する印象は大幅に良くなっていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 自身も必死になって働きまわっているので、同じ職場で働く同僚のような仲間意識を持ち始めているのだ。

　このような連帯感は、激務の職場において得ることのできる、数少ない利点の１つといえるだろう。

「さて、
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の件はこれでいいとして、今日は領内の財政事情について少しお話を聞きたいです。この短期間で色々と無理言って人や物を融通してもらっていますが、お金のほうはどんな具合ですか？」

　財政事情と聞き、ナルソンは少し苦しそうな表情になった。

「色々切り詰めて何とか回している状況ですが、かなり厳しくなりつつあります。先に決まっていた予算の枠組みをいったん崩して、その中から現在行っている作業に予算を回しているので、このまま行くと何かしらの事業をいったん止めて予算を
搾
 しぼ

 り出さなければいけなくなります」

「なるほど……領内の食料事情が改善すれば、何とかなりそうですか？」

「改善の度合いにもよりますが、それだけだと厳しいでしょう。作物が実るまでには時間がかかりすぎますし、今回の
飢
 き

 
饉
 きん

 で出た被害からの立ち直りにも時間がかかります。元々の予算自体が他を切り詰めて重要な部分に回しているような有様だったので、何かしらの金策がなければ大きく改善させることはできません」

　作物の収穫時期については、以前リーゼに聞いて
把
 は

 
握
 あく

 していた。

　そのため、ナルソンの言いたいことはよく分かった。

　グリセア村のような異常生育をイステリアの
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の作物がするのなら話は別だが、今やっているような肥料の撒き方では成長速度にはあまり期待が持てない。

　リーゼの言っていた豆と冬イモは冬の直前にならないと収穫できないし、主食のパンや
粥
 かゆ

 に使われているラタ麦やパン麦などは秋口にならないと種
蒔
 ま

 きすらできない。

　日本の麦と収穫時期が同じならば、収穫はおそらく来年の春以降になるだろう。

　急場の食料事情の改善は冬イモや豆で何とかするにしても、主食となる穀物の収穫まで待つには、いくらなんでも時間がかかりすぎる。

「うーん、そうですか……何か案はあったりするのですか？」

「王都から得ている支援金を増額してもらうか、周辺の森を
伐
 ばつ

 
採
 さい

 して大量に木材を生産するかといったところでしょうか。北西の山岳地帯にある鉱山からは銀と銅、それに
錫
 すず

 と
鉛
 なまり

 などの鉱物資源も出ますので、そちらの採掘に予算を大きく割くという手もあります。ただ、新たに大規模な
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 が見つかるようなことでもなければ、現状存在している
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 を掘り進めることしかできませんから、それほど生産性は上がらないかと」

　どれも少しは効果がありそうだが、成果が出るまでには時間がかかりそうだ。

　木材の生産ならば早急に行えそうにも思えるが、治水に心血を注いでいるところで森林
伐
 ばつ

 
採
 さい

 を
推
 お

 し進めるのはいかがなものかとも思える。

「領内で金は採れないんですか？」

　金鉱があったらどうなるというわけでもないのだが、興味があったので、ついでに聞いてみる。

　金は地球でも希少な金属なので、この世界でも価値は高いだろう。

「金鉱はイステール領にはありませんな。我が国ですと金が産出するのは王都のみです」

「そうですか。うーん、どうしようかな……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は腕を組んでうつむくと、どうしたものかと考え込んだ。

　
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯が復活し、領内の食料事情が安定した後ならば、豆を使った油の生産や
余
 よ

 
剰
 じよう

 食料の輸出を行い、ある程度の金策はできるだろう。

　だが、今は領内の市民が
疲
 ひ

 
弊
 へい

 してしまっている状態だ。急場しのぎのために新たに事業を展開するにしても、イステール領自体の体力が続かない可能性がある。

　――すぐに生産できる物っていうとモルタルくらいか……モルタルは固まっちゃうから生じゃ売れないし、かといって製法を他領や他国にばらすわけにもいかないしな……。

　塩はこの世界ではかなり高価なはずなので、海が近ければ日本の製塩手法を持ち込んで量産してしまうこともできるだろう。しかし残念なことに、イステール領は内陸である。

　他領にまで乗り込んでいって塩を作らせてもらうなんてことはまず無理だろうし、今イステール領以外に手を出すというのも辛いものがある。

　この世界では虫除けくらいにしか使われておらず、大して価値がないと思われている
石
 せつ

 
灰
 かい

 を大量に仕入れて、それを使ってモルタルを作製するという手段もあるにはある。

　だが、それで利益を出すにはモルタル製造専門の業種を立ち上げる必要がある。

　要は新たに左官屋さんをイステリアの職人たちにやってもらおうということなのだが、今は市民はもとより、領主側にも金がない。こんなかつかつの状態でいきなりモルタルなどという、現状問題になっている食料事情に何の関係もないものを発明し商売を始めるというのも、
傍
 はた

 
目
 め

 に見て厳しい気がする。

　なるべく自然に起こり得そうな形で、何とかして領主側の羽振りを良くしてしまいたいところなのだが、そうすると取りえる手段は限られてくる。

「まあ、やっぱりこれが一番手っ取り早いか」

　うんうん
唸
 うな

 っていた
一
 かず

 
良
 ら

 を
固
 かた

 
唾
 ず

 をのんで見守っていたナルソンたちは、
一
 かず

 
良
 ら

 が顔を上げると一様に緊張した表情を見せた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は集中する視線に少し居心地が悪くなりながらも、
懐
 ふところ

 から小さな布袋を取り出した。

「ナルソンさん、これいくらで売れますかね？」

　そう言いながら布袋の口を開くと、
一
 かず

 
良
 ら

 は数個の宝石を取り出した。

　直径２センチほどの球体にカットされたラピスラズリとトルコ石、そして以前にイステリアの雑貨屋で売ったことのある紅水晶。
一
 かず

 
良
 ら

 が日本に戻った時に石屋で買ってきた、１粒２５０円のパワーストーンである。

　今回持って来た紅水晶はピンク色がより強いもので、色が濃い代わりに透明度はない。

　ラピスラズリとトルコ石も同様に、透明度はなく濃い色をしている。

　ナルソンは宝石を見ると目を見張り、むう、と
唸
 うな

 った。

　ジルコニアたちからも、息を飲む雰囲気が伝わってくる。

「宝石の価値はあまり詳しくはありませんが、これはかなりの高額で売れるかと思います。このように完全な球体で、しかも傷一つなく美しい光沢を放っている宝石など、見たことがありません。１つ１万アル以上の価値があるのではないでしょうか」

「え、まじで」

　ナルソンから発せられた衝撃的な金額に、
一
 かず

 
良
 ら

 は耳を疑った。

　以前イステリアの雑貨屋で紅水晶を売った時の金額は２５００アルだ。

　かなりの高値で売ったと思っていたが、実は完全にぼられていたらしい。

「いえ、私もどれほどの価値になるのかは分かりません。もっと高く売れるかもしれませんし、逆に今言った金額よりも安くなる可能性はあります。ですが、かなりの価値があることには変わりありません。手にとって見てもよろしいですかな？」

「ええ、どうぞ」

　ナルソンは宝石を手に取ると、じっと見つめた後に指で
撫
 な

 で回した。

　本当に傷がないのかを確かめたかったらしい。

「そういう宝石って、色の濃いものと透明度のあるものではどっちのほうが価値がありますかね」

「一般的に透き通った宝石のほうが受けはいいようですな。特に、
稀
 まれ

 に美しく透き通った
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 が市場に出回ることがあるのですが、それらの価値はすさまじいものがあります。あの美しさを見ては、欲しくならない者はいないでしょう」

「
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 ？　
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 ってあの、黒くて弓矢の矢じりに使ったりするやつですか？」

　
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 とは、火山岩が冷える際にできる天然ガラスのことだ。

　砕いた際にできる破断面は非常に
鋭
 えい

 
利
 り

 になるため、古代より矢じりやナイフ、地域によっては砕いた
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 を板で挟んだ剣まで使われていた。

「ええ、それです。たいていは真っ黒なものばかりですが、ごく
稀
 まれ

 に半透明の黒い
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 や、緑や青の透き通った美しい
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 が採掘されて出回ります。非常に高価で人気があるため、羽振りのいい大貴族や王族がこぞって手に入れようとしておりますな」

「へえ、そんなに高いんですか。
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 は」

　ナルソンの話を聞いて、
一
 かず

 
良
 ら

 は感心したように
頷
 うなず

 くと
懐
 ふところ

 に手を入れた。

「それなら、これはいくらになるかな」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言うと、
懐
 ふところ

 から布袋をもう１つ取り出して、袋の口を開いた。

「
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 のバーゲンセールだ」

　中から現れた10
 粒ほどのビー玉に、場の空気が
凍
 こお

 りついた。

「……あ、ごめんなさい。ちょっと言ってみたかっただけです」

　ビー玉を見たまま固まる一同に、
一
 かず

 
良
 ら

 は額に嫌な汗を浮かべて謝った。

「か、カズラさん、このバーゲンセールという
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 は……」

「ホントごめんなさい、バーゲンセールのくだりは忘れてください。それは神の国で作られたビー玉という名前の
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 です。ガラスとも呼びます」

「ガラス……透明な中にいろんな色が混じっているのですね。神の国ではこのようなものも作ることができるのですか……以前見せていただいたプラスチックと似ていますね」

「手にとって見てもらってかまいませんよ。で、それらはいくらくらいで売れそうですかね？　それくらいあれば直近の財源は何とかなりそうですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 に勧められ、ジルコニアとナルソンはビー玉を手にとってしげしげと眺める。

　色の付いた
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 が非常に高価ならば、ビー玉のようなガラス玉もかなりの価値を持つことになるだろう。

「そうですな……いくらになるのかはこの場でははっきりとは申せませんが、かなりの高額で売ることができるかと思います。ですが、これらはあまりにも珍しすぎて、鉱山で採掘したと言って売るのは少々厳しいですな……透明な中に色が混じっているうえに完全な球体とあっては、かなりの注目を集めることになるかと」

「そうね……一時的な財源を得るにはいいのだけれど、後々探りを入れてくる
輩
 やから

 が現れそう」

「む、そうですか。というと、ビー玉よりも色ガラスのほうがいいのかな」

　
頷
 うなず

 いている
一
 かず

 
良
 ら

 に、隣でビー玉を見つめていたジルコニアが目を向ける。

「色の付いたガラスもあるのですか？」

「ありますよ。クリスタルガラスっていうんですけど、そのビー玉と違って透明な中に色が入っているものではなく、さまざまな色を持つ透き通ったガラスです。おそらく、この国で時折出回る
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 と同様のものかと」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言っているクリスタルガラスとは、ガラス工芸などで使われている色ガラスのことだ。

　日本のバーナーワーク商品を取り扱っている店に行けばいくらでも手に入るので、それを調達してこようと考えていた。

「今度神の国に戻った時に調達してくるんで、それを売って財源にしてください。色の希望はありますか？」

　そう言うと、ナルソンはビー玉を袋に戻して
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直った。

「ありがとうございます。では、市場でも出回ったことのある黄緑色のものか、薄い青色のものをお願いいたします。あと、このビー玉のような球体のものよりも、形が不ぞろいでごつごつしたようなもののほうがよいかと思います」

「分かりました。適当にいくらか持ってくるんで、上手いこと売り払ってください。そのお金で、領内の事業に不足している財源を
補
 おぎな

 いましょう。あと、そのお金を使って公共事業を
斡
 あつ

 
旋
 せん

 して、市民にもお金が落ちるようにしなければなりません」

　クリスタルガラスでどれほどのお金を手に入れることができるのかは分からないが、ナルソンの話を聞く限り、かなりの金額を手に入れることができるだろう。鉱山でまとめて産出したということにしてしまえば、ある程度量があっても怪しまれないはずだ。

「直近の財源はこれでいいとして、問題は食料事情が安定した後の財源確保です。以前ナルソンさんから話を聞いた時に、領内は慢性的な資金不足といった説明を受けましたが、改善の見通しはまったく立っていない状態ですか？」

「いえ、
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯が完全に復活して収穫高が以前よりも増えるのであれば、ある程度の財源は確保できます。ただし、領内には毎年数千人単位で他領からの移住者がやってきているので、その分の食料の無償援助が他領から続くということが前提となります。南のフライス領からの支援は問題ないのですが、西のグレゴルン領からの支援が心配ですな……」

「ああ、そういえばそんな話もありましたね……戦争再開を見越して人員を集めているんでしたっけ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタたちとイステリアを訪れた際、同行していたロズルーからイステール領の人口増加についての説明を受けたことがあった。

　戦争再開を見越して人員を集めているとのことだったが、毎年数千人単位で人口が増えていくのでは、よほど急いで農地を拡張しなければ食料生産が追いつかなくなるだろう。

　他領から無償で食料援助が行われているとのことだが、以前ナルソンとジルコニアから聞いた話では、西のグレゴルン領からの支援量が急速に落ち込んでいるとのことだった。

　結果としてイステール領の食料不足状態が加速されてしまっているので、食料生産量は何とかして増やさなければならない。

「では、農地を拡張しましょうか。高所に水を
汲
 く

 み上げる手押しポンプという道具の作り方をお教えします。それを使えば、今まで
開
 かい

 
墾
 こん

 できなかった場所でも作物が作れるはずです」

「手押しポンプ……そちらも聞いたことのない道具ですが、今使っている水車ではダメなのですか？　部品精度に問題があるとはいえ、すでに量産体制に入っているので、数をそろえるのならばこちらのほうが容易に思えますが」

　新しい道具の提供案にすぐに食いついてこなかったジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 は少し拍子抜けした。

　もし
一
 かず

 
良
 ら

 がジルコニアの立場だったとしても、先進的な道具を提供すると提案されれば飛びついていただろう。

「水車を使って済む場所ならそれでいいのですが、水車はその大きさと動作の性質上、設置できる場所が限られてしまいます。それに比べて手押しポンプは小型で設置場所もあまり気にしなくていいうえに、水を
汲
 く

 み上げられる高さも５メートル以上……街の外の防壁よりも高いような場所にも、簡単に水を
汲
 く

 み上げることができるんですよ。ただし、
汲
 く

 み上げる時は水車と違って人の手が必要ですし、水車に比べると
汲
 く

 み上げられる水の量はかなり少なくなりますけどね」

　以前インターネットを使って調べた内容を思い出しながら説明すると、ナルソン以外の３人は「おお」と声を上げた。

　川に設置されている水車は車輪の直径が約４メートルのものであり、水に接している部分を差し引いてもそれなりの高さに水を
汲
 く

 み上げることができる。

　だが、手押しポンプは水車よりもはるかに高い場所に水を
汲
 く

 み上げることができるのだ。

　ちょっとした丘なら問題なく水を送ることができるうえに、水を貯めておく中継地点を挟んで何段にも組み合わせて使えば、さらに高所にも水を
汲
 く

 み上げることができる。

　従来ならば高所にため池を作っても、よほど注意して作らなければ水が地面に抜けてしまっただろう。だが、この世界でも調達できる
石
 せつ

 
灰
 かい

 を使ってモルタル製のため池を作ってしまえば、水が抜けてしまうということもないはずだ。

　そこまで大掛かりにやる必要がない場合は、大きめの木箱のような簡易式の貯水箱でも作ってしまえばいいだろう。

「それは素晴らしい道具ですわ。人員も道具も、必要なものは最優先で手配させていただきます」

「はい。色々とお願いすることになると思いますけど、よろしくお願いしますね。見本の手押しポンプと作り方を記した紙を後ほど神の国から持ってくるので、製作はそれからってことで」

「……カズラ殿、一つお聞きしたいことがあるのですが」

　納得した様子で嬉しそうに
微笑
 ほほえ

 むジルコニアに
一
 かず

 
良
 ら

 が
微笑
 ほほえ

 み返していると、何やら難しい表情で考え込んでいたナルソンが口を開いた。

「その手押しポンプという道具は、
坑
 こう

 
道
 どう

 のような狭い場所にも設置できる物なのでしょうか？」

「広さにもよりますが、そこまで大きなものじゃないんで、できると思いますよ。大きさはこれくらいだったかな……下側に長い筒をつけて、それを水面に入れておいて水を
汲
 く

 み上げるんですよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は手押しポンプの大きさを手で「たぶんこれくらい」といいながら示してみせる。

「ふむ……カズラ殿、その手押しポンプがあれば、鉱山の生産力を飛躍的に向上させることができるかもしれません。完成した折には、鉱山でもいくつか使わせていただきたいのですが」

「鉱山でですか？　何に使うんです？」

　さっぱり用途が分からないといったふうに尋ねる
一
 かず

 
良
 ら

 とは対照的に、他の面々ははっとした顔になった。

「地下水の排水です。北西の山岳地帯では、露天掘りの他に真横に
坑
 こう

 
道
 どう

 を掘り進めているのですが、採掘作業中に地下水が湧き出てしまうことが多々あります。多少の水ならば
手
 て

 
桶
 おけ

 で
汲
 く

 み出させているのですが、あまりにも地下水が多い場合はその場所の鉱石は
諦
 あきら

 めざるをえなかったのです。ですが、手押しポンプが使えるとなると……」

「なるほど、水没していて掘り出せなかった鉱石がすべて採掘可能になるってわけですか」

　ナルソンの説明に、
一
 かず

 
良
 ら

 は感心した様子で
頷
 うなず

 いた。

　たった今手押しポンプの説明を受けたばかりだというのに、すぐに農業以外の使い道に頭が回るというのは、さすがは領主といったところだろうか。

「それに、手押しポンプを経由して大量の水を一箇所に貯めて、露天採掘ができそうな
鉱
 こう

 
床
 しよう

 一帯を一気に洗い流すといったことも可能になるかと。流す水の量と勢いによっては地表近くにある
鉱
 こう

 
床
 しよう

 を露出させることができるはずなので、今まで見つけることができなかった
鉱
 こう

 
床
 しよう

 も発見することができるでしょう」

「な、なるほど」

　
頷
 うなず

 きつつ、
一
 かず

 
良
 ら

 はその発想力と頭の回転速度に内心
戦
 せん

 
慄
 りつ

 した。

　今まであまり一緒に仕事をしたことがなかったため、ナルソンに対しては常に忙しく事務仕事に追われているといったイメージしか持っていなかった。

　だが、さすがは30
 万人もの民が暮らすイステリアを治める領主というべきか、１つ話を聞いただけでも多方に考えが及ぶようである。

「他にも、大量に水を貯めることができるのならば、
放
 ほう

 
棄
 き

 された
坑
 こう

 
道
 どう

 に一気に水を流し込んで
崩
 ほう

 
落
 らく

 させるといったこともできるはずです。
崩
 ほう

 
落
 らく

 後の
坑
 こう

 
道
 どう

 をあされば、まだ少しは鉱石が採れるかもしれませんし、新たな
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 も見つかるかもしれません。採れた鉱石はあらかじめ貯めておいた水を使い、洗って選別することもできますので、鉱石の採掘量は格段に増えるでしょう」

「そ、そうですね、それはいい考えです。ぜひやってみてください」

「カズラさん、以前
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯でご一緒させていただいた時に聞かせていただいたお話なのですが……」

　ナルソンの話が一段落したところを見計らって、今度はジルコニアが話を持ちかけてきた。

「あの時、カズラさんは市民の食生活の改善とお金
儲
 もう

 けを同時に行えるいい考えが思いついたとおっしゃっていましたが、今詳しくお聞かせいただいてもよろしいでしょうか？」

「食生活？　……ああ！　そうでしたね、今話しておきましょう」

　以前ジルコニアに話を匂わせたきり、日々の疲れのせいか、あの時の話はすっかり頭から抜け落ちていた。

　彼女が話を切り出してくれなければ、おそらく忘れたままになっていただろう。

「ジルコニアさん、
氷
 ひ

 
室
 むろ

 っていう建物を聞いたことはありますか？」

「ひむろ？　……いえ、初めて聞きますわ。ナルソンは知ってる？」

「いや、私も聞いたことはないな……どのようなものなのですか？」

　何のことだろうといった表情をしている２人に
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 くと、内容をざっと説明することにした。

　元より、
氷
 ひ

 
室
 むろ

 について詳しく調べてあったわけではないので、今持っている
乏
 とぼ

 しい知識の範囲でしか説明はできないが。

「えっと、簡単に言えば氷の貯蔵庫です。冬の間に湖や池から切り出した氷を大量に保管しておいて、夏になったら取り出して使うといった目的の建物なんですけど」

「……冬の氷を夏まで保管するのですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の説明に、ジルコニアが
怪
 け

 
訝
 げん

 な表情を見せる。

　その顔には「溶けますよね？」と書いてあった。

「夏までにすべて溶けてしまうと思うかもしれませんが、やりかたによっては溶かさずに長期保存することができるんですよ。
氷
 ひ

 
室
 むろ

 の作り方はまた後ほどお教えしますね」

「その
氷
 ひ

 
室
 むろ

 の中に肉や魚を保管して、冷やして保存してしまおうということですかな？」

　興味深げに聞いてくるナルソンに、
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 く。

「まあ、考え方的にはそんな感じですね。私が思いついたやり方というのは、冬場に貯め込んだ氷を夏場に売り出してみようといったものなんですよ。冷蔵庫っていうタンスくらいの大きさの
氷
 ひ

 
室
 むろ

 も同時に製作して販売すれば、氷の需要は尽きることがなくなりますから」

「タンスくらいですか……その程度の大きさならば、一般市民の家庭にも置くことができますね。氷は冬場に切り出しておけば元はタダ同然で済むと……なるほどなるほど」

　冷蔵庫がどんなものなのか何となく想像がついたのか、ナルソンが感心した様子で
頷
 うなず

 く。

「で、問題はその氷を切り出す池が必要なんです。
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯にあるため池を使って氷を作れないかなって考えたんですが、切り出せるくらいの氷は張りますかね？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が話を振ると、ジルコニアは口に手を当てて考える素振りを見せた。

「……切り出すほどとなると少し厳しいかもしれないですね。山の上ならば冬場はかなり冷え込むので、新たにため池を作って水を張っておけば、真冬ごろには分厚い氷も取ることができるかと思います。今度、ため池を作るのに適した場所がないか調べておきますわ」

「お願いします……あ、でも、今度私も一緒に調べますから、それまで場所の選定は待ってください。神の国に戻ってから、
氷
 ひ

 
室
 むろ

 についてもう一度調べなおしてきます」

　ジルコニアにため池の設置場所を丸投げしてしまおうかと一瞬考えたが、よく考えてみれば適する場所とそうでない場所があるはずだ。

　どのような場所が適切なのか今は分からないので、いったん日本に戻ってから専門業者に問い合わせをするなどして話を聞いてからにしたほうがいいだろう。

　氷を作ればそれでいいと安直に考えてしまいそうになるが、何をするにも先人たちのノウハウは存在しているはずなので、それを利用しない手はない。

「えっと、とりあえず
氷
 ひ

 
室
 むろ

 についてはそれくらいにしておいて、後はなんでしたっけ……あ、水車の工作精度の話もしておかないといけないですよね。工房を見に行ってみないと」

　そう言いながら机の上に山積みとなった資料に手を伸ばす
一
 かず

 
良
 ら

 の隣で、ジルコニアが
一
 かず

 
良
 ら

 の顔にちらりと視線を向けた。

　だが、すぐに
一
 かず

 
良
 ら

 を手伝って資料を引っ張り出すと、イステリアの工房についての説明を始めるのだった。

　

　その日の深夜。

　つい３日前にあてがわれたばかりの広々とした一室で、エイラはベッドに横になっていた。

　エイラの部屋は16
 畳ほどの広さで、使用人があてがわれる部屋としては規格外に広い。

　床には上等な
絨
 じゆう

 
毯
 たん

 が敷かれ、ベッドやテーブルを始めとして、用意されている家具はどれもが見るからに質がよく、上品なものばかりだ。

　真っ暗な部屋の中、エイラはしばらくの間じっと目を閉じて横になっていたが、不意にベッドからむくりと起き上がった。

　――……眠れない。

　深くため息をつき、エイラは自分の置かれている状況を思い起こして頭を抱えた。

　３日前、ジルコニアから直接「リーゼとカズラをくっつけろ」と命じられ、仕方なく引き受けたはいいものの、３日経った今になってもエイラは何ら行動を起こせないでいた。

　この３日間、エイラはリーゼと
一
 かず

 
良
 ら

 に付き添って、毎日
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯へと足を運んでいる。

　エイラが
一
 かず

 
良
 ら

 と顔を合わせるのは
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯への行きと帰り、そして朝昼晩の食事の時間だけだ。

　エイラと
一
 かず

 
良
 ら

 が顔を合わせる時には必ずリーゼも一緒におり、２人きりになるということはまずありえない。

　２人の会話にエイラが加わるといったことは今のところ一度もなく、従者らしく２人の１歩後ろに黙って控えているというのが常だった。

　つまり、エイラは
一
 かず

 
良
 ら

 との交流を深めようにも、そのタイミングが
皆
 かい

 
無
 む

 なのだ。

　事務的な会話しかしたことがないような今の状況では、自ら動いてリーゼと
一
 かず

 
良
 ら

 をくっつけるような真似などできるはずもない。

　エイラが当初立てたプランはこうだ。

　まず、多少時間がかかったとしても、何とかして
一
 かず

 
良
 ら

 とある程度仲良くなり、ごく自然に雑談ができるような状態にまで持っていく。その後、じわじわとリーゼの株が上がるような話を
一
 かず

 
良
 ら

 との雑談の中に織り交ぜていき、
一
 かず

 
良
 ら

 にリーゼを意識させる。

　だが、現在の状況は絶望的である。

　リーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 と一緒にいる時は
一
 かず

 
良
 ら

 に話しかけることはできないし、リーゼがいない時は自分の仕事をこなさなければならず、
一
 かず

 
良
 ら

 も毎日忙しく動き回っていてゆっくり話す時間などまるでない。

　接触のタイミングすら図ることができない相手をどう攻略すればよいのかと、エイラは毎日頭を痛めていた。

　――せめて、マリーちゃんと時々立場を交換できればいいんだけど……まず無理だよね……。

　エイラと一緒に
一
 かず

 
良
 ら

 の従者の任に就いているマリーは、エイラに比べれば
一
 かず

 
良
 ら

 と接触する機会は格段に多い。

　もし立場を交換することができるのならば、
一
 かず

 
良
 ら

 を朝起こしに行った時や入浴前後の付き添い、そして毎食の食事内容の確認の際などにも、少しは話す機会を持てるだろう。

　マリーはルーソン家で
侍
 じ

 
女
 じよ

 をしていた経験があるためか、実に手際よく日々の業務をこなしている。

　業務開始の初日こそ、勝手の違う職場に少々
戸
 と

 
惑
 まど

 い気味に見えたが、調理場や洗濯場などの場所と業務の一連の流れを説明された後は、ほぼ
完
 かん

 
璧
 ぺき

 に仕事をこなしていた。

　分からないことや手が回らないことがあれば自分１人で何とかしようとはせず、真っ先にエイラに相談して指示を仰ぎ、問題の深刻化を回避している。

　また、毎日夕方に行われる夕礼の後には、その日１日に行った業務内容を要約して、きちんとエイラに報告もしていた。

　まだ13
 歳という若さにもかかわらず、マリーはかなり優秀な
侍
 じ

 
女
 じよ

 だとエイラは感じていた。

　だが、優秀だからといってリーゼの従者としてすぐに働くことができるかというと、それとこれとは話が別である。

　リーゼは幼い頃から常にエイラと一緒であり、素の状態を見せるのはエイラを含めたごく一部の者に対してだけだ。

　その中でも唯一完全に肩の力を抜いて気がねなく接することができるエイラに、リーゼは強く依存していた。当然、エイラ自身もそれは自覚している。

　もし、自分の代わりにマリーをリーゼの専属従者にし、自分は主担当から外れるといった提案をしたとしても、おそらくリーゼは
頑
 かたく

 なに拒否するだろう。

　それに、エイラがそんな提案をすれば、リーゼが
酷
 ひど

 く落ち込んでしまうことは想像に難くない。

　つまるところ、どうにもならないのだ。

　もしマリーが一般市民の身分なら、10
 日のうち２日は休暇が入るので、そのタイミングで
一
 かず

 
良
 ら

 と接触を計ることができたかもしれない。

　だが、残念ながらマリーは
奴
 ど

 
隷
 れい

 である。

　
奴
 ど

 
隷
 れい

 に休日は与えられないので、１日たりとも
一
 かず

 
良
 ら

 の従者の任を離れることはない。

　完全に
八
 はつ

 
方
 ぽう

 
塞
 ふさ

 がりだ。

　リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 を気に入っていて、
一
 かず

 
良
 ら

 もまんざらでもない様子なので、放っておいてもそのうち２人はくっつくように思える。

　だが、毎日夕方にジルコニアと簡単な面接をする際に必ず一言、「２人の様子はどう？」と聞かれては、何もしないわけにもいかなかった。

　ジルコニアに「無茶言わないでください」と言えるほどにエイラの心臓が強ければよかったのだが、あいにくエイラは小心者である。

　何とかして何らかの実績を上げなければ、そのうちジルコニアに
叱
 しつ

 
責
 せき

 されかねないと、
戦
 せん

 
々
 せん

 
恐
 きよう

 
々
 きよう

 としていた。

「……お茶でも飲もう」

　ため息交じりにそうつぶやくと、ベッドから這い出してズボンを
穿
 は

 き、膝上まで丈のあるチュニックの上からストールを羽織った。

　

「んー、今日は何にするかな。最近夜更かし気味だからエキナセアでも飲むか」

　
手
 て

 
燭
 しよく

 の
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の灯りがほのかに照らすなか、
一
 かず

 
良
 ら

 は誰もいない調理場で小鍋にお湯を
沸
 わ

 かしていた。

　傍にあるテーブルの上には、小分けにされたハーブの入った紙袋と真っ白なティーカップ、ガラスポットが入れられた木のカゴが置かれている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はお茶を作る際に使うお湯などを、わざわざ
侍
 じ

 
女
 じよ

 に持ってこさせるような真似はしない。

　散歩がてら屋敷の中を１人で歩くのが好きなので、こうしてお湯を作りにやってくるのだ。

　それは以前勤めていた会社で深夜残業をしていた際に、真っ暗な会社の中を歩いて休憩室の自販機にコーヒーを買いに行っていた時と似たような感覚だった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はカゴからエキナセアとリコリスが入った紙袋を取り出すと、セロテープで留められた封を切った。

　エキナセアは
免
 めん

 
疫
 えき

 力向上の作用があり、体が疲れている時には重宝するハーブだ。

　一緒にカゴから出したリコリスは、甘みを出す目的で使用する。

「あっ」

「ん？」

　不意に背後から聞こえた声に振り向くと、調理場の入口に寝間着姿のエイラが
手
 て

 
燭
 しよく

 を持って立っていた。

　エイラは「しまった」といった表情で、その場に立ち尽くしている。

「こんばんは。もしかして、お湯を作りに来たんですか？」

「は、はい。お茶を飲もうかと思いまして……あ、あの、こんな格好で大変失礼いたしました。まさか誰かいるなんて思ってなくて、その……」

　こんな時間に調理場に人が、それも
一
 かず

 
良
 ら

 がいるとは、予想もしていなかった。

　寝間着姿で出てきてしまった自分のうかつさと、思わず声を上げてしまった間抜けさに、心底泣きたい気持ちになった。

　業務時間外とはいえ、主人の前に寝間着姿で現れるなど、失礼にもほどがある行為だ。

「いや、別に仕事中ってわけでもないんだし、気にするところじゃ……って、エイラさん？」

　しどろもどろに答えるエイラが泣きそうな表情になっていることに気づき、
一
 かず

 
良
 ら

 は一瞬慌てかけた。

　だが、すぐに原因が自分にあることに気づき、どうしたものかと数秒考えた後、再びエイラに笑顔を向ける。

「えっと、今から私もお茶を
淹
 い

 れようと思ってたところなんです。もしよかったら、１杯ご馳走させてもらえませんか？」

「え……ええ!?
 　わ、私にですか!?
 」

「ええ、いつもお世話になっていますし、そのお礼もかねてぜひ。ささ、こちらへどうぞ」

　予想外の申し出に固まるエイラにかまわず、
一
 かず

 
良
 ら

 はお湯の
沸
 わ

 いた小鍋を持つと、調理場に併設された大食堂へと歩いて行った。

　エイラが慌てて小走りで後を追うと、テーブルの前で
一
 かず

 
良
 ら

 が「どうぞ」と
微笑
 ほほえ

 みながら椅子を引いた。

「エルダーフラワーとローズヒップと……ジャーマンカモミールも入れるか。……エイラさん？」

　
戸
 と

 
惑
 まど

 った様子で食堂の入口にたたずんでいるエイラに、
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかける。

　エイラは
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 した様子で
一
 かず

 
良
 ら

 の下にやってくると、勧められるがままに椅子に座った。

「これ、私の国で取れた薬草のお茶で、ハーブティーっていうんです。お口に合うといいんですけど」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言いながら、ハーブを指でつまんでガラスポットに入れ、小鍋からお湯を注いだ。

　ハーブたちはガラスポットの中でふわりと広がり、じわじわとそれぞれ特有の色をお湯に溶かす。

　その時、
一
 かず

 
良
 ら

 はエイラの前でガラスポットを使ってしまっていることにようやく気づいた。

　何か質問されるだろうかとエイラに目を向けるが、エイラは緊張した表情のまま、じっとガラスポットを見つめている。

　特に質問をしてくるといった様子がないことに、内心ほっと息をついた。

　以前、ナルソンが屋敷の者に「
一
 かず

 
良
 ら

 に対して余計な
詮
 せん

 
索
 さく

 はするな」と命じると言っていたので、それが徹底されているのだろう。

　一方、エイラはエイラで、今自分が置かれている状況に混乱しつつも、目の前に置かれたガラスポットの中を
漂
 ただよ

 うハーブに目を奪われていた。

　先日、ジルコニアから
一
 かず

 
良
 ら

 についての話はある程度聞いていたので、目の前に置かれた透き通ったガラスポットを見ても慌てふためくといった失態は
晒
 さら

 さずに済んだ。

　だが、ガラスポットが未知の道具であるということには変わりなく、その珍しさと
漂
 ただよ

 うハーブの美しさに固まってしまったのだ。

「エイラさんは、普段はどんなお茶を飲むんです？　食事時に
侍
 じ

 
女
 じよ

 さんたちが私に
淹
 い

 れてくれるようなやつですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が話しかけると、ようやくエイラはガラスポットから顔を上げ、姿勢を正して
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直った。

「はい、街で買ってきた香草でお茶を作ることが多いです……あの、私のような者にこのようなお心遣い、本当にありがとうございます。それなのに、私はこんな格好で……ご無礼をお許しください……」

「いやいや、そんなに
畏
 かしこ

 まらないでください。そんなに気を使われてしまうと、私も疲れてしまいますよ。もっと気楽にいきましょう」

「そ、そう申されましても……」

　なおも
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 した様子で
戸
 と

 
惑
 まど

 うエイラに、
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑しながらガラスポットを手に取った。

「さて、そろそろいい頃合ですかね」

　カゴの中からティーカップを取ってエイラの前に置き、煮出されたばかりのハーブティーを注ぐ。

　ふわりとしたジャーマンカモミール特有の優しい香りに、ローズヒップのフルーティーな香りが合わさり、なんともいえない良い香りがほんのりと辺りに広がった。

「どうぞ。もし味が苦手なようなら言ってください。いろんな種類のハーブを持ってきてあるんで、別のものに
淹
 い

 れなおしますから」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は椅子に座り、カゴからもう１つティーカップを取り出してハーブティーを注いだ。

　
戸
 と

 
惑
 まど

 うエイラにかまわず、自分のティーカップに口をつける。

　それを見てエイラもティーカップを手に取ると、一言
一
 かず

 
良
 ら

 に礼を述べてから口をつけた。

「……
美味
 おい

 しい」

　ハーブティーを口にして、その味と香りにエイラはようやく笑顔を見せた。

「よかった。あとこれ、クッキーっていうお菓子なんですけど、これもよかったらどうぞ。
美味
 おい

 しいですよ」

　続けて
一
 かず

 
良
 ら

 は、カゴから紙袋に入ったクッキーを取り出し、近場に置いてあった皿に中身をあけてエイラに差し出した。

　エイラは礼を言ってクッキーを１つつまみ取りながらも、内心首を傾げていた。

　クッキーはこの世界にも存在する食べ物であり、パン麦の粉を練ったものに塩や果物を混ぜ込んで焼き上げるのが一般的である。

　まるでクッキーという食べ物をエイラが知らないと思っているかのような
一
 かず

 
良
 ら

 の言いかたに、エイラは
一
 かず

 
良
 ら

 がグレイシオールだという話を思い出した。

　もし本当に
一
 かず

 
良
 ら

 がグレイシオールだとしたら、この国の食べ物についてあまり詳しくないことにも納得できる。

　普段食べている食事もマリーに特注で作らせているようなので、あまりこの国の食べ物は口に合わないのだろうとエイラは思った。

「いただきます……っ！」

　エイラはクッキーを一口かじり、口の中に広がる風味と上品な甘さに
驚
 きよう

 
愕
 がく

 した。

　エイラが食べたことのあるクッキーは、果物を混ぜて作ったほんのり甘いフルーツクッキーや、酒のつまみに食べるような塩味のクッキーである。

　バターや砂糖といった調味料が存在しないため、今食べているような強い甘さのクッキーは初めてだった。

「
美味
 おい

 しい！　こんなに甘くて
美味
 おい

 しいクッキー、初めて食べます！」

「それはよかった……って、クッキーって別に珍しい食べ物じゃないんですね。この国の食べ物のことはあまり知らないもので……失礼しました」

「……あ」

　苦笑して答える姿に、エイラは自分の発言が
一
 かず

 
良
 ら

 に恥をかかせてしまったと一瞬色を失いかけた。だが、まったく気にした様子のない
一
 かず

 
良
 ら

 を見て「まあいいか」と流すことにした。

　それに、こうして
一
 かず

 
良
 ら

 のほうからフレンドリーに話しかけてきてくれるのならば、今こそ仲良くなる絶好の機会である。

　ほとんど話したことのない目上の者に対して、いきなり気楽に話すことはかなり抵抗がある。しかし、ここはそれを押し殺してでも普通に会話をしたほうがよさそうだ。

「え、えっと、クッキーは私も時々作るんです。刻んだ果物を混ぜて焼くことが多いのですが、このクッキーは果物が入っていないのにすごく甘くて
美味
 おい

 しいんですね。何を混ぜたらこのような味になるのですか？」

「んー、これは私も買ったものなので作り方はあまり詳しくないんですけど、確か砂糖とバターと塩……そんな感じの物が入っていたような……」

「さとう……ですか？」

　ティーカップを持ったまま考えている
一
 かず

 
良
 ら

 に、エイラが小首を傾げて尋ねる。

「ええ、塩みたいな見た目で甘い味のするものです。果物の甘さと違って、ただ単純に甘いって感じの調味料なんですけど」

「甘いお塩ですか。そんなものがあるのですね……あと、バターも聞いたことがないです」

　何かが吹っ切れたかのように興味津々といった様子で質問をしてくるエイラに、
一
 かず

 
良
 ら

 もようやく緊張をほぐすことができたかと、ほっとしながら質問に答える。

「バターは確か、動物から
搾
 しぼ

 ったミルクを容器にいれてぶんぶん振り回しているとそのうちできたような……ちょっとうろ覚えなんで、次に国に戻った時にちゃんと調べてきますね。もし作れそうなら、今度一緒に作ってみます？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は子どもの頃、両親に連れて行ってもらった牧場で、バター作りを体験したことがあった。その記憶を頼りに言ってみたものの、それで本当にバターができるのか、自信が持てない。

　作る前に、正しい方法を調べたほうがよさそうだ。

「えっ、でも……」

　まさかの申し出に、エイラはたじろいだ。

　社交辞令と受け止めてやんわり受け流すべきかとも考えたが、もし本気で申し出てくれているのなら、
一
 かず

 
良
 ら

 と親交を深めるまたとないチャンスだ。

　ここ数日間、
一
 かず

 
良
 ら

 を見ていて分かったのだが、
一
 かず

 
良
 ら

 は使用人に対してもとても親切丁寧に接してくれる。多少の無礼なら許容してくれるだろう。

　ここはぐいぐい行くべきだと、エイラは自分を奮い立たせた。

「で、では、
是
 ぜ

 
非
 ひ

 お願いいたします。この敷地内で飼っているミャギからミルクは
搾
 しぼ

 れますので、それを使わせてもらえばいいと思います」

　おそらく断られるか流されるだろうな、と思いながらダメもとで誘っていた
一
 かず

 
良
 ら

 は、予想外にも話に乗ってきたエイラに少し驚いた。

　だが、
一
 かず

 
良
 ら

 としても毎日顔を合わせているエイラとは、できればもっと交流を深めて仲良くやっていきたいと思っていたので都合がいい。

　ちなみに、ミャギとは家畜化された中型の草食動物だ。乳用や肉用、毛用の目的で国中で飼育されている。

「分かりました。私は２日後にいったん国に戻るので、次にイステリアに戻ってくるのは今日から数えて７日後か８日後になるかと思います。それ以降で、エイラさんの都合がいい日にバター作りを試してみましょう」

「ありがとうございます。もしバターが作れれば、今まで作っていたものよりずっと
美味
 おい

 しいクッキーが作れそうです。果物も用意しておきますね」

　まだ少し緊張しているのか、エイラの
微笑
 ほほえ

 みには
若
 じやつ

 
干
 かん

 のぎこちなさが残っていた。

　だが、今後もこうして交流を繰り返していけば、そのうち自然な笑顔を見ることもできるだろうと
一
 かず

 
良
 ら

 は内心
頷
 うなず

 いた。

「それと、私はいつもこれくらいの時間になると調理場にお湯を
沸
 わ

 かしに来るんです。もし気が向いたら、いつでもいらしてくださいね。またハーブティーをご馳走しますよ。もちろんクッキーつきで」

「ふふ、では、今度来る時は私が作ったお菓子もお持ちしますね。私、お菓子作りは得意なんです」

「おお、そりゃ楽しみだ。私ももっと
美味
 おい

 しいハーブのブレンドを考えないと」

　こうして、２人だけの深夜のティーパーティー（不定期）と、バター製作教室（日程未定）の開催が決定されたのだった。

　

　次の日の夕方。

　
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯での作業を終えた
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼは、ジルコニアと待ち合わせて１軒の工房を訪れていた。

　エイラやマリーといった従者は先に屋敷に帰しており、付き添っているのは数名の護衛だけである。

　３人が訪れたのは大工職人の工房だ。

　広々とした敷地の
隅
 すみ

 には、製材待ちの丸太が何本も積み上げられている。

　３人は作業用の建物の中で、１人の年配の大工とテーブルを囲み、広げられた水車の部品図を前にしていた。

　彼はこの工房の親方とのことで、この道40
 年のベテランらしい。

　先ほど水車の部品の精度についてジルコニアが説明をしたのだが、親方は気難しそうな顔で黙り込んでしまっていた。

　作業場には他に３人の若い男の大工がおり、手元に置かれた
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の灯りを頼りに、青銅のノミや
木
 き

 
槌
 づち

 を使って一心不乱に工作作業を行っている。

　休戦条約
締
 てい

 
結
 けつ

 後の４年間、この工房はずっとこのような調子で、彼らは毎日、真夜中まで仕事を続けているらしい。

　親方はそのまましばらく黙り込んでいたが、やがて苦しそうに口を開いた。

「……おそらくだが、できの悪い部品を作ったのは２軒隣のクルップのところだろう。あいつのところでは水車の板羽用の穴あけをやっているはずだから、回転速度にムラが出たというのなら、そこが原因と見て間違いない。もしそれでも直らなかったら、車輪の外周部分を作ってる工房だ」

「そう。なら、今からその工房に行ってみるわね。カズラさん、リーゼ、行きましょう」

　２人をうながし、ジルコニアが出口へと向かう。

　
一
 かず

 
良
 ら

 も親方に「お邪魔しました」と礼を言うと、ジルコニアに続いて出口へと足を向けた。

「……ジルコニア様よ。俺はこんなことを言える立場じゃないのは百も承知だが、一つ言わせてくれねえか」

　その時、不意に親方がジルコニアを呼び止めた。

「ん、何かしら？」

　
酷
 ひど

 く緊張した様子で声をかけてきた親方に、ジルコニアは足を止めて小首を傾げた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼも振り返ると、何だろうといった表情で親方に目を向ける。

「俺たちは職人だ。仕事を
請
 う

 けたからには何が何でもこなすのは当たり前だし、
請
 う

 けた仕事には絶対に不備は許されないことも承知している。今回の水車の部品の件で、もしクルップのところが原因だったとして、俺が奴の親方だったら
血
 ち

 
反
 へ

 
吐
 ど

 を吐くまで奴をぶん殴るだろう。だけどな、今回ばかりは見逃してやっちゃあくれねえか」

「……えっと、座って話しましょうか」

　何とも沈痛な面持ちで語る親方に、ジルコニアはテーブルに引き返すと丸椅子に座り、親方にも座るようにうながした。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼもジルコニアに続き、近くにあった木のベンチに並んで腰を下ろす。

　若い大工たちは作業の手を止め、黙って親方に顔を向けていた。

　親方は椅子に腰を下ろすと、
縋
 すが

 るような表情をジルコニアに向けた。

「奴のところはこの間の戦争で、親父と１番弟子が死んじまってるんだ。他の工房でも、戦争中に腕のいい職人が死んじまったり
怪
 け

 
我
 が

 をしちまって、人手が足りてないところがたくさんある。俺のところだって、ずっと一緒にやってきた１人は死んで、もう１人は右手を失って大工ができない身体になっちまった。ここにいるのは、そいつらの子供と
親
 しん

 
戚
 せき

 だ」

「……続けて」

　真剣な表情で続きをうながすジルコニア。

　親方はそんなジルコニアに、何ともやるせない様子で口を開く。

「領主様からの依頼は他を遅らせてでも受けなきゃいけないってのは分かってるし、この間の依頼が領地のために絶対必要なものだとも納得したからこそ、すべての工房は依頼を受け入れた。大急ぎで作れと急かされたからって、精度を落とす理由になんてならないってことも、もちろん職人全員が理解しているさ。だけどよ」

　親方はそこまで言って、いったん言葉を区切る。その声は、少し震えていた。

「俺たちだって限界なんだ。
熟
 じゆく

 
練
 れん

 
工
 こう

 が根こそぎ武具の修理や野営地の建設のために前線に送り込まれた。慣れない野営生活で病死しちまった年寄りの職人もたくさんいる。職人ってのは数年で育つもんじゃねえ。20
 年、30
 年かけてやっと一人前になるんだ。イステリアには、もう代わりがいねえんだよ」

　親方の発言に、話を聞いていた若い大工たちが息をのんだ。

　今の親方の発言は、ともすればイステリアの首脳であるジルコニアやナルソンを非難しているようにも聞こえる。

「お母様、親方さんのお話はもっともです」

　ジルコニアが何か言い出そうとした瞬間、それをさえぎるかのようにリーゼが声をかけた。

「職人の方々は、領内のためを思って無理を押して作業を引き受けてくださっています。どうか、この方たちを責めないであげてください」

「え？　別に私はそんな……」

　職人たちを
庇
 かば

 うような発言をするリーゼに、ジルコニアは
戸
 と

 
惑
 まど

 った様子を見せた。

　親方もリーゼも何を勘違いしているのか、製作した部品の不備を理由にジルコニアが職人たちを
罰
 ばつ

 しようとしているかのような流れになってしまっている。

　ジルコニアにそんなつもりは毛頭なく、大工を始めとするさまざまな職種の職人たちが毎日必死になって作業を行っていることは、ちゃんと理解していた。

　だからこそ水車製作に関わった職人には
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 を多めに先渡ししていたし、急いで作れとはいったが、製作する個数までは指定しなかったのだ。

「リーゼ様……ありがとうございます……」

「何とお優しい……」

　だが、リーゼの発言に感激した様子で口々に感謝の言葉を吐き出す大工たちに、ジルコニアは弁解の言葉を発しかけた口を閉ざして押し黙った。

　何やら上手くまとまった空気になってしまっているので、
一
 かず

 
良
 ら

 の手前もあり、悪役を引き受けることにしたのだ。

「話は分かったわ。納めてくれた品物に不備があったからって、別に
罰
 ばつ

 したりはしないから、安心して。きちんと原因を突き止めて、それが改善されれば、それでいいから」

　ジルコニアの
台詞
 せりふ

 を聞き、大工たちは「おお」と声を上げる。

　そして、なぜか再びリーゼに何度も感謝の言葉を投げかけた。

　リーゼはそんな大工たちに、優しく
微笑
 ほほえ

 みかけている。

　そんな暖かい光景の脇で、少し傷ついた様子でたそがれるジルコニア。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はその表情から何となく彼女の考えていることを察すると、心の中で
労
 ねぎら

 いの言葉をかけるのだった。

　

　それから約３時間後。

　あちこちの工房の見学を終えた３人は、屋敷に戻ると手早く夕食を済ませた。

　現在、
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアとナルソンと一緒に執務室で話し合いをしているところだった。

　リーゼは例のごとく風呂に入っており、風呂を上がった後はそのまま就寝するらしい。

　彼女は早寝早起きの習慣があるようなので、夜更かししてまで事務作業を行うといったことは辛いのだろう。

　先ほど
一
 かず

 
良
 ら

 がナルソンに聞いた話だと、リーゼの年齢は14
 歳とのことだ。

　年頃の女の子にとって夜更かしは美容にも成長にも大敵なので、たとえ手伝いを申し出てきたとしても、皆が口をそろえて「寝ろ」と言うだろうが。

「一通り見て回りましたが、どの工房も人手と熟練した職人が足りていないようですね……そのうえあんなに仕事が立て込んでいては、部品の精度に不備も出るはずです」

「以前から職人たちの状況は
把
 は

 
握
 あく

 していたつもりなのですが……私の管理が上手くいっていなかったようです。申しわけございません……」

　ジルコニアはそう言うと、沈痛な面持ちでうつむいてしまった。

　あれから見に行った他の工房でも、
熟
 じゆく

 
練
 れん

 
工
 こう

 と作業人員が足りないという話を職人たちから聞いた。

　初めのうちは皆がジルコニアを見ると
萎
 い

 
縮
 しゆく

 してしまい、何が足りていないのかをすぐには話してくれなかったのだが、リーゼがうながすとぽつりぽつりと現在の状況を話してくれた。

「いや、まあ、この状況では仕方ないですよ。手が足りない部分は道具で
補
 おぎな

 いましょう。水車の回転力を利用して材木を製材する製材機と、そのほかの道具も提供できるか検討してみます。作業の効率化が図れれば、職人たちの負担もかなり軽減できるはずです」

「……はい」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うが、ジルコニアの表情は
曇
 くも

 ったままだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がイステリアに来たばかりの頃はもっとがつがつとした印象だったが、近頃どこか消極的というか、遠慮がちになっているように感じる。

　自分が関係する不手際の連続に、自信を
喪
 そう

 
失
 しつ

 しているのだろうかと
一
 かず

 
良
 ら

 は心配になった。

「そんな顔しないでください。大丈夫ですよ、きっと上手くいきますから」

「……はい、ありがとうございます」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、ジルコニアはようやく笑顔を見せた。

　どこか影のある笑顔にも見えるが、ずっと落ち込んだ表情でいられるよりはマシだろう。

「さて、大工職人の工房については、とりあえずこれでいいとして、
鍛
 か

 
冶
 じ

 職人と井戸掘り職人のところについてですが、こちらについても神の国に戻ってから何とかできないか調べなおしてきます。特に井戸については川の水が引けない場所での衛生問題に大きく関わってきますから、何とかしないと」

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちは大工職人の工房を数軒見て回った後に、
鍛
 か

 
冶
 じ

 職人と井戸掘り職人の工房も見て回っていた。

　
鍛
 か

 
冶
 じ

 職人たちの話してくれた問題は、大工職人の工房で聞いた話とまるっきり同じだったので、対策としては工作機械の導入である程度は何とかなるようにも思える。

　だが、井戸掘り職人の工房で聞いた話は、これらに加えてさらに別の問題が発生していた。

　イステリアの街なかで井戸を掘る場合、掘る場所にもよるがだいたい６メートルから８メートルほど掘ると茶色い砂の層に突き当たり、水が湧き出てくるらしい。

　だが、この水はあまり質が良くないらしく、白い布を洗うと翌日には真っ赤に変色してしまうというのだ。食べ物を
煮
 に

 
炊
 た

 きするにしても味が良くなく、長期にわたって
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 し続けると体の調子も悪くなってしまうらしい。

　ちなみに、その茶色い砂の層の下には
岩
 がん

 
盤
 ばん

 の層があり、そこを土台にして木材で井戸の枠組みを作ると職人たちは話していた。

　石材で枠組みを作ることもあるらしいが、これには金がかかるため、たいていは木材の枠組みが用いられるとのことだった。

「ありがとうございます。井戸水は以前より問題になっておりまして、川から離れた地域に住む住民たちは不便な思いをしておりました。街中すべてに水路を引き回すというわけにもいかず、この問題は仕方がないものと
諦
 あきら

 めておりました」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の申し出に、ナルソンが頭を下げて礼を言う。

　もし井戸の問題が解決されれば、イステリアの衛生問題は大幅に改善されることだろう。

　
一
 かず

 
良
 ら

 にとって井戸掘りなど未知の領域だが、日本に戻ってから専門業者に知恵を借り、専門書や井戸掘り道具を調達してしまえば何とかなるはずだ。

「そういえば、井戸掘り職人のところへ行った時にリーゼさんは職人たちとずいぶん仲良く話している様子でしたが、彼女は職人の工房にもよく顔を出してるんですかね？」

　井戸掘り職人の工房を訪れた際、職人たちはリーゼの姿に気づくとにわかに表情を緩め、実に親しそうに言葉を交わしていた。

　話の中で「いつもありがとう」とリーゼが職人たちに言っていたのを耳にしていたので、以前より交流があったのだろうかと気になったのだ。

「ああ、それはおそらく髪や肌の手入れに使う
泥
 どろ

 を、リーゼが直接井戸掘り職人たちから仕入れているからでしょう。貴族の女が使う洗髪用品や、屋敷内で使われている食器洗い用洗剤の一部は井戸掘り職人たちから買い取っています。
石
 せつ

 
鹸
 けん

 を使う者も多いのですが、リーゼはその
泥
 どろ

 が気に入っているようですな」

「はあ、
泥
 どろ

 ですか……
石
 せつ

 
鹸
 けん

 よりも使い勝手がいいんですか？」

「
泥
 どろ

 の質にもよりますが、リーゼが使っている物は白ネバと呼ばれている最高級品ですので、
石
 せつ

 
鹸
 けん

 よりもはるかに良質かと。カズラ殿も使ってみますか？　リーゼに言っていくらか用意させますが」

「んー……では、今度私が自分でリーゼさんにお願いしてみます。ちょっと楽しみですね」

　
泥
 どろ

 で身体や頭を洗うと言われてもあまりピンとこないが、日本でも
泥
 どろ

 洗顔や
泥
 どろ

 パックといったものは化粧品会社から発売されていたはずだ。

　日本でも使われているくらいなのだから、物によっては科学的に作られる
石
 せつ

 
鹸
 けん

 や洗剤と比較しても負けないくらいの性能を持っているのだろう。

「ジルコニアさんはその
泥
 どろ

 は使っていないのですか？」

「私はあまりそういう物には気を使わないので……でも、一度使ってみようかな」

　そんな雑談に興じつつも、３人は工房の今後について話を詰めていくのだった。

　

「ガラスと粉挽き機と
脱
 だつ

 
穀
 こく

 
機
 き

 と……これ、かなりの量になるんじゃないか。用意に手間取りそうだな……」

　話し合いを終えた
一
 かず

 
良
 ら

 は自室に戻ると、ベッドに腰掛けて日本で用意する予定の品物を大学ノートに書き出していた。

　明日の午前中にはグリセア村に向けて出発するので、買い忘れや調べ忘れがないように情報を整理しているのだ。

　イステリアとグリセア村は片道徒歩２日分の距離があるので、買い忘れたものがあるからといってすぐに戻るというわけにもいかない。

　近いような遠いような微妙な距離が、何とも歯がゆい。

「馬車と騎兵で強行すれば１日で村まで行けるけど、あんまり飛ばすと俺とマリーさんが車内で吐くな。あの馬車何とかならないかな……」

　イステリアからグリセア村に繋がる道は土がむき出して
未
 み

 
舗
 ほ

 
装
 そう

 なので、馬車で飛ばすのは正直なところ自殺行為である。　

　精油を使えば何とかなるとはいえ、あまりマリーに無理はさせたくないところだ。

　実際、前回グリセア村に大急ぎで戻った時も、激しい馬車揺れでマリーはかなり辛そうだった。

　屋敷にマリーを置いていってしまえばいいのだろうが、彼女の立場を考えるとそれはあまり良くないようにも思える。

「ええと、発電機を受領して工事計画書の
進
 しん

 
捗
 ちよく

 を確認して……」

　そんなことをぶつぶつとつぶやきながら、
一
 かず

 
良
 ら

 は夜中まで大学ノートに向かうのだった。

　ちなみに、その頃調理場ではエイラが
一
 かず

 
良
 ら

 を待っていたのだが、次の日の準備に追われている
一
 かず

 
良
 ら

 が調理場に顔を出すことはなかった。

　結局、
一
 かず

 
良
 ら

 が次の日グリセア村に向かって出発するという話をエイラが思い出したのは、軽くへこみながら自室に戻り、ベッドに入った後だった。





　

第２章　
完
 かん

 
璧
 ぺき

 主義者

　

　次の日の朝。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はいつものようにナルソン一家と朝食を済ませると、リーゼとエイラ、そしてマリーと一緒に屋敷の広場へ出た。

　広場ではアイザックとハベルが馬車の前で待機しており、護衛の兵士も数十人はいるようだ。

　使用人も多数同行するようで、野営用の荷物を載せた荷馬車と、
一
 かず

 
良
 ら

 が日本から調達してくる品物を運ぶための空の荷馬車も用意されていた。

「５日か６日……もしかしたらもう少しかかってしまうかもしれませんが、色々と品物を用意して戻ってきます。私がいない間、
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の水車の設置作業はリーゼさんにお任せしますので、お願いしますね」

「はい、頑張ります。カズラ様も、どうかお身体に気をつけて……それと、これを」

　リーゼはそう言うと、手に持っていた小さな布袋を
一
 かず

 
良
 ら

 に差し出した。

「ん、これは……ブレスレット？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が布袋を開いてみると、中には銀の留め具が付いたブレスレットが入っていた。上質な布で作られたそれには、赤い糸で
綺
 き

 
麗
 れい

 な
刺
 し

 
繍
 しゆう

 が施されていた。

「はい、あまり上手には作れませんでしたけど……」

　リーゼはそう言って、照れくさそうに
微笑
 ほほえ

 む。

　上手く作れなかったと言っているが、
刺
 し

 
繍
 しゆう

 はとても丁寧で美しく、全体の造形も
完
 かん

 
璧
 ぺき

 だ。

「ありがとうございます。大切にしますね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は笑顔で礼を言うと、ブレスレットを左手首に巻いた。

　それを見たアイザックは、
一
 かず

 
良
 ら

 の背後で一瞬表情を
強
 こわ

 
張
 ば

 らせた。

　リーゼはそれを視界の
隅
 すみ

 に収めながらも、少し
頬
 ほほ

 を染めて
一
 かず

 
良
 ら

 に
微笑
 ほほえ

 んだ。

「それでは、行ってきます。マリーさんはこちらへ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は背後に控えていたマリーを呼び寄せると、一緒に馬車に乗り込んだ。

　アイザックは馬車の扉を閉めると、リーゼに一礼してから馬車の前に移動する。

　そして、彼の号令を合図に、部隊はグリセア村へ向けて移動を開始した。

　

　城門から出て行く
一
 かず

 
良
 ら

 たちを見送り、リーゼは一仕事終えたといった様子で息をついた。

「さてと、私たちは水車の設置に行こっか。帰りに買い物もしたいから、今日は少し早めに切り上げましょ。……ん、どうしたの？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 たちが出て行った城門を、エイラはじっと見つめている。

「リーゼ様、あれではアイザック様があまりにも……」

「何よ、だって仕方がないじゃない」

　エイラの言いたいことを察し、リーゼは顔をしかめて反論する。

「本当に気がないんだから、変に気を使ったって逆に失礼でしょ。だらだら希望を持たせたままにするより、よっぽど優しいと思うわ」

「ですが、アイザック様の目の前で『親愛のブレスレット』をカズラ様にお渡しするのは、さすがにえぐいというか……」

　先ほどリーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 に渡したブレスレットは、主に女性が男性に好意を伝える際に贈られるものだ。

　ブレスレットの布地の色には特に決まりはないのだが、
刺
 し

 
繍
 しゆう

 された糸の色によってその好意の意味が変わってくる。

　白い糸は、『糸に色がついてしまう前に早く帰ってきて欲しい』という意味。

　遠くの場所に旅立ってしまう相手や、
出
 しゆつ

 
征
 せい

 してしまう恋人などに贈られるものだ。

　離れ離れになる際に、別れ際の告白として用いられることもある。

　黒い糸は、『今夜あなたを待っています』という意味。

　告白を受けて情熱が燃え上がっている時に直球な意味の返答で使われたり、ちょっとムラムラしているけど恥ずかしくて言えない場合などにこっそり渡されたりする、大人のブレスレットだ。

　そして赤い糸は、『あなたに好意を持っています』という意味。

　これは文字どおり、好意を伝える際や告白をする際に使われるブレスレットだ。

　そのまま『好きです』というものから、『わりと気に入っていますよ』といった微妙な表現までと、意味する表現の範囲は広い。

　そのため、これを受け取ったからといって、いきなりベッドに誘うと張り倒される可能性もあるので、受け止め方には注意が必要だ。

「そうは言うけど、告白されたわけでもないのに面と向かって『あなたの気持ちには応えられません』って言うよりはまだマシじゃない？　これでも一応、アイザックやお父様の顔を潰さないように考えたつもりなんだけど」

　リーゼはすでに、
一
 かず

 
良
 ら

 を結婚相手候補としてロックオンしていた。

　
素
 す

 
性
 じよう

 がまだ詳しく分からないので、色仕掛けを行って既成事実を作り、なし崩し的に結婚まで持っていってしまうといった手段を取るつもりはない。

　だが、ジルコニアが強く
推
 お

 してきている時点でかなりの優良物件であることは間違いないので、今のうちから、ほどよくいい感じの仲にはなっておいてもいいだろうと判断したのだ。

　ここ数日、
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯での作業を続けているうちに、リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 とかなり親しく話ができるようになっていた。

　また、
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼに対して、容姿だけではなく性格についても認め始めているように感じていた。

　そろそろ
素
 す

 
性
 じよう

 についても少しずつ探りを入れてもいいかと考えたのだが、その前にもう一段階先に進めておこうと考え直したのだ。

　今の時点で探りを入れて、もし不快な思いでもされて印象を悪くしてしまっては、ここ数日で積み上げてきたものが無意味になってしまう可能性もある。

　外堀は埋めすぎるということはないので、できる限りの安全策を取ったうえで行動していくべきだ。

　元より、
一
 かず

 
良
 ら

 の周囲にはリーゼのライバルになるような相手はまったく見当たらないので、焦る必要はないと考えていることもリーゼが慎重に行動している理由の一つだ。

「確かにそうですが……アイザック様がおいたわしいです……」

　なおも哀れみを込めた視線を城門へと向けているエイラに、リーゼは思わず押し黙った。

　リーゼはアイザックのことを結婚相手として見ることができないというだけで、特別嫌っているというわけではない。

　客観的に見れば、アイザックは性格も真面目で働き者であり、そのうえ家柄も良く顔もいいという非の打ちどころのない青年だ。

　軍人として尊敬できるし、ナルソンの役に立とうと必死に頑張っていることもリーゼは知っている。

　なので、エイラにそのようなことを言われると、まるで自分が
酷
 ひど

 い女だと言われているようで、少なからず傷ついてしまう。

「あっ！　も、申しわけございません！　そのようなつもりで言ったわけではなくてですね!?
 」

　少し不機嫌になっている様子のリーゼにエイラが気づくと、自分の発した
台詞
 せりふ

 の意味に気づいて慌てて謝罪した。

「いいのよ、別に。ほら、そろそろ作業に向かいましょ。準備してくれる？」

　そっぽを向いたまま指示を出すリーゼにエイラは深く頭を下げると、屋敷へと駆けていった。

　

　次の日の夜。

　グリセア村の入口に到着した
一
 かず

 
良
 ら

 は、目に飛び込んできた光景に
唖
 あ

 
然
 ぜん

 としていた。

　グリセア村は、以前のような田舎の寒村といった様相から、まるで野戦陣地のような造りに様変わりしていた。

　村の周囲には先の
尖
 とが

 った太い木の柵が
槍
 やり

 のように外側へ向けて突き立っており、さらにその周囲には
急
 きゆう

 
勾
 こう

 
配
 ばい

 の堀まで掘られている。

　柵の
四
 よ

 
隅
 すみ

 には見張り塔のような木製のやぐらまで作られていたが、こちらはまだ未完成のようだ。

　村の入口の脇には、つい最近切ったばかりと見られる丸太が山積みにされていた。

　以前、バレッタは村の入口に跳ね橋を設置するといっていたので、この丸太はそれに使われるのだろう。

「な、なんか、10
 日しか経ってないのにすごいことになってますね……」

「……」

　隣に立つアイザックに声をかけるが、アイザックはぼうっと村を眺めていた。

　その様子に
一
 かず

 
良
 ら

 が首を傾げていると、村の入口からバレッタが１人で歩いてきた。

　バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 と目が合うと、嬉しそうに
微笑
 ほほえ

 んで
一
 かず

 
良
 ら

 に駆け寄る。

「お帰りなさい、カズラさん」

「ただいまです。あの、何だかすごいことになっていますね。まさかここまでするとは……」

　工事の概要については聞いていたが、これほどの工事をこの短期間で行うとは予想外だった。

　せいぜい村の周囲を柵で囲い、堀も申しわけ程度に掘られていれば十分だろうと踏んでいたのだ。

　バレッタの性格を甘く見ていたと、
一
 かず

 
良
 ら

 は思い知った。

　この娘は、やるといったら徹底的にやるタイプの娘だ。

「本当はもっと早く工事を進めてしまいたかったのですが、思ったより作業に手間取ったのと足りない材料がいくつかあって……あの、前は偉そうに自分で何とかするだなんて言ってしまいましたが、少し材料と道具の調達をお願いしてもいいですか？」

「ええ、大丈夫ですよ。何でも用意しますから、どんどん頼ってください」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が笑顔で答えると、バレッタは嬉しそうに
微笑
 ほほえ

 んだ。

「ありがとうございます。あの、続きは家で……」

「そうですね、そうしましょうか」

　少し遠慮がちに申し出るバレッタに
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 くと、アイザックに待機を命じて村へと入った。

　

　久々にバリン邸に戻った
一
 かず

 
良
 ら

 は、バレッタとバリンとともに夕食を食べながら談笑していた。

　夕食のメニューは、村で採れた芋とリコの実という木の実を砕いて混ぜた炊き込みご飯、缶詰の
鶏
 とり

 
肉
 にく

 を使った野菜の
炒
 いた

 め物、アルカディアン虫の串焼き、そして桃缶だ。

「なるほど、イステリアはそこまで大変なことになっているのですか……」

「ええ、何もかもがギリギリの状態で、支援を始めるタイミングがあと半年でも遅くなっていたら、大変なことになっていたかもしれません。とりあえず水車は設置できたので、次は農地の拡張と衛生問題ですかね」

　イステリアで行った支援の内容をかいつまんで説明する
一
 かず

 
良
 ら

 に、バリンが真剣な表情で
頷
 うなず

 く。

　バレッタも
相
 あい

 
槌
 づち

 を打ちながら聞いているのだが、時折ちらちらと
一
 かず

 
良
 ら

 の左手首に巻かれたブレスレットに目を向けていた。

「ふむ、衛生問題ですか。この村のように常に新鮮な水を使うことができればいいのですが、あれだけ街がごちゃごちゃしていてはすべての区域に水路は引けませんからな……」

　バリンは
感
 かん

 
慨
 がい

 深げにそう言うと、
椀
 わん

 に盛られていた炊き込みご飯をかきこんだ。

「……さて、私はこれから夜の見回りに行ってまいります。戻るのは明け方になるので、先に休んでいてください」

「え、見回りって、今からですか？　村の入口にはアイザックさんの部隊がいるし、今日は休んでもいいんじゃ……」

「いやいや、世の中何が起こるか分かりませんからな。それでは、行ってまいります」

　驚いて声をかける
一
 かず

 
良
 ら

 にかまわず、そのままバリンは屋敷を出て行ってしまった。

　――何か最近このパターン多いな……って、気を使われてるんだろうな、どう考えても。

　前回グリセア村からイステリアへ向かう前日の夜もそうだったが、どうもバリンは
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタを２人きりにさせようと気を使っているようだった。

　前回あれだけいい雰囲気になっていたので、さすがの
一
 かず

 
良
 ら

 もバレッタの好意には気づいているし、バレッタのことは好ましくも思っている。

　ただ、バレッタは15
 歳と日本でいえば中学３年生という若さであり、あまりにも歳が離れているために
一
 かず

 
良
 ら

 は二の足を踏んでいた。

　単に理由をつけて一歩を踏み出せないヘタレ根性だろうと言われれば、正直なところ否定はできないのだが。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がバレッタに目を向けると、バレッタは少し不安げな表情で
一
 かず

 
良
 ら

 のことをじっと見つめていた。

「カズラさん、そのブレスレットは……」

「ん、これですか？　イステリアを出る時に、リーゼさん……ナルソンさんの娘さんがくれたんですよ」

　おずおずと問いかけるバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は着けていたブレスレットを外して手渡した。

「リーゼ様が……これを……」

　バレッタはブレスレットを受け取り、それをじっと見つめている。

「リーゼさんはまだ14
 歳らしいんですけど、領内のためにって一生懸命仕事を手伝ってくれるんです。市民にもかなり人気があるみたいで、彼女が手伝ってくれるようになってから作業効率が跳ね上がったんですよ。まだ若いのにすごいなって感心します」

「そ、そう……ですか……」

　リーゼのことを
褒
 ほ

 めちぎる
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタはブレスレットを見つめたまま
搾
 しぼ

 り出すように返事をする。

「それに、誰に対しても
満
 まん

 
遍
 べん

 なく優しく接しているみたいで、私にもこうしてブレスレットまで作ってくれたんです。こうやって細かい気配りができるからこそ、市民からも人気があるし、求婚してくる貴族もたくさんいるんでしょうね。やはり領主の娘さんともなると、その辺もしっかり考えて行動しているみたいです」

　感心した様子で語る
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタは「あれ？」といった表情で顔を上げた。

「あの歳で将来を見据えてあれほどの
処
 しよ

 
世
 せい

 
術
 じゆつ

 を身に付けているとは、末恐ろしいですよ。私も見習いたいくらいで……」

「あ、あの、リーゼ様はこのブレスレットをカズラさんに渡した時に、何か言っていませんでしたか？」

「ん？　別になにも……あ、身体に気をつけてって言ってましたね。もしかして、それって健康のお守りみたいなものなんですか？」

「あ、はい、そんな感じです。元気で頑張ってこい……みたいな」

　とっさにバレッタの口から出た嘘の情報に、
一
 かず

 
良
 ら

 は「そうだったのか」と
頷
 うなず

 いた。

　バレッタはブレスレットをきゅっと握り締めると、切なそうな表情で再びそれに目を落とす。

「……バレッタさん？」

　何やら雰囲気の変わってしまったバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は「しまった」と内心焦った。

　日頃のリーゼの働きぶりと市民からの人気に、ついついリーゼのことを持ち上げて話してしまった。

　だが、すぐにバレッタは顔を上げると、真剣な表情を
一
 かず

 
良
 ら

 に向けた。

「……カズラさん、お願いがあります」

「ん、お願い？」

　きょとんとした表情で問い返す
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタが
頷
 うなず

 く。

「日本に戻ったら、またいくつか本を買ってきて欲しいんです。できれば歴史書とか、専門書が読みたくて」

「歴史書に専門書ですか。どんな分野のものが読みたいんです？　歴史書っていっても色々あるし……あと、専門書は建築工学とかですか？　今買ってきてあるものでも、それなりにいい本があると思いますけど」

「家にある本の内容はすべて覚えました。建築でも医療でも軍事でも、何でもかまいません。まだ見たことのない内容の本を、もっと読んでみたいんです。歴史書は、できれば私たちの世界に似た時代のものがあると嬉しいです」

「え、軍事もですか？　というか、家にある本を全部覚えたってマジですか……」

　驚くべきバレッタの発言に、
一
 かず

 
良
 ら

 は思わず聞き返した。

　この家には、
一
 かず

 
良
 ら

 の買ってきた本が数十冊はあるのだ。

　全部の本の内容をこの短期間で覚えるなど、にわかには信じられない。

「はい、応用はまだ利かないかもしれませんが、内容はすべて覚えました。でも、まだ足りないんです。もっと色々、読んでみたくて……私、どうしても……」

　バレッタはそこまで言うと、何かを堪えるように自分の膝に目を落とした。

　だが、すぐに顔を上げると、泣き笑いのような表情を
一
 かず

 
良
 ら

 に向ける。

「お願い、できますか？」

「ええ、もちろんです。山ほど買ってきますね」

　バレッタの意図を読めないまま、
一
 かず

 
良
 ら

 が笑顔で
頷
 うなず

 く。

　バレッタは少しほっとした様子で礼を言うと、再び雑談を交えながら食事を再開した。

『あなたの傍に、いたいんです』

　この一言をバレッタが口にするのには、もう少しだけ、時間が必要だった。

　

　次の日の朝食後。

　バレッタは
一
 かず

 
良
 ら

 と一緒に、日本で調達する品物を大学ノートに書き出していた。

　そして、漏れがないようにしっかりと確認した後、日本へ向かう
一
 かず

 
良
 ら

 を屋敷の入口から見送った。　

　土間の洗い場で食器を洗い、洗濯物を入れたカゴと
石
 せつ

 
鹸
 けん

 を入れた水桶を抱えて屋敷を出る。

　そのまま村の入口を出て、川の水が流れている水路へと向かう。

　――やっぱり、村の中にも常に水が流れてる水路が欲しいかな。

　村のため池に水を送っていない時は、水車が
汲
 く

 み上げた水は村の入口手前で川の下流へと戻してしまうので、村の中の水路に水は流れていない。

　そのため、今のようにため池が満水状態の時は、新鮮な水を使うためにいったん村の外にまで出る必要がある。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が村にやってくる前は、
炊
 すい

 
事
 じ

 や洗濯に使う水は
背負子
 しよいこ

 と水瓶を使って川から運んできたものを貯め置きし、節約しながら使っていた。

　その頃に比べればはるかに便利な生活を送れるようになってはいるのだが、より便利な生活を送りたいと思うようになるのは当然のことだろう。

　バレッタが水路にたどり着くと、たくさんの使用人たちが洗濯を行っていた。

　バレッタは彼らに
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をすると、自分も水路の傍にしゃがみ込んで洗濯を始めた。

　しばらくして洗濯を終え、いったん立ち上がって周囲を見渡す。

　少し離れた場所に設営された野営陣地にはたくさんの天幕が張られており、あちこちに荷馬車が繋がれている。

　バレッタは陣地の中に探していた人物の後姿を見つけると、洗濯物を抱えて小走りで駆け寄った。

「アイザックさん、おはようございます」

　近くにいた兵士と何やら話していたアイザックは、バレッタの声に振り向くと笑顔を見せた。

　話していた兵士を下がらせ、周囲に人がいないことを確認してバレッタに向き直る。

「おはようございます。昨日は夜分遅くにすみませんでした。カズラ様はすでに神の国へ？」

「はい、先ほど出かけました。明日の夜にはいったん戻ってくるって言ってましたが、もしかしたらその後、もう一度出かけるかもしれないとも言ってました」

「そうですか……イステリアでもそうでしたが、カズラ様は我々の国のために、寝る間も惜しんで本当に一生懸命に尽力してくださっています。カズラ様がお戻りになられた際には、どうかこの村にいる間だけでも、のんびりできるように応対していただきたいです。私にお手伝いできることであれば何でもしますので、お声掛けください」

　そう言って
微笑
 ほほえ

 むアイザックには、貴族の
驕
 おご

 りなどは
微
 み

 
塵
 じん

 も感じられない。

　やはりこの人は他の貴族とは違うと、バレッタは嬉しくなった。

　ハベルやナルソンもとても丁寧な応対をしてくれたが、アイザックと比べると何かが違うと感じていた。

　彼が傍についていてくれるのならば、
一
 かず

 
良
 ら

 の周囲で何かあっても一番に力になってくれるだろう。

「分かりました。それで早速なのですが、アイザックさんに１つお願いがあるんです。よろしいでしょうか？」

「もちろんです。何でもおっしゃってください」

「私に、武術を教えていただきたいんです」

　バレッタからの予想外の申し出に、アイザックはきょとんとした表情になった。

「武術……ですか？　なぜです？」

　問い返すアイザックに、バレッタは真剣な表情を向ける。

　身長差が頭１つ分以上もあるので、バレッタがアイザックを見上げるような形だ。

「以前村が
野
 や

 
盗
 とう

 に襲われた時、私は恐怖のあまりに何もできませんでした。なので、次に同じようなことがあったとしても、今度はきちんと戦えるようになりたいんです」

　そこまで言って、バレッタは続きを言おうか少し悩んだが、アイザックが真剣な表情を自分に向けていることに気づくと決意を固めた。

　この人には、本当のことを言おう。

「私、カズラさんを守れるようになりたいんです。そのためには、武術も必要なんです」

　バレッタがそう言うと、アイザックはすっと目を細めた。

「武術も、ですか」

「はい。武術も、です」

　そして、数秒の間アイザックは黙り込むが、１つ息をつくと口を開いた。

「カズラ様をお守りしたいとのことですが、武術は一朝一夕で身につくものではありません。人を守るための技術ともなれば、さらに時間はかかるでしょう。それに、私がグリセア村に来ることのできる機会は限られています。申しわけありませんが、武術の訓練に関しては、私がバレッタさんのお役に立てるとは思えません」

「それでも、お願いします。基本と訓練の仕方を教えていただければ、アイザックさんが村にいない間は自分だけで訓練します」

　バレッタの
台詞
 せりふ

 に、アイザックは少し顔をしかめた。

「私は１カ月の間に、グリセア村へは１回来れるかどうかといったところですよ？　自分で訓練をするとは言いますが、私がいない間に変な
癖
 くせ

 がついたら取り返しがつかないでしょう。それに、バレッタさんはとても戦いに向いているとは思えません。もっと別な方向に努力を向けるべきでしょう」

「……なら、テストしてください」

「……何をです？」

　いぶかしげな視線を向けてくるアイザックを、バレッタは真っすぐ見据える。

「手合わせして、私の素質をテストしてください。もしそれで見込みがあると感じたなら、私に武術を教えてください。見込みがないとアイザックさんが感じたなら、その時は
諦
 あきら

 めます」

「……」

　突拍子もない申し出をするバレッタに、アイザックは「何を言っているんだ、この娘は」といった表情になった。

　だが、バレッタの雰囲気にふざけた様子は
微
 み

 
塵
 じん

 も感じられない。

　まぎれもない、本気だった。

　アイザックは１つため息をつくと、やれやれといった様子で頭をかいた。

「そこまで言うのなら、テストしましょう。ですが、よほど素質があると感じられなければ、合格にはできません。それでもいいですか？」

　アイザックの言葉に、バレッタはしっかりと
頷
 うなず

 いた。

「それでかまいません」

「では、早速行いましょうか。……といっても、今は洗濯の途中ですか？」

「あっ、すぐに干してきちゃうんで、少し待っててもらっても大丈夫ですか？」

「ええ、いいですよ。私も特に予定はないので、お家の仕事を片付けてからでもかまいません。装備はどうします？　剣と
短
 たん

 
槍
 そう

 がありますが」

「えっと……
短
 たん

 
槍
 そう

 でお願いします。アイザックさんはどちらが得意なんですか？」

「私は剣のほうが得意ですね」

「では、アイザックさんは剣でお願いします」

　生意気とも取れる
台詞
 せりふ

 を吐くバレッタに、アイザックは一瞬ぽかんとした。

　だが、すぐに表情をとりなすと
頷
 うなず

 いた。

「分かりました。防具もこちらで用意しますね。確か胸当てがあったと思います」

「ありがとうございます。場所は村はずれの森の中でお願いします」

「森ですね、分かりました。少ししたら向かいます」

「はい、よろしくお願いします」

　バレッタはぺこりと頭を下げ、村へと駆けていった。

　そしてアイザックはやれやれと頭をかくと、装備を取りに野営地へと戻るのだった。　

　

　それから数十分後。

　村はずれの森の中で、バレッタは訓練用の
模
 も

 
擬
 ぎ

 
短
 たん

 
槍
 そう

 を手に、アイザックと
対
 たい

 
峙
 じ

 していた。

　
模
 も

 
擬
 ぎ

 
短
 たん

 
槍
 そう

 は穂先が革でできており、持ち手の部分には握りやすいように
紐
 ひも

 が巻かれていた。

　本物の
槍
 やり

 より少々重たいが、訓練用の武器が重いのは当たり前なので仕方がない。

　アイザックは左手に円盾を装備し、右手には木剣を握っている。

　服装は革の軽鎧で、身軽なものに着替えていた。

「よろしくお願いします」

「よろしくお願いします。最初は動きませんから、好きに打ち込んできてください。途中から反撃するので、その時は上手く対応してくださいね」

　緊張した様子のバレッタに、アイザックは淡々と答えながら彼女を見た。

　見たところ特におかしな様子はないのだが、
槍
 やり

 を持つ彼女を見ていると、なぜか背中がむずむずした。

「あの、どうかしましたか？」

　この違和感はなんだろうと少し首を傾げていると、バレッタに声をかけられてしまった。

「いえ、何でもありません。始めましょう」

　アイザックはそう言うと、半身を前に出して左手の盾を前面にかまえた。

「全力で向かってきてください。倒してやろう、というくらいの意気込みで」

「全力で、ですか」

「ええ、全力で」

　アイザックが答えると、バレッタは大きく深呼吸した。

　両手で
槍
 やり

 を持ち、左半身を前に出すようにしてかまえる。

「……え？」

「いきます」

　バレッタからの強烈なプレッシャーにアイザックが息を飲むのと、バレッタが宣言して身体を沈ませるのは同時だった。

　バレッタはえぐれるほどに地面を
蹴
 け

 り、アイザックに向けて突進した。

　５メートル近くあった距離を一気に詰め、両手に持った
槍
 やり

 を右側に大きく振りかぶる。

　そして風を切る
甲
 かん

 
高
 だか

 い音を響かせながら、アイザックのかまえる盾を思い切り殴りつけた。

「ぐっ!?
 」

　ばん、という鈍い音とともに、とんでもない衝撃が盾に伝わる。

　アイザックは盾ごと弾き飛ばされそうになりながらも、たたらを踏んでなんとかその場に踏みとどまった。それと同時に、跳ね上げられた盾の隙間から
槍
 やり

 の穂先が突き出てきた。

　ほとんど
脊
 せき

 
髄
 ずい

 反射で上半身を反らし、ギリギリのところで
槍
 やり

 を避ける。

　それと同時に盾を引き寄せ、盾と身体で
槍
 やり

 を挟み込んだ。

「こ……のっ！」

　身体をねじって無理矢理
槍
 やり

 を押さえつけると、右手の剣を盾の陰になった場所に向けて
袈
 け

 
裟
 さ

 
懸
 が

 けに振り下ろした。

「うっ！」

　がん、と何か柔らかいものを殴りつけた衝撃が手に伝わり、噛み殺した悲鳴が盾の向こうから漏れた。同時に、押さえつけていた
槍
 やり

 から力が抜けた。

　しまった、とアイザックは我に返り、慌てて腕を引っ込めた。

「バレッタさ――」

　そうしてバレッタの姿を確認しようと盾を下ろした瞬間、目の前に拳が迫っていた。

　

「う……」

「アイザックさん！　……よ、よかった。気がついた……」

　仰向けに寝転んでいたアイザックは、自分を涙目で見下ろすバレッタを呆然と見つめた。しばらくぼうっとバレッタの顔を見ていると、意識が飛ぶ前の光景を思い出した。

「つっ……は、鼻が……」

　やたらと痛む鼻を触ると、まだ乾ききっていない鼻血が指に付いた。

　幸い折れてはいないようだが、かなり強く殴られたようだ。

「本当にごめんなさい。私、我を忘れてしまって……」

「ああ……いや、大丈夫ですよ。それより、バレッタさんは大丈夫ですか？」

　アイザックはバレッタに支えられながら身を起こすと、彼女の身体に目を向けた。

　見たところ
怪
 け

 
我
 が

 はないように見えるが、先ほど右手に伝わった鈍い感触を思い出すと冷や汗が出た。

　元から
怪
 け

 
我
 が

 をさせるつもりなどなかったが、バレッタのあまりの強さにアイザックも我を忘れて本気で相手をしてしまった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 のお気に入りであるバレッタに
怪
 け

 
我
 が

 をさせたとあれば、まさに
切
 せつ

 
腹
 ぷく

 ものである。

「私は大丈夫です。それより、アイザックさんの
怪
 け

 
我
 が

 が……鼻、大丈夫ですか？」

「折れてはいないみたいですし、大丈夫ですよ。しかし、一発殴られただけで気絶してしまうとは……我ながら情けない」

　痛む鼻を
擦
 こす

 り、アイザックは先ほどの戦いを思い返した。

　開始直後のバレッタの驚異的な速度もさることながら、まるで大男が丸太を振るったかのような横殴りの強烈な一撃。

　バレッタの身長はアイザックより頭１個半は小さく、体型も
華
 きや

 
奢
 しや

 である。

　どう考えても、先ほどの強さは異常だ。

「カズラ様から与えられた、祝福の力か何かですか？」

「えっと……はい」

　バレッタはどう答えたらいいのかと少し悩んだが、大筋では間違っていないだろうと素直に
頷
 うなず

 いた。

　その様子に、アイザックは頭をかくと深くため息をついた。

「それならそうと先に言ってください。盾の隙間から
槍
 やり

 の穂先が見えた時は、正直、
肝
 きも

 を潰しましたよ。
模
 も

 
擬
 ぎ

 
短
 たん

 
槍
 そう

 とはいえ、あんなのをまともに食らったら大
怪
 け

 
我
 が

 します」

「ご、ごめんなさい。私、必死で……」

　戦闘開始直後にバレッタがとった行動は、すべて最初から決めていたことだった。

　いくら自分の身体能力が驚異的に向上しているとはいっても、相手は実戦を経験してきたプロの軍人である。

　生半可な戦い方ではあしらわれてお終いだと思い、アイザックが動揺している間に一撃をお見舞いしてやろうと、開始早々に全力で突っ込んだ。

　バレッタは元から、アイザックは自分に武術を教えるつもりがないと感じていた。

　そのため、奇襲という形ででも一撃加えることができれば、アイザックも「素質はない」とは言えないだろうと考えたのだ。

　だが、アイザックはバレッタの攻撃をなんとかいなし、逆にバレッタの身体に一撃を加える結果となってしまった。

「あ、あの、武術については……」

　不安そうに言うバレッタに、アイザックは頭をかいた。

「ああ、そうですね……素質は、大アリです。結果的に私も倒されてますし、断りようがないですね」

　勝負という形では先に
剣
 けん

 
撃
 げき

 を受けたバレッタの負けなのだが、アイザックが気絶させれられてしまったことは事実だ。

　アイザックの言葉に、バレッタはほっとした様子で
微笑
 ほほえ

 んだ。

「ありがとうございます！　よろしくお願いします！」

　頭を下げるバレッタに、アイザックは苦笑して
頷
 うなず

 いた。

「では、早速始めましょうか。基本的なことから１つずつお教えしますから、焦らずゆっくりと、確実に身につけていってください」

「はい！　……あ、でもその前に、アイザックさんの鼻血を……」

　バレッタに言われてアイザックが手で鼻を
拭
 ぬぐ

 うと、ぬめっとした感触とともに鼻血がついた。

　鼻から口にかけて、鼻血で
酷
 ひど

 いことになっていた。

「ああ、そうか……いったん村に戻ってもいいですか？　顔を洗ったほうがよさそうです」

「はい、私も家からタオルを持ってきますね」

　そう言って立ち上がろうと左手を地面についた時、バレッタが顔をしかめてよろけた。

「だ、大丈夫ですか!?
 」

　その様子に驚き、アイザックはとっさにバレッタの左肩に手をかけて身体を支えた。

「痛っ！」

「ああっ！　すみません、すみません！」

　痛みに顔を
歪
 ゆが

 めたバレッタに、アイザックが慌てて手を離す。

「大丈夫です。少し痛めただけですから」

　その言葉に、アイザックは真っ青になった。

　とんでもないことをしてしまった、と全身に冷や汗が流れる。

「本当にすみません！　私も突然のことで気が動転してしまって……すぐにカズラ様のところへ……あ、今は神の国へ行っているのか。ど、どうしたら……」

　慌てふためきながら土下座せんばかりの勢いで頭を下げるアイザックに、バレッタは慌てて手を振った。

「あ、いえ！　そんな大した痛みじゃないんで大丈夫です！　あと、訓練のことはカズラさんには内緒にしておいて欲しいんです」

「えっ、内緒に……ですか？」

「心配かけたくなくて……お願いします」

　少し寂しげに
微笑
 ほほえ

 むバレッタに、アイザックは
頷
 うなず

 いた。

「分かりました。カズラ様には黙っておきます」

「はい、お願いします」

　ぺこりと頭を下げるバレッタを見ながら、アイザックは先ほどの戦いを思い起こしていた。

　バレッタの常識はずれな身体能力もさることながら、攻撃の鋭さには光るものがあった。

　何より、一撃食らって武器を取り落とした状態から、痛みを押してなおも殴りかかってきた根性と
執
 しゆう

 
念
 ねん

 には目を見張るものがある。

　普通なら、武器を手放してしまうほどの強打を受けた時点で戦意を
喪
 そう

 
失
 しつ

 しているはずだ。

　
拳
 げん

 
骨
 こつ

 の一撃で自分がのされてしまったことにも、かなり驚いた。

「あの、本当に大丈夫ですか？　
袖
 そで

 をまくって見せてもらえます？」

「あ、大丈夫ですよ。気にしないでください」

「そ、そうは言いますが……」

「たぶん、放っておけばすぐに治りますから」

「は、はあ」

　妙に説得力のある言葉に、アイザックは思わず
頷
 うなず

 いた。

「では、村に戻りましょう。その後、すぐに訓練をお願いします」

「分かりました」

　そうして２人は立ち上がると、村へと戻っていった。

　

　一方その頃、雑木林の入口で、
一
 かず

 
良
 ら

 はニィナと話しこんでいた。

　自分が村を留守にしていた間のバレッタの様子を、彼女に教えてもらっていたところだった。

「あれからは普段どおり元気になってましたし、全然大丈夫ですよ」

「そうですか……上手くフォローしてくれて助かりました。ありがとうございます」

　心底ほっとした様子の
一
 かず

 
良
 ら

 に、ニィナがくすっと笑みを漏らす。

「バレッタは幸せ者ですね。なんだか
羨
 うらや

 ましいです」

「……えっ!?
 」

「あっ、ただの独り言です。気にしないでください」

　どんな独り言だ、と突っ込みそうになったが、何を言ってもヤブヘビになりそうなので止めておいた。

　そんな
一
 かず

 
良
 ら

 を見て、ニィナはくふふ、と笑みを漏らしている。

「あ、ありがとうございました。もしまた様子がおかしかったりするようなことがあったら、すぐに教えてもらってもいいですか？」

「分かりました。ちゃんとあの娘のことは見ておきますから、安心してくださいね」

　まるで
微笑
 ほほえ

 ましいものを見るかのように
頬
 ほほ

 を緩めながら、ニィナは
頷
 うなず

 く。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はたじろぎながらも礼を言うと、逃げるように雑木林の奥へと走って行った。

　

　それから数十分後。

　日本に戻った
一
 かず

 
良
 ら

 は、屋敷の玄関に腰をかけ、携帯電話で父親の
真
 しん

 
治
 じ

 と話していた。

「銅と
錫
 すず

 を５００キロずつって、お前いったい何に使うんだよ。寺の
鐘
 かね

 でも作るつもりか？」

「いや、今すぐ何かに使うってわけじゃないんだけど、手元に置いておきたいんだ。屋敷に送ってもらえるように材料屋さんに手配して欲しいんだけど」

　困惑した様子の
真
 しん

 
治
 じ

 にかまわず、
一
 かず

 
良
 ら

 は資材の都合をつけるようにごり押しする。

　
真
 しん

 
治
 じ

 は町工場を経営しており、業種は金属
挽
 ひ

 き物業なので、こういった金属材料の手配はお手の物なのだ。

　当初、
一
 かず

 
良
 ら

 は自分で材料の手配をしてしまおうかとも考えたのだが、業者を探すのも交渉をするのも非常に手間がかかるので、すべて
真
 しん

 
治
 じ

 に丸投げすることにした。

　それなりの金額にはなるはずだが、以前
一
 かず

 
良
 ら

 は
真
 しん

 
治
 じ

 の口座に５億円もぶち込んでおいたので、お金が足りなくなるということはないだろう。

「できれば
明後日
 あさつて

 までに届くようにして欲しいんだ。頼めるかな？」

「……ああ、いいよ。届く日時が決まったら連絡するから、任せておけ。あと、もし青銅を作るつもりなら、
錫
 すず

 の割合は１割くらいだぞ。とんとんで突っ込んじゃダメだからな」

「うお、そうなのか。知らなかった」

「おいおい、大丈夫か？　
出
 で

 
鱈
 たら

 
目
 め

 なことやるんじゃないぞ。分からないことがあったら俺に聞け。何でも教えてやるから」

「じゃあ屋敷の奥の部屋のことなんだけど……」

「だからそれは知らん」

　ぴしゃりと言い放つ
真
 しん

 
治
 じ

 に、
一
 かず

 
良
 ら

 は大げさにため息をつく。

「分かったよ。じゃあ、材料のことは任せたよ。また何かあったら連絡するから」

「おう。あんまり無茶はするなよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は通話を切ると、携帯電話をズボンのポケットにしまった。

「無茶はするなよって何だよ……」

　やれやれと頭をかきながら、庭に停めてある車へと向かった。

　キーを回してエンジンをかけ、カーナビで目的地を検索する。

　最初の目的地は市街にあるバーナーワークショップだ。

　日本にいる間にやらねばならないことは山ほどあるので、あまりのんびりしているわけにはいかない。

　水力発電機を発注している工務店にはすでに連絡済みで、明日の午前中には発電機が屋敷に届く。

　まずは物資の調達と手配を先に行い、調べ物はその後だ。

「できれば
明後日
 あさつて

 までに全部終わるといいんだけど、どうなることやら」

　カーナビのルート案内が始まったことを確認し、
一
 かず

 
良
 ら

 はアクセルを踏み込んだ。

　

　それから約１時間後。

　目的のバーナーワークショップに到着した
一
 かず

 
良
 ら

 は、ガラスロッドが陳列された棚の前で品定めをしていた。

　棚に並ぶ色とりどりのガラスロッドは、材質ごとに棚が分けられている。

　本来ガラスロッドやガラス管は
膨
 ぼう

 
張
 ちよう

 係数によって等級が分けられているのだが、この店では酸素バーナー用の硬質ガラスと、エアーバーナー用のソフトガラスという、大まかな分け方がされていた。

　そして、それらの中でさらに色が透き通ったクリスタルガラスと、透明度のないソーダガラスとに分かれていた。

　店自体の造りは３階建てで、現在
一
 かず

 
良
 ら

 がいるのは店の２階部分だ。

　１階にはとんぼ球などの加工済み商品が陳列されており、ガラスロッドや加工用の道具が置かれているのは２階部分だった。

　階段に張られていた張り紙には、３階でバーナーワークの体験教室が開かれているとも書いてあった。

「はて、これはどっちを買っていくべきか」

　ガラスの棚を見比べながら、
一
 かず

 
良
 ら

 は頭を悩ませる。

　ぱっと見たところ、硬質ガラスのほうがソフトガラスよりも光沢があって美しく見える。

　この硬質ガラスを溶かして不ぞろいな形に加工すれば、市場に回しても大丈夫だろう。

　見ている棚の隣には、少し特殊なガラスも置かれているようだった。

　ダイクロガラスという虹色や玉虫色に光るとても美しいガラスの板や、金太郎
飴
 あめ

 のようにさまざまな模様が入っているガラスロッドなども置かれていた。

「専用のバーナーって売ってるのかな……あっちで好みの形と大きさに加工できれば楽だな」

　店に置かれているガラスロッドは、太さが１センチから２センチの間のものばかりだ。

　このままだと少々小さいうえに形も同じようなものばかりになってしまうので、いったん自分で溶かして
塊
 かたまり

 にする必要がある。

　近くにいた女性店員に声をかけて呼び寄せると、道具について質問することにした。

「すみません、この硬質ガラスを加工する道具が欲しいんですけど、どんなものがいいのか一式
見
 み

 
繕
 つくろ

 ってもらえませんか？　今回初めて挑戦するんで、何が必要なのか分からないんですよ」

「かしこまりました。酸素バーナー用の道具だとけっこうお金がかかりますが、大丈夫ですか？」

「どれくらいですかね？　それなりに用意はしてきたんですけど」

「バーナーと酸素を精製する酸素ジェネレーターがけっこう高いんで、細かい道具も合わせると30
 万円近くになってしまうと思います。ソフトガラス用の道具なら、４万円もあればいいのがそろいますよ」

　硬質ガラス用の道具とソフトガラス用の道具では、値段にかなりの差があるらしい。

　もちろん選ぶ道具にもよるだろうが、硬質ガラス用の道具は手を出すのにかなり勇気がいる金額だ。

　スーパー成金である
一
 かず

 
良
 ら

 にとっては、関係のない話なのだが。

「あ、いや、酸素用のでいいです。道具の説明をしてもらってもいいですか？」

「かしこまりました。こちらへどうぞ」

　そう言うと、女性店員は
一
 かず

 
良
 ら

 をつれてバーナーなどの道具が置かれた奥の部屋に入った。

　部屋の中には色々な種類のバーナーと、酸素ジェネレーターと呼ばれる酸素精製装置が数台置かれていた。

　どれも高額な商品のようで、20
 万円を超えるものが数多くあった。

「まずバーナーなんですけど、物によって火の出方が違うんです。手元のノズルで火の大きさはある程度調節できるんで、どれくらいの大きさの作品を作りたいかってことと、使いたい火の質をどこまで追求するかにもよりますが――」

「うーん……店員さんのお勧めってどれですかね？　できれば故障しにくくて
頑
 がん

 
丈
 じよう

 なやつがいいんですけど」

「
頑
 がん

 
丈
 じよう

 なやつならこれですね。25
 万円しますが、いい火が出るうえに作りがしっかりしていて故障しにくいです」

　女性店員はそう言うと、棚の上に置かれたバーナーの１つを指差した。

「そうなんですか。じゃあそれください」

「ありがとうございます。あと、酸素ジェネレーターなのですが、安いものだと10
 万円ほどですが、日本製のいいものだと25
 万円ほどかかってしまいます。性能については……」

　つらつらと酸素ジェネレーターの説明を聞き、概要を
把
 は

 
握
 あく

 する。

　噛み砕いて言えば、高いほうが性能はいいとのことだった。

「じゃあ、その一番高いやつでいいです」

「ありがとうございます。電気炉についてはどうなさいますか？　一番良いものですと35
 万円ほどになりますが」

　こいつは金を持っていると判断されたのか、女性店員は新たに電気炉についても説明を始めた。

　電気炉の使い道は、「冷まし」といわれる工程で使われるものらしい。

　複数の色のガラスを混ぜて作ったガラス製品は、焼いた後にそのままの状態で置いておくと微妙な
膨
 ぼう

 
張
 ちよう

 係数の違いから、ガラス同士でゆがみが生じてしまう。

　その速度があまりにも速いと、ガラスの耐久力が限界を迎え、割れたりヒビが入ってしまうというのだ。

　専門用語で「はねる」というらしい。

「んー、電気炉っていうからには、電気をすごく使いますよね？　あまり大きな電力が必要な物はちょっと……」

「そうですね……大きいものだと20
 アンペアを超えてきますね。電気炉を使わなくても、徐冷材というものの中に作品を入れておけば、たいていは大丈夫ですよ」

　女性店員は近くの棚に置かれていた袋を取り、
一
 かず

 
良
 ら

 に手渡した。

　透明な袋の中には、米粒大の白い玉がたくさん入っている。

　色ガラスを混合して何かを作るというわけでもないので、この徐冷材があれば十分事足りるだろう。

「じゃあ、その徐冷材もください」

「ありがとうございます。徐冷材を入れる容器には空き缶がいいと思います。クッキーの空き缶なんてちょうどいいと思いますよ。もしなければ専用の缶もお店で扱ってますけど」

「クッキーの空き缶……ああ、ちょうどいい空き缶があるから大丈夫です。他の道具も全部
見
 み

 
繕
 つくろ

 ってもらっていいですか？　多少高くなってもかまわないので、一番使いやすいものがいいです」

「かしこまりました。では、まずは専用メガネとピンセットと……」

　こうして、女性店員に言われるがまま、どんどん品物を購入していった。

　小型のガスボンベも勧められたが、もしイステリアでガスが足りなくなっても、すぐには日本に戻ってくることはできない。

　そうなっては困るので、再度父親の
真
 しん

 
治
 じ

 に連絡をとって大型のプロパンガスのボンベを用意してもらうことにした。

　結局、最終的な購入金額は60
 万円近くにもなってしまった。

　

　バーナーワークショップでの買い物を終え、次に
一
 かず

 
良
 ら

 は手押しポンプの製造と販売を手がける会社の応接室へとやってきていた。

　市街から少し離れた場所にあるこの会社は、規模こそあまり大きくはないが、幅広い商品を取り扱っているらしい。

　深井戸用の本格的な手押しポンプからガーデニング用のアンティークポンプまで、何でもござれとのことだった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が通された応接室の本棚には、手押しポンプと井戸掘りの歴史を記したハードカバーの本が何冊か置かれていた。

　本の著者名の欄にはこの会社の名前が併記されているので、自分たちで監修して本を作り上げたのだろう。

　本棚から１冊抜き取り、ぱらぱらとめくって流し読みしてみる。

　内容は時代ごとの井戸の構造や掘り方、そして井戸にまつわる仕事の歴史と、読んでいて
飽
 あ

 きがこないようにと考えて書かれているようだった。

　このあたりの地域の民族史も交えて解説がされており、とても読みやすい。

　しばしの間
一
 かず

 
良
 ら

 が本を読みふけっていると、部屋の戸がノックされ、作業服を着た中年の男が入ってきた。

　男は
懐
 ふところ

 から名刺を取り出すと、腰を折って
一
 かず

 
良
 ら

 に
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をする。

　
一
 かず

 
良
 ら

 も反射的に立ち上がり、名刺を受け取りながら頭を下げた。

　名刺には『課長』という肩書きが記載されていた。

「このたびはご来社いただきありがとうございます。手押しポンプの購入と、井戸掘りについてご相談があると聞いておりますが？」

「突然お伺いしたにもかかわらず、ご対応いただきありがとうございます。どうしてもプロのかたにご相談したいことがありまして……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は再び椅子に座ると、イステリアで問題になっている井戸水についての説明をした。

　説明した内容は、イステリアの井戸掘り職人から聞いた内容そのままだ。

　掘った場所から出てくる水の性質が悪く、その水を使って洗濯をするとタオルが真っ赤になってしまうといったことを、掘り進めた土の具合も合わせて説明した。

　説明を聞いた課長は、「なるほど」と
頷
 うなず

 き口を開く。

「おそらく
志
 し

 
野
 の

 様が掘った井戸から出た水は、鉄分が多くて使い物にならない『カナケ水』と呼ばれるものです。水が出始めた土は『ヤマズナ』と呼ばれる砂の層でして、その層から出る水はあまり性質が良くないんですよ」

　課長の説明によると、イステリアで掘られている井戸の深さと土の具合では、そのような鉄分を含んだ質の悪い水が出てしまうことが多々あるらしい。

　そういった井戸は雨が降ると水が
濁
 にご

 って水位が上昇し、
柄
 ひ

 
杓
 しやく

 ですくえるくらいにまで水かさが増すこともあるという。

　だが、逆に雨が少ないと井戸自体が枯れてしまうこともよくあり、水を得るには不安定な井戸とのことだ。

　井戸の具合から課長が察するに、ヤマズナの下にある
岩
 がん

 
盤
 ばん

 の層を突き抜けると『ウミズナ』といわれる細かい砂の層があり、そこからは良質な水が安定して湧き出すだろうと教えてくれた。

　ちなみに、
岩
 がん

 
盤
 ばん

 の上から出た水のことは『ウワミズ』というらしい。

「なるほど、では、その
岩
 がん

 
盤
 ばん

 を何とかして砕いて掘り進めればいいわけですか」

「おそらくは。または掘る位置をずらして、
岩
 がん

 
盤
 ばん

 がない位置を探せばいいと思います。
志
 し

 
野
 の

 様が掘った井戸の場所を教えていただければ、有償で地層を調べることもできますが、いかがでしょうか？　我々どもで工事を代行することもできますが」

「あ、いや、そこまでは大丈夫です。全部自分たちでやってみたいんで、必要な道具だけ売っていただければ何とかします」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、課長はうんうんと
頷
 うなず

 いた。

「そうですかそうですか。井戸掘りはロマンですからねえ。ぜひ、頑張ってみてください。必要な道具と手順はお教えできますので、うちでそろえていっていただければと思います」

「ありがとうございます。あと、この本も一緒に買っていいですか？　読んでいたらはまっちゃって」

「おお、そうですか。それは社長が
執
 しつ

 
筆
 ぴつ

 した本なんで、きっと今の言葉を聞いたら喜びますよ」

　そんなこんなで、手押しポンプと合わせて道具を一式そろえることとなった。

　購入した井戸掘り道具は、
削
 さく

 
岩
 がん

 用のガソリン式エンジンブレーカーが１機、打ち抜き井戸用の小型井戸掘り機が２機、青銅製手押しポンプ（色合いに味があるのでわりと人気の商品らしい）が２機、採掘中の送風に使うためのエアーコンプレッサーが１機だ。

　購入した品物は重量があるため、運送会社に頼んで直接屋敷まで運んでもらう手はずとなった。

　エンジンブレーカーとは、先端に付いた金属製のノミを
岩
 がん

 
盤
 ばん

 に押し当てて、振動による打撃力で岩を
粉
 ふん

 
砕
 さい

 する装置のことだ。

　大きさは直径80
 センチほどもあり、本体の重さも20
 キロ以上ある代物だが、ガソリンエンジン搭載ということもあって取り回しもしやすく、打撃力もすさまじい。

　もっと小型のコンクリートハンマーという道具も紹介されたのだが、イステリアにはガソリンをドラム缶で持っていってある。なので、どうせならパワーの大きいものにしようと、より大型のエンジンブレーカーを購入した。

　エンジンブレーカーはすさまじい騒音を発するので、もし実際に使う場合はイステリアの外の人気のない場所になる予定だ。

　川から離れた場所に農地を作る場合などには活躍するだろう。

　小型井戸掘り機とはその名のとおり井戸を掘るための道具で、この会社で扱っている道具は20
 センチ程度の小さな穴をひたすら掘り続けるものだった。

　作業の仕方としては、まず地面に突き立てた筒状の井戸掘り機の持ち手を捻って回転させて土を掘る。

　その後、井戸掘り機を穴から引っ張り出して、掘った土を外に捨てるのだ。

　掘った土は井戸掘り機の中に納まるのだが、井戸掘り機の先端には弁がついていて土が落ちてしまうことはないので、この作業を繰り返せばいくらでも深く穴を掘り進むことができる。

　ただし、固い
岩
 がん

 
盤
 ばん

 に当たるとお手上げなうえに、井戸掘り機を引き上げるのは人力なので、掘れる深さにもおのずと限界がやってくる。

　小型井戸掘り機は
岩
 がん

 
盤
 ばん

 がない場所ならば役に立つはずなので、街なかであちこち試し掘りするのにはうってつけである。

　騒音の心配をする必要がないうえに、掘るスペースも小さくてすむので、多少時間はかかるが目立たず作業ができるはずだ。

　この他にも、使われずに社内にほったらかしにされていたという超鋼製の石ノミを１つ
譲
 ゆず

 ってもらった。

　元々はホームセンターで買って来ようと考えていたのだが、ホームセンターでは
削
 さく

 
岩
 がん

 用の石ノミは売っていないらしい。

　イステリアの街なかで
岩
 がん

 
盤
 ばん

 を
貫
 かん

 
通
 つう

 させる場合にはこういったアナログな道具が必要になるので、課長にお願いして30
 本ほど都合をつけてもらうことにした。

　注文した数が多かったため、「そんなに買ってどうするのか」と聞かれたが、世話になっている知人に配り歩くと言って
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 した。

　購入した機械の他にも、明治時代に使われていたという手回し式送風機の設計図のコピーと、昭和初期に日本中で使われていたという手押しポンプの設計図のコピーももらった。

　これらの設計図さえあれば、多少手間はかかるかもしれないが、イステリアで道具の量産も可能になるだろう。

　鉄の製法を教えてしまえばすべての作業が楽になるのだろうが、鉄の発見は古代史では革命的な出来事だったはずなので、思いつきで製法を伝えてしまうのはまずい。

　もっとも、周辺国との状況によっては鉄の製法を投入したほうがよいという可能性もある。

　イステリアに戻ったらそのあたりについても、ナルソンかジルコニアにしっかり話を聞いたほうがよさそうだ。

　他国ですでに鉄が作られているような状況であれば、遅かれ早かれアルカディアでも鉄が作られる時代はやってくるはずだ。その場合は、
一
 かず

 
良
 ら

 の手で製法を伝授してしまってもかまわないだろう。

　もし鉄の製法を伝えることになった場合に備えて、製鉄技術の
書
 しよ

 
籍
 せき

 も買い集めておいたほうがよさそうだ。

「たくさんご購入いただきありがとうございます。何かあった場合はいつでもご相談に乗りますので、ご連絡いただければと思います」

「ありがとうございます。その時はぜひお願いしたいです」

　こうして井戸掘り道具と各種設計図を無事入手し、
一
 かず

 
良
 ら

 はポンプ会社を後にした。

　

　その日の夜。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は市街のビジネスホテルに飛び込みで宿泊した。

　ベッドに腰をかけて大学ノートを開き、本日こなした作業の項目にボールペンで取り消し線をつけていく。

　本日行った作業は、ガラス関連の品物の購入、井戸掘り関連の道具の購入、粉
挽
 ひ

 き機や
脱
 だつ

 
穀
 こく

 
機
 き

 などの農業機械の設計図の収集、そして
氷
 ひ

 
室
 むろ

 の資料の収集だ。

　ポンプ会社を出た後、
一
 かず

 
良
 ら

 は街なかにある郷土資料館で粉
挽
 ひ

 き機などの資料を買い集め、それらの機器の設計図や民族史の資料を入手した。

　その後、あちこち車を走らせて、
氷
 ひ

 
室
 むろ

 についても資料をかき集めることに成功した。

　
書
 しよ

 
籍
 せき

 で
補
 おぎな

 えない部分の情報はネットカフェでインターネットを使って収集し、備え付けのプリンターで印刷してファイリングした。

　
氷
 ひ

 
室
 むろ

 や農業機械については専門業者に直接話を聞きに行かなければならないかと考えていたが、かなりの量の資料、それに設計図自体を手に入れることができたので、とりあえずはこれでいいだろう。

　氷式の家庭用冷蔵庫の製造方法も調べたいところだが、冷蔵庫の出番はまだ当分先になるはずなので、時間的な問題から今回は手を出すのは止めておいた。

　集めた資料や設計図は、バレッタも見たがるだろうと考えてすべて２部ずつ用意した。

「本当に今日は疲れたな……いや、今日も疲れたが正しいか……」

　大学ノートを膝に置いたままベッドに仰向けに倒れこみ、天井を眺めながら一息つく。

　明日も色々と動き回らなければならないが、残っているのはバレッタに頼まれた
書
 しよ

 
籍
 せき

 や道具の購入、そして自分用の食料品や
書
 しよ

 
籍
 せき

 、家電などの調達だけだ。

　明日の午前中には屋敷に発電機と井戸掘り道具が届くので、買出しは午後からとなるだろう。

「そういえばバターの作り方も調べておかないとな……あと、豆から油を
搾
 しぼ

 るための遠心分離機か。あれってどこで買えるんだろうか」

　そんなことをぼやきながらしばらく
一
 かず

 
良
 ら

 がぼーっとしていると、ポケットの携帯電話から着信音が響いた。

　画面を見て、相手を確認してみる。

　かけてきたのは、父親の
真
 しん

 
治
 じ

 だった。

「もしもし」

「おう、
一
 かず

 
良
 ら

 か。頼まれてた銅と
錫
 すず

 、それにプロパンのボンベだが、
明後日
 あさつて

 の午前10
 時に屋敷に届くぞ。材料の形は丸棒でお願いしておいたが、それでかまわないな？　一応金ノコも付けておいたが」

「うん、ありがと。助かるよ」

　何とか予定日数内に材料の都合がつき、
一
 かず

 
良
 ら

 はほっと息をついた。

　金属材料の調達にはどれくらいの時間がかかるのか
把
 は

 
握
 あく

 していなかったので心配していたのだが、取り越し苦労で済んだようだ。

　金ノコもあるのならば、材料の切断も容易だろう。

「あと、その……何か危ない目にとか
遭
 あ

 ってないよな？　面倒なことに巻き込まれたりとか」

「んー？　危ない目にはまだ
遭
 あ

 ってな……いや、少しあったか。面倒なことは……まあ、仕方がないっちゃあ仕方がないことなんだけど……うーん」

　奥歯に物の詰まったような言い方をする
真
 しん

 
治
 じ

 に、
一
 かず

 
良
 ら

 も煮え切らない返事を返す。

　お互いの言いたいことが分かっているような分かっていないような、微妙な会話だ。

「……なあ、今、お前には」

「うん？」

「……いや、すまん。何でもない。また何かあったらいつでも連絡してこい」

「え、ちょっと」

　突然通話の切れてしまった携帯電話に、
一
 かず

 
良
 ら

 は「なんなんだよいったい……」とつぶやいた。

　

　その頃、月明かりに照らされたグリセア村の入口では、バレッタとニィナが丸太に座って話し込んでいた。

　ニィナは、ふむふむ、と興味深そうな表情でバレッタの話を聞いている。

「それで、カズラさんは赤い
刺
 し

 
繍
 しゆう

 のブレスレットを腕に着けてて……」

「うわ、それはきついね……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が戻ってきていた時のことをバレッタがかいつまんで説明すると、ニィナは顔をしかめてそう漏らした。

「でも、カズラさんはブレスレットの意味を知らないみたいだったの。『健康のお守りみたいなもの？』って聞いてきたから、とっさに
頷
 うなず

 いちゃった」

「あ、なんだ、知らなかったんだ……って、カズラ様に嘘ついたの？」

「うん」

　
頷
 うなず

 くバレッタに、ニィナは呆れ顔になった。

「素直になるように頑張るって言ったばかりなのに、いきなり嘘ついてどうすんのよ……せっかく告白するチャンスだったのに」

「う……だ、だって、いきなりそんなこと言えないよ」

「いきなりって……この間は『ぎゅってして欲しい』って言ったんでしょ？」

「う、うん」

「ならもう、言葉にしてないだけで告白してるようなものじゃない。どうしてそんな顔から火が出そうな
台詞
 せりふ

 は言えるのに、『好きです』って言えないのよ」

「そ、そんなこと言ったって……あの時は精油の効果も手伝ってくれてたし……」

　あの時、バレッタはクラリセージという精油を
焚
 た

 いていた。

　クラリセージには
催
 さい

 
淫
 いん

 効果があると本に記載されていたため、『これは使うしかない！』と思い立って実行に移したのだ。

　結果、クラリセージはその効能をいかんなく発揮し、バレッタはかなり大胆な気分になっていた。

　もうこのままいってしまえと、『ぎゅってして欲しい』などと、普段なら恥ずかしくて絶対に言えない
台詞
 せりふ

 でもなんとか言うことができた。

　だがその後、
一
 かず

 
良
 ら

 に抱きしめてもらったまではよかったが、それと同時にもう１つの効能である
鎮
 ちん

 
静
 せい

 と多幸感をもたらす作用が発揮し始めてしまい、いつの間にか
一
 かず

 
良
 ら

 の腕の中で眠ってしまうという大失態を犯してしまった。

　バレッタは翌朝目が覚めた後、昨晩のことを思い出して、ベッドの上で恥ずかしさのあまり小一時間ものた打ち回っていた。

「それに、もし断られちゃったらって思うと……」

「ぜっっっったいに断られないわ」

「え、ええ!?
 　そ、そんなこと分からないでしょ？」

「分かるわよ。どうしても不安なら、次に２人きりになった時に押し倒しちゃえばいいのよ。これなら絶対に上手くいくわ。断言する」

「お、押し倒すって……」

　その光景を想像してしまったのか、バレッタは両手で
頬
 ほほ

 を押さえて顔を赤くする。

「それが無理なら、次にカズラ様が戻ってきた時に、もう一回同じ精油を使って同じことやっちゃいなよ。もう告白とかしなくてもいいから、そのまま最後までやっちゃいなよ」

「で、できるわけないでしょ!?
 　もしあの精油を使ってる意味がカズラさんにばれたら、私、恥ずかしくて死んじゃうよ！」

　顔を赤くして叫ぶように言うバレッタに、ニィナは少し意地悪な表情になった。

「そんなこと言ってていいのかな？　あんまりもたもたしてると、リーゼ様にカズラ様をとられちゃうよ？」

「……う」

　バレッタは途端にしおれるように肩を落とし、うつむいてしまった。

「リーゼ様ってすごく美人で性格もいいんでしょ？　カズラ様はイステリアに行ってる間は毎日リーゼ様と会ってるんだろうし、あんまりのんびりしてると危ないと思うけどなあ？」

「うう……それは分かってるけど……」

　
若
 じやつ

 
干
 かん

 涙目で、膝に視線を落とすバレッタ。

　そして、ちらりとニィナに目を向けた。

「で、でも、押し倒すなんて無理だよ」

「……あんた、他のことだとすごい行動力発揮するのに、こういうことになると急にヘタレるわね」

「うう……」

　心底呆れたような顔をするニィナに、バレッタが呻く。

「でも、本当に冗談抜きでリーゼ様にとられちゃうかもしれないよ？　ブレスレットの意味だって今は分かってないけど、もし何かで本当の意味を知ったらどうなるか分からないし」

「……」

　涙目でうつむくバレッタに、ニィナはやれやれといった様子でため息をついた。

「もう、仕方ないわね……じゃあ、こうしましょう。カズラ様にバレッタからもブレスレット渡しておいて、リーゼ様に『この人は売約済みです』ってこっそり伝えることにしましょう」

「えっ!?
 　わ、私がカズラさんに渡すの!?
 」

「あんた以外に誰が渡すっていうのよ……そうね、糸の色は白がいいわね。それを腕に着けさせておけば、もうバッチリだよ。赤い糸と違って意味もはっきりしてるし、リーゼ様もすぐに分かるでしょ」

「し、白い糸……」

　ブレスレットに使われる赤い
刺
 し

 
繍
 しゆう

 は好意を意味するが、白い
刺
 し

 
繍
 しゆう

 は告白もしくは恋人や夫に贈られる愛情表現だ。

　それを常に
一
 かず

 
良
 ら

 に身に着けさせておけば、リーゼといえども手出しはできないだろうとニィナは考えた。

「そうと決まれば早速作ろう！　カズラ様は明日帰って来るの？」

「たぶん明日の夜には帰って来ると思うけど……」

「なら、まだ時間はあるね。使える布はある？」

「う、うん」

「よし、今すぐ作ろう！　ほら、行くよ！」

「えっ、ちょ、ちょっと！」

　ニィナは勇んで立ち上がると、
戸
 と

 
惑
 まど

 うバレッタの手を引いて駆け出した。

「ちょ、ちょっとニィナ！　私１人でもちゃんと作れるから！」

「ぜんっぜん信用できないわ。私の目の前できっちり作り上げなさい」

「そ、そんなあ」

　ニィナはバリン邸に着くと、バレッタの腕を引いたまま引きずるようにして居間に上がった。

「おじゃまします！　ほら、早く早く！」

　何ごとかといった様子でこちらを見てくるバリンにかまわず、２人はばたばたと居間を抜けてバレッタの部屋へと入っていった。

　

　それから１時間後。

　机に置かれた白い
刺
 し

 
繍
 しゆう

 入りの『親愛のブレスレット』を前にして、バレッタは頭を抱えていた。

　その隣では、ニィナが満足そうに
頷
 うなず

 いている。
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「これでバッチリだね。毎日腕に着けているようにってお願いしておけば、もう他の女は寄り付かないでしょ。誰かがブレスレットについてカズラ様に聞いてくれれば、バレッタの気持ちも伝わるし、
完
 かん

 
璧
 ぺき

 な作戦だよ」

「……今の段階で、恥ずかしくて死にそうなんだけど」

　
一
 かず

 
良
 ら

 にブレスレットを渡した後のことを想像し、バレッタはすでにもんもんとしていた。

　次に
一
 かず

 
良
 ら

 がイステリアから戻ってくるのは、おそらくだいぶ先になるだろう。

　その間自分は毎日、
一
 かず

 
良
 ら

 がブレスレットの意味に気づいたかどうか、やきもきしながら思いをはせることになるのだ。

「何言ってるの。カズラ様がブレスレットの意味に気づくまでの
辛
 しん

 
抱
 ぼう

 じゃない。その後はもう、好きなだけいちゃいちゃすればいいのよ。こう、『ブレスレットの答えをください』とか言っちゃったりして、それで今度は黒い
刺
 し

 
繍
 しゆう

 のブレスレットを渡しちゃったりして、あとはもうタガが外れたようにってやつ？」

　何を想像しているのか、ニィナは
頬
 ほほ

 を
紅
 こう

 
潮
 ちよう

 させて興奮気味にまくし立てる。

　それとは対照的に、バレッタは頭を抱えたままうんうんと
唸
 うな

 っていた。

　それからも小一時間ほどニィナの妄想談義は続き、ひとしきり話をして満足したのか、彼女は家に帰って行った。

　バレッタがニィナを見送って部屋に戻った時、ふと机の上に置いてあった精油ビン入りのポーチが目に入った。

「精油……」

　バレッタはそうつぶやくと、はっとして部屋の
隅
 すみ

 に置いてあった精油の専門書に駆け寄った。

　ぱらぱらとページをめくり、『アロマペンダントを生活に取り入れる』と書かれたページを開く。

　そのページをひとしきり読むと、今度は精油の種類のページを片っ端から読み始めた。

　バレッタが見ているのは、備考として書かれている『花言葉』の部分だ。

「……あった」

　ラベンダーのページに到達した時、バレッタは花言葉をじっと見つめながらぽつりとつぶやいた。ラベンダーの花言葉は、『期待』『私に答えてください』だ。

「……少し大きめに作らないと」

　バレッタは机の上に置かれているブレスレットに目を向けてつぶやくと、屋敷の外へと駆け出していった。

　

　次の日の昼。

　日本の屋敷で水力発電機と井戸掘り道具を運送業者から受領した
一
 かず

 
良
 ら

 は、それらを農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 
車
 しや

 に積み込んでグリセア村へと戻った。

　エンジン音を響かせながら雑木林を抜け、バリンの屋敷に向かってゆっくりと進む。

　運転しながら目に付いた村人たちに片手を挙げて
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をすると、村人たちも応えるように手を振ったり腰を折って頭を下げたりした。

　彼らはわざわざ
一
 かず

 
良
 ら

 の下に集まってくるようなことはせず、
一
 かず

 
良
 ら

 の姿を見つけるとその場で
挨
 あい

 
拶
 さつ

 を返すにとどまっていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が忙しく動き回っていることは皆が知っているので、邪魔をしないように気を使っているのだ。

　そのまま村の中を走っていると、屋敷の方向からバレッタが走ってきた。

　エンジン音を聞きつけて、迎えに来てくれたようだ。

　表情はとても明るく、元気そうだ。

「お帰りなさい、カズラさん。たくさん買ってきたんですね……見たことのない道具ばかりです」

「ただいまです。ごつい物ばかりで重量がかさんでしまって、
運
 うん

 
搬
 ぱん

 
車
 しや

 で運んできちゃいました。うるさくてすみません」

　いったんエンジンを切って停車すると、バレッタは物珍しそうに荷台をのぞき込んだ。

　その中から設計図のファイルを見つけ、
一
 かず

 
良
 ら

 に断ってから手にとってぱらぱらとめくった。

「そのファイルは２部ずつ用意してありますよ。１つはバレッタさん用です」

「わ、ありがとうございます！」

　バレッタは嬉しそうな笑顔を
一
 かず

 
良
 ら

 に向けると、
脱
 だつ

 
穀
 こく

 
機
 き

 や
唐
 から

 
箕
 みの

 の設計図を流し読みしながら「なるほど」と
頷
 うなず

 いた。

　
唐
 から

 
箕
 みの

 とは、脱穀後の実と
籾
 もみ

 
殻
 がら

 などを、手回し式の板羽から発生する風を利用して選別する道具のことだ。

　昔の日本の農家には、たいていこれが置いてあったらしい。

「脱穀も選別も、こうすれば手間がかからないんですね……。こんなに細かく描いてある設計図があれば、私でも全部作れそうです。そんなに難しい造りじゃないんですね」

「そ、そうですね。昔使われていた道具なんで……」

　流し読みしただけですごいことを言ってのけるバレッタ。

　どこまで本気で言っているのか分からないが、この娘なら苦もなく全部１人で作ってしまうんじゃないかという予感がする。

　バレッタはひとしきり見終わると、ファイルを荷台に戻した。

「ちょうどお昼ご飯の仕度ができたところなんです。腕によりをかけて作ったんで、期待しててくださいね！　あと、お赤飯も炊いてみました」

「おお、そりゃ楽しみだ。赤飯なんて食べるの久しぶりだな……そういえば、小豆の缶詰もいくつか買ってありましたね」

　村に置いてある食料品の中には、小豆の缶詰や乾燥ワカメのような、料理に組み合わせて使うものが入っていた。

　スーパーで棚ごと買い占める勢いでまとめ買いした結果だったのだが、そのおかげで各家庭の食卓事情はすこぶる豊かになっているようだ。

　もち米もいくらか買ってきてあったはずなので、きっときちんとした赤飯が炊かれていることだろう。

「そういえば、赤飯って私の国だとおめでたいことがあった時に炊くものなんですよ。まるでちょっとしたお祝いみたいですね」

「お祝いですよ」

　即座にそう返すバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は首を傾げる。

「カズラさんが、帰ってきてくれましたから」

　心底嬉しそうな笑顔でそんなことを言うバレッタ。

　とらえかたによってはかなり意味深な
台詞
 せりふ

 に聞こえるが、別に変わった様子は見られないので深い意味はないのだろう。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は少し赤くなってしまったが。

「そ、そうですか。じゃあ、戻ってご飯にしましょうか」

「はい！」

　何でそこまで機嫌がいいのだろうかと
一
 かず

 
良
 ら

 は内心首を傾げながらも、
運
 うん

 
搬
 ぱん

 
車
 しや

 のエンジンを再びかけると屋敷に向かって進みだした。

　

　２人が屋敷に到着すると、バリンが鍋から
椀
 わん

 に赤飯をよそっていた。

　赤飯のほかにも、川魚の塩焼き、
鶏
 とり

 
肉
 にく

 （缶詰）とトマトのバジル煮、芋とウインナー（缶詰）の香草焼き、厚焼き玉子（甘いやつ）、葉物野菜とアルカディアン虫の
炒
 いた

 め物など、いつもの倍以上の種類の料理が並んでいた。

　いくつか日本の料理が並んでいるが、これはバレッタが本から得た知識で
一
 かず

 
良
 ら

 のためにと
試
 し

 
行
 こう

 
錯
 さく

 
誤
 ご

 して作ったものだ。

「おお、これはすごいごちそうですね！　厚焼き玉子なんて久しぶりだなあ」

「初めて作ったんで、カズラさんのお口に合うか分からないですけど……ちょっと甘くしすぎたかもしれないです」

　そう言って少し照れたように、バレッタが
微笑
 ほほえ

 む。

　内心、少しだけ緊張していた。

「ん、そんなことなかったぞ。ちょうどいい甘さで
美味
 うま

 いと思うが」

「そう？　ならよかった……って、お父さんつまみ食いしたの!?
 」

「さ、冷めてしまう前に食べるとしましょう。
汲
 く

 んできたばかりの冷たい水もありますぞ。カズラさんも座ってくだされ」

　
頬
 ほほ

 を膨らませて怒るバレッタに、バリンは
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 すかのように
一
 かず

 
良
 ら

 に席を勧める。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑しながら定位置に座ると、バリンからコップと赤飯の入った
椀
 わん

 を受け取った。

「もう……最初にカズラさんに食べてもらおうと思ってたのに」

「いや、すまんすまん。あまりにも
美味
 おい

 そうで、我慢できなくてな」

「まあ、こんなに
美味
 おい

 しそうな料理を前にして、我慢しろってほうが
酷
 こく

 ってもんですよ。本当にバレッタさんは料理が上手ですよね」

「そ、そんなこと……えへへ」

　上手いこと話を
誤
 ご

 
魔
 ま

 
化
 か

 し、全員で「いただきます」と言って料理を食べ始める。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はまず最初に、
綺
 き

 
麗
 れい

 に８等分に切り分けられた厚焼き玉子に手を伸ばした。

　よく見ると真ん中の切れ目が微妙にずれているので、バリンが２欠けだけこっそりつまみ食いして、その後、
証
 しよう

 
拠
 こ

 
隠
 いん

 
滅
 めつ

 のために接合したのだろう。

　この完成度たるや、
匠
 たくみ

 の技である。

「では、早速厚焼き玉子を……うまっ！　何これ!?
 　今まで食べてきた厚焼き玉子の中でもダントツで
美味
 うま

 いですよ!!
 」

　バレッタお手製の厚焼き玉子は、味付けも焼き加減も
完
 かん

 
璧
 ぺき

 だった。

　外は
綺
 き

 
麗
 れい

 な黄金色、中身はほんのり半熟のパーフェクトな厚焼き玉子だ。

　小鍋で作られたはずなのに形は
綺
 き

 
麗
 れい

 に四角くできており、どうやって作ったのかさっぱり分からない。

「よかった……他の料理もたくさん食べてくださいね」

「うむ、どれも
美味
 うま

 いなあ。これならハベルさんのお屋敷で食べた料理にも負けていませんな」

　アルカディアン虫の
炒
 いた

 め物を口に運びながら感想を述べるバリンに、
一
 かず

 
良
 ら

 もうんうんと
頷
 うなず

 いた。

「そうですねえ。むしろ、バレッタさんの作った料理のほうが、私はずっと
美味
 おい

 しいと思いますよ。この
鶏
 とり

 
肉
 にく

 のトマト煮も
美味
 うま

 いなあ。バジルが効いてるのか」

「そうですかそうですか。カズラさん、バレッタはいい嫁さんになりそうですな？」

「ぶほっ!?
 」

「ちょ、ちょっとお父さん！　あっ、カズラさん、お水！　お水飲んで!!
 」

「あっはっは」

　そんなこんなで、和気あいあいとした豪華な昼食の時間は過ぎていった。

　

　一方その頃。

　ハベルとマリーは川べりに腰かけ、２人で
釣
 つ

 りをしていた。

　朝からマリーは１匹も
釣
 つ

 れていないが、ハベルはすでに５匹も
釣
 つ

 り上げている。

　ハベルは子どもの頃、兄のアロンドに連れられて、よく森や川に遊びに行っていた。

　今でこそ彼を嫌ってはいるが、昔はよく一緒に遊んだものだった。

　やたらと器用な彼の手ほどきのおかげで、こういった技術は今でも身についている。

「へえ、ジルコニア様から支度金を貰ったのか」

「はい」

　
釣
 つ

 り
針
 ばり

 に新しい芋虫を取り付けながら言うハベルに、マリーが
頷
 うなず

 く。

「でも、部屋の備品は借り物で足りてるんだろ？　いったい何のためにくれたんだ？」

「えっと……服でも化粧品でも、必要な物があったら好きに買うようにとジルコニア様が申されまして……」

「……ん？　それだと支度金というより、まるで小遣いみたいだな」

　意図が分からないといった様子で、ハベルが首を傾げる。

「というか、休みがない身分のお前に、服でも化粧品でも買えってよく分からないな。もしかして、休みも貰ったのか？」

「い、いえ、そういうわけではないのですが……」

　さすがのマリーも『
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 に備えて
小
 こ

 
綺
 ぎ

 
麗
 れい

 にしておけということだと思う』とは言えず、口ごもってしまった。

　ハベルはまさかそんな事態になっているとは想像すらしておらず、
怪
 け

 
訝
 げん

 な表情を浮かべたままだ。

「なら、ただの小遣いじゃないか？　心づけを渡す代わりに、しっかり働けってことだろ」

「は、はい」

「それで、何か買ったのか？　というか、普段買い物をする暇なんてあるのか？」

「はい。食料品の買出しの時に少し寄り道をして、寝間着の新しいものを１着と、
錠
 じよう

 
前
 まえ

 を買わせていただきました」

　予想外の品名に、ハベルはいぶかしんだように眉を寄せた。

　マリーとて年頃の女の子なので、新しい寝間着が欲しいということは別に不自然ではない。

　だが、
錠
 じよう

 
前
 まえ

 は何のために買ったのかがさっぱり分からない。

「
錠
 じよう

 
前
 まえ

 って……そんなもの、何に使うんだ？」

「タンスにつけて、お給金を入れておく金庫代わりにしようと思いまして」

「それなら銀行に預けておいてもいいんじゃないか？　そのほうが安全だろ」

　イステリアにも銀行は存在し、両替や預金、貸し出しが主な業務である。

　銀行の運営者は、元々は手数料を取って両替を行っていた者たちだ。

　ハベルがそう言うと、マリーは少し恥ずかしそうにうつむいた。

「その……手元にないとどうしても不安で……」

「……まあ、止めはしないけど盗まれないように注意しろよ。部屋の扉にも鍵を付けてもらったらどうだ？」

「さ、さすがにそんなことをお願いするわけには……」

「なら、俺が言っておいてやるよ。工事費は俺が出してやるから」

　ハベルがそう言うと、マリーは驚いたような表情を見せた。

「えっ、で、でも……」

「こういう時は『ありがとう』でいいんだよ」

「あ、ありがとうございます」

「よしよし」

　
戸
 と

 
惑
 まど

 っているマリーの頭をわしゃわしゃと
撫
 な

 で、ハベルは再び川へと目を向けた。

　

　数時間後。

　村の入口にある野営地では、アイザックが村の方向を見つめてたたずんでいた。

　その背中からは哀愁が
漂
 ただよ

 っている。

「アイザック様、そろそろ昼食の仕度が整うみたいですよ。……どうかしたんですか？」

　背後からかけられた声にアイザックが振り返ると、ハベルが手に
釣
 つり

 
竿
 ざお

 と水桶をぶら下げて立っていた。

　ハベルの一歩後ろにはマリーもおり、その手には
釣
 つり

 
竿
 ざお

 が握られている。

「ああ、世の中才能の
塊
 かたまり

 みたいな人もいるんだなと思ってな……俺もまだまだだ」

「才能の
塊
 かたまり

 ですか。いったい誰のことです？」

「あ、いや、ちょっとな。お前たちは川に
釣
 つ

 りに行っていたのか？　朝から姿を見かけなかったが」

「ええ、カズラ様には自由にしていていいと言われていたんで、せっかくなので妹と２人で川まで遊びに行ってきました」

　その言葉に、マリーは驚いたような表情を彼に向けた。

　アイザックも同様で、初めて聞く内容に目をぱちくりさせている。

「え、妹って、マリーのことか？　確か
奴
 ど

 
隷
 れい

 だと聞いていたが……」

「確かにマリーの身分は
奴
 ど

 
隷
 れい

 ですが、私の妹です。母親が違うので、腹違いの妹ということになりますね」

　
奴
 ど

 
隷
 れい

 という単語に特に動じた様子も見せず、ハベルは笑顔でアイザックに答える。

　アイザックもマリーが
奴
 ど

 
隷
 れい

 だからどうこうといった考えなど毛頭なく、「そうだったのか」といった感想を持つのみだ。

　だが、それはハベルとマリーの関係についてのみの感想であり、
一
 かず

 
良
 ら

 との関係となると話は変わってくる。

「なるほど、そういうことだったのか。彼女がお前の妹だということを、カズラ様は知っているのか？」

「いえ、特に話しておかなければならないような情報でもなかったので……ですが、いつもカズラ様にマリーは大変良くしていただいていますから、明日カズラ様がお戻りになられたら、今回の自由時間の件も合わせてお礼を言おうかと思っています」

「……お前、今までずっとカズラ様の行動を見ながら、本当のことを言うタイミングを計っていただろ」

「いえ、そのようなことは決して。他意などはありませんよ」

　すました表情で否定するハベルに、アイザックはやれやれと頭をかいた。

　以前から何となく気づいてはいたが、ハベルはこういった行動を平気でとる傾向がある。

　今までの経緯から言って、確かにハベルがマリーをジルコニアに
推
 お

 したことは自然な流れに思えるし、その後の経過もすこぶる上手くいっているように見える。

　ハベルも
一
 かず

 
良
 ら

 にマリーをあてがっても問題はないと判断したからこそ、そのように動いたのだろう。

　そのこと自体には問題はないのだが、そこにマリーを
一
 かず

 
良
 ら

 の
庇
 ひ

 
護
 ご

 
下
 か

 に入れたいといった自分の都合も加わっているのであれば、アイザックとしては見過ごせない。

「ハベル、俺やジルコニア様に対して色々考えて手を回すのは、この際かまわないとしよう。だが、カズラ様に対してはどうか誠実であってくれ。あの方は、誠実な行いと想いには応えてくださる方だ。そこにつけ込むような真似をしてはいけない」

「もちろんです。誓ってそのような真似はいたしません」

　アイザックの目を真っすぐに見て答えるハベル。

　アイザックはその様子に内心ため息をつきたくなったが、それは表情に出さずに飲み込んだ。

　ハベルは非常に優秀な士官であり、細かいところにも気を配ってくれるのでアイザックはとても頼りにしている。

　だが、上官の性格に対応して行動を変えたり、利用できそうならばこっそり動くという部分だけは、人一倍真面目な性格を持つアイザックとしてはどうしても好きになれなかった。

　世の中をうまく渡っていくという点では当然の行いだと分かっているので、別に否定するつもりはないのだが。

　今後は、頼りになるからといってハベルにすべてを任せきりにするのではなく、
一
 かず

 
良
 ら

 の周囲の状況と人の動きについても今まで以上に気を配る必要があるだろう。

　自分には荷が重いかもしれないが、やらねばならない。

「その言葉、忘れるな」

　自分自身にも言い聞かせるかのように、アイザックはハベルに念を押した。





　

第３章　大量消費者

　

　のんびりと昼食を食べ終えた
一
 かず

 
良
 ら

 は、バレッタと一緒に屋敷の庭に出ていた。

　２人の前には、数種類のハーブが地植えされている。

　その隣には、
一
 かず

 
良
 ら

 が苗ごと買ってきたレモングラスとペパーミント、そしてハーブの種が
蒔
 ま

 かれた植木鉢も置かれていた。

「それなりに大きくはなってきているんですけど、やっぱり本に書かれている内容よりも成長が遅いみたいなんです」

　そう言ってしゃがみ込み、ハーブを見つめるバレッタ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 も一緒になってしゃがみ込み、観察してみる。

　多少ひょろひょろとしているが、病気になっている様子でもなく、葉は青々としていて元気そうだ。

「病気にもなっていないってのに、成長が遅いってどういうことだろ……ペパーミントは
若
 じやつ

 
干
 かん

 大きくなってきているんですね」

　地植えされているものや鉢植えされている他のハーブに比べ、鉢に植えられたペパーミントは、わずかにではあるが早く成長しているようだ。

　鉢のペパーミントには肥料が与えられているので、成長速度の違いの原因は肥料の有無しか考えられない。

「たぶん栄養の問題だとは思うんですけど、肥料を与えているのに成長が遅いっていうのがよく分からなくて……肥料を混ぜた鉢に植えたハーブも、成長が遅いんですよね」

「毎日ハーブを見ていて、何か気がついたことはありませんか？」

「気がついたことですか……うーん」

　バレッタは口に手を当てて考え込む。

「特には何も……お水はこまめに与えるようにしていますし、周りに生える雑草は気づいた時に抜いていますし……別段変わったことは見当たらなかったです」

「んー、そうか……いや、ちょっと待ってください」

「あ、何か分かりましたか？」

　何かに気づいた様子の
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタは期待を込めた視線を向けた。

「一つ教えて欲しいんですが、ペパーミントの鉢に生えた雑草ってどれくらいの大きさでした？」

「雑草ですか？　芽が出たらすぐに抜くようにしていたんで、そんなに大きくはなかったですよ。大きくても１センチくらいで」

「最近もそんな感じですか？」

「ええ、いつも変わらないですね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は鉢植えのペパーミントに目を向けたまま、腕を組んで考え込んだ。

「……ひょっとしたら、もうこの鉢には栄養がまるでないんじゃないですか？　栄養があれば雑草は一気に大きくなるはずだから、もう栄養が完全に
枯
 こ

 
渇
 かつ

 してる状態だったりして」

「えっ、でも、そんなことが……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が考えついた推測は、鉢に入れられた肥料の栄養のすべてが雑草に吸い取られてしまい、鉢の中の栄養が完全に
枯
 こ

 
渇
 かつ

 してしまったのではないかという突拍子もない内容だった。

　驚いた様子で目を
剥
 む

 いていたバレッタだったが、すぐに考えを改めると表情をとりなして口を開いた。

「でも、それだと畑の野菜の急成長の説明がつかないですよ。雑草は毎日たくさん生えてくるはずですし、ぽつぽつ植えられた葉物野菜に栄養が行く前に、全部周りに生え始めた雑草に持っていかれてしまうように思えます」

「それはそうなんですけど、村の皆さんは雑草が生えるとすぐに全部引っこ抜いていたじゃないですか。すぐに引っこ抜かれると雑草の根っこもまだ短い状態だから、深いところに混ぜられた肥料の栄養は手付かずで残り続けるんじゃないかと思うんです。葉物野菜は根を伸ばし続けるから、残った肥料に到達した途端にさらに栄養を大量に取り込んで、一気に成長したと考えられるかなって」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の知る限り、村人たちは毎日畑に出ては、野菜の周囲に生える雑草を片っ端から手で引き抜いていたり、三角
鍬
 くわ

 でかき回したりしていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 も村で生活をしていた時はよく手伝っていたので、どれほど徹底して雑草が除去されていたのかはよく知っている。

　抜かれた雑草は乾いた地面の上に放置され、強烈な日差しを受けてカリカリになって枯れていた。

「で、でも、それだと種から植えたハーブの成長速度が遅い理由にはなりますけど、ペパーミントの苗の成長が遅い理由にはならないですよ。私だって毎日雑草は抜いていましたから、鉢の底のほうの栄養は残っているはずです」

「うん。バレッタさんが村に戻ってきてからはそうですよね。でも、イステリアに行っていて屋敷を留守にしていた間の鉢の状況は、世話をしてくれていた村の人しか知りませんよね」

「……あ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の指摘に、バレッタは呆然とした表情になった。

「それに、毎日こまめに水を与えていたってことは、常に土が湿っていたってことですよね。土が湿っているのなら、根っこの短い雑草が水を吸い上げる時に、鉢の底のほうの栄養も水と一緒に吸い上げると思うんですよ。それこそ、残っていたわずかな栄養も雑草が根こそぎ吸い上げてしまったような感じで、この鉢にはもう栄養がまったく残っていないんじゃないかなって。畑の野菜にも水は与えられていましたけど、水をあげる
頻
 ひん

 
度
 ど

 と炎天下の影響で常に土が湿っているわけでもないうえに、大事にされている分野菜たちのほうが成長も早いから、雑草との栄養獲得競争にも打ち勝ったんじゃないかなと」

「え……それじゃあ、この世界の植物って……そんな、そんなのいくらなんでも滅茶苦茶です……」

「いや、あくまで推測ですよ。本当にそうと決まったわけでは……」

　まるで恐ろしいものを見るかのような目で、敷地内に生える雑草を見つめるバレッタ。

　もし
一
 かず

 
良
 ら

 の推測が正しいとすると、この世界の植物は根の届く範囲にある栄養を片っ端から吸収し、栄養の続く限り無制限に成長を続けるということになってしまうのだ。

　無論、その植物の種類によって成長の限界はあるのだろうが、村の野菜たちを見る限り、今よりもさらに大きくなると考えてもおかしくはない。

　また、異常成長をとげた野菜を
一
 かず

 
良
 ら

 が食べても栄養を得ることができなかったことからも分かるように、野菜たちは大きくなっても、どういうわけか栄養価は少ないままなのだ。

　日本の肥料から取り込んだ栄養はそのすべてが巨大化のみのために使われてしまい、野菜自体の栄養価は何ら変わっていないという異常状態である。

　おそらく、これらの植物が枯れて土に還ったとしても、それらの栄養のすべてが土に戻るということはないのだろう。

　この繰り返しが原因で、この世界の土には栄養がほぼなくなってしまったのかもしれない。

　もしそうならば、肥料という概念自体がこの世界では見られなかったという点にも納得がいく。

　元から栄養がほとんどないのでは、肥料の概念が生まれようがないからだ。

　ただし、これらはあくまでも
一
 かず

 
良
 ら

 の推測である。

　日本の専門家にでもこの世界の植物を調査させない限り、真相は分からずじまいだろう。

「……では、今後はペパーミントの鉢は雑草の種が入り込まないように、家の中に
隔
 かく

 
離
 り

 してみます。もしカズラさんの推測が正しいのなら、新しい肥料を与えなおせば、このペパーミントは本に書いてあるとおりに成長するはずです」

「うん、それしか確認する方法はないでしょうね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 くと、立ち上がって背伸びをした。

「さてと、それでは私はもう一度日本に戻りますね。たくさん本を買ってきますから、期待していてください」

　そう言って
微笑
 ほほえ

 む
一
 かず

 
良
 ら

 に、バレッタも立ち上がると
微笑
 ほほえ

 んだ。

「ふふ、楽しみにしていますね。お夕飯までには帰ってこれそうですか？」

「そうですね、それまでには戻ってきます。それで、できればまたバレッタさんの厚焼き玉子が食べたいかなって……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が照れくさそうにそう言うと、バレッタは一瞬目をぱちくりとさせた。だが、すぐに本当に嬉しそうな笑顔を向ける。

「はい！　とびきり
美味
 おい

 しいのを作って待っていますから、早く帰ってきてくださいね！」

「了解です。これは急いで帰ってこないとだ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言うと、庭の
隅
 すみ

 の農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 
車
 しや

 に乗り込んでエンジンをかけた。

　途端にけたたましい爆音が周囲に響き、根切り鳥たちが柵の中で暴れる羽音と鳴き声が屋敷の裏手から聞こえてきた。

　次からは、屋敷の敷地内に
運
 うん

 
搬
 ぱん

 
車
 しや

 は停めないほうがよさそうだ。

「じゃ、じゃあ、行ってきますね……次からは少し離れた場所に停めておくか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言うと、日本へと繋がる石畳の通路へと向けて去って行った。

　バレッタは走り去っていく
一
 かず

 
良
 ら

 の背を見送ると、屋敷に入ろうと
踵
 きびす

 を返したところで足を止めた。

　そして、足元に生えている雑草に目を向けた。

　数秒それを見つめた後、庭に地植えされているハーブへと視線を移す。

「……」

　何か思うところがあるのか、バレッタはじっとハーブを見つめている。

　その
瞳
 ひとみ

 は少しだけ、悲しげに揺れていた。

　

　それから１時間後。

　日本に戻った
一
 かず

 
良
 ら

 は、市街にある大型書店にやってきていた。

　店内には何十万冊という数の
書
 しよ

 
籍
 せき

 が棚に並べられており、取りそろえられているジャンルも非常に豊富だ。大量に本を買う人のために、入口にはカートまで用意されている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は早速カートを押し、店内を進んだ。

　まず最初に向かった場所は歴史書のコーナーで、主にヨーロッパ地方の歴史書が棚を埋めていた。

　その左隣には日本の歴史書の棚も併設されており、民族史なども取り扱っているようだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の背中側にはライトノベルが大量に平積みされた平台があり、その脇には『今月の新刊！』と書かれた立て看板が置かれていた。

　立て看板にはライトノベルの宣伝用ポスターが貼られており、人の良さそうな若い男と金髪の美少女が、背中合わせで座っているイラストが描かれていた。

「ええと、歴史書っていっても何を買っていけばいいのやら……紀元前のヨーロッパとかでいいのかな。古代ローマ時代のものとか」

　たまたま目に入った古代ローマ関係の
書
 しよ

 
籍
 せき

 を棚から引っ張り出し、ぱらぱらとめくってみる。

　その本には、古代ローマ人の一日の生活ぶりや、使われていた技術、日常的に使われていた道具にはどのようなものがあったのかといった内容が分かりやすく記載されていた。

「へえ、古代ローマ人ってこんな生活をしてたのか」

　そのまま少し立ち読みをし、本を閉じてカートに入れる。

　その後も、数冊の本を流し読みしては、カートにぽいぽいと入れていった。

　これらの本を読むのはバレッタだけなので、技術の先進性うんぬんといった点には特に注意を払わなかった。

　人びとの生活ぶりや服装については、本の内容とあちらの世界との共通点は多分にある。

　バレッタの知的欲求も、ある程度は満たされることだろう。

　軍事関係に関しては、古代ローマを中心として説明がなされている戦闘技術史を購入することにした。

　歴史的に重要な会戦や戦闘について、その戦闘経過や戦闘発生までの背景などが分かりやすく図付きで記載されていた。

　その他にも、ヨーロッパの歴史関連の
書
 しよ

 
籍
 せき

 をまとめて何冊かカートに入れた。

　また、隣の棚にあった日本の民族史、埼玉にある実家に近い地域の説明がなされているものも数冊カートに入れた。

　その後、
一
 かず

 
良
 ら

 は専門書の棚を巡り歩き、金属精錬に関する専門書や農業関係の専門書、外科手術や看護学など、多数の専門書をカートに入れた。

　専門書のうちのいくつかは２冊ずつカートに入れており、イステリアでもし必要になったら自分でも使うつもりだった。

　専門書だけでは面白みに欠けるかと思い、趣味のコーナーで写真がたくさん載った料理雑誌や空間デザイン雑誌などをカートに入れておいた。

　以前、バレッタは『人気の出るカフェのはじめ方』という写真付きの本を楽しそうに見ていたので、これらの雑誌もきっと気に入ってくれるだろう。

「……何と言うか、
 えらいカオスなラインナップになってしまったな。
 全部でいくらだろうか」

　さまざまな
書
 しよ

 
籍
 せき

 が放り込まれたカートの中身は、統一感ゼロの
混
 こん

 
沌
 とん

 とした状態になっていた。

　戦闘技術史の上に折り重なるように載せられている、『
美味
 おい

 しいハーブティーの楽しみ方』というタイトルの本の存在が、実にシュールだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は会計を済ませるため、重くなったカートを押してレジへと向かうのだった。

　

　本屋で買い物を済ませた後、
一
 かず

 
良
 ら

 は以前訪れた電気屋へとやってきていた。

「じゃあ、この一番大きい業務用冷凍庫ください。あと、電子レンジとエアコン。プリンターとハンディカムと小型プロジェクター。プロジェクターはバッテリー内蔵のやつでお願いします」

「かしこまりました！　どれもお勧めの品がございますので、こちらへどうぞ!!
 」

　容量が５００リットルもある大型の業務用冷凍庫を始めとして、イステリア滞在中に書き出したメモ用紙を見ながらぽんぽんと注文していく。

　突然の大量注文にも店員は動じず、むしろやたらとキレのある動きで商品の説明をしてくれた。

「プリンターはこの最新型のインクジェット複合機はいかがでしょうか？　写真印刷においては他の機種に比べて抜群な仕上がりをお約束できます。インクの持ちも従来の同メーカー機種にくらべて20
 パーセント長持ちするように改善されておりまして……」

「じゃあ、この複合機を１台と専用インクカートリッジを10
 セットください。印刷用紙はＡ３とＡ４を箱でお願いします。あと写真用の光沢紙も少しください」

　イステリアで図面や資料をいじっている間、重要な書類にメモ書きをする際は原本を汚すわけにはいかないので、フセンにメモ書きをして張り付けるといった作業を行っていた。

　だが、それをこれからも行っていくとなると書類がフセンだらけになってしまううえに、一度何かの拍子で書類からフセンがまとめて外れてしまうとどうにもならない。

　今後も書類にメモ書きをする機会はどんどん増えていくと思われるので、スキャナとプリンターの機能を併せ持つ複合機を持ち込んで、メモ書き用の書類を複製してしまうことにした。

　何千枚も印刷するようなことにはならないとは思うが、イステリアにいる間にインク切れを起こしても馬鹿らしいので、交換用のインクカートリッジをまとめ買いしておく。

　実際イステリアで複合機を使う時は、ナルソンやジルコニアのために工事図面や写真を印刷したり、書き写しが必要な書類をコピーしたりする程度だろう。

　熱転写方式の業務用サーマルプリンターでも買っていってしまえばいいのかもしれないが、現時点では特に大量印刷する予定はないので、コンパクトな家庭用インクジェットプリンターを購入した。レーザープリンターにしなかったのは個人的な趣味だ。

　イステリアにある皮紙が複合機に使えるとは限らないので、コピー用紙もまとめ買いしておく。

　もしも皮紙が使えそうならば、カッターや裁断機で印刷用紙と同じ大きさにカットしたうえで用いてみてもいいだろう。

「ありがとうございます！　では次に小型プロジェクターですが、こちらは先週発売されたばかりの最新型でして、バッテリーの持ちも従来に比べて……」

「うん、それください」

「かしこまりました！　では次にハンディカムですが、こちらも２日前に発売されたばかりの最新型でして……」

「それください」

「毎度あり！　次にエアコンですがこちらが……」

「ください」

　こうして、店員が勧めてくる最新型商品を片っ端から購入していった。

　支払いはすべてカードで済ませ、明日の午前中に屋敷に届くように手配を行った。

　購入手続きを行っている間、お茶と一緒になぜか一口
羊
 よう

 
羹
 かん

 まで出てきた。

　

　電気屋で家電を購入した後、
一
 かず

 
良
 ら

 はいつも通っているホームセンターへとやってきた。

　今回購入する予定のものは、追加のガソリンを入れるドラム缶と大型クーラーボックス、そして数点の工具や照明道具だ。

　前回クーラーボックスに冷凍食品を入れてイステリアに輸送した際は、クーラーボックスを開けるのが遅くなったせいでアイスが全滅してしまった（肉や野菜は半分溶けた状態だった）。

　そのため、今回は前回よりも少し多めにドライアイスを詰める予定だ。

　前回買ったクーラーボックスと同じものをいくつか台車に載せていると、見覚えのある店員が
一
 かず

 
良
 ら

 の姿を見つけて駆け寄ってきた。

　もはや顔なじみになりつつある、いつもの主任店員だ。

「
志
 し

 
野
 の

 様、ご来店ありがとうございます。本日は何をお探しですか？」

「あ、こんにちは。今日はドラム缶とクーラーボックスをもらおうと思って。他にも色々と見たいんで、これをレジに運んでおいてもらってもいいですか？」

「かしこまりました。では、サービスカウンターで取り置きしておきますので、商品を選び終わりましたらおいでください」

「ありがとうございます。……あ、そうだ、遠心分離機って置いてあったりしません？　大豆から油を
搾
 しぼ

 りたいんですけど」

　遠心分離機はイステリアで収穫される豆から油を
搾
 しぼ

 るために使ってみようと考えているものだ。

　豆の収穫は雪が降る直前とリーゼから聞いているので、実際に使うことになるとしたら、早くても今年の12
 月あたりになるだろう。

　今は８月の後半なので、まだ３カ月は時間に余裕があるはずだ。

　もし遠心分離機を使った油の
搾
 しぼ

 り出しが上手くいくようならば、構造をまねて似たような道具をイステリアで作ってみてもいいだろう。

　ただ、豆を入れる容器を高速回転させる都合上、工作精度には十分注意しなければならないうえに、ボールベアリングといった特殊な道具は
一
 かず

 
良
 ら

 が用意しなければならなくなる。

　遠心分離機のようなすさまじい回転力を生み出す道具は、しっかりと作らなければ大事故につながる危険性が非常に高い。設計には細心の注意が必要だ。

　ちなみに、ボールベアリングとは別名玉軸受とも呼ばれている、シャフトなどの回転を補助する道具のことだ。

　ボールベアリング自体を台座に固定させたうえで、ボールベアリングの中にシャフトを通し、シャフトが回転する際に生じる
摩
 ま

 
擦
 さつ

 を軽減することができる。

　ボールベアリングを使わずに遠心分離機を作ろうとすれば、回転に伴って生じる
摩
 ま

 
擦
 さつ

 熱で台座やシャフトが破損してしまうだろう。

「え、遠心分離機ですか。そういった専用機械は当店では取り扱っていないのですが……あの、もしよろしければ私のほうでメーカーからカタログを取り寄せてお取次させていただきますが、いかがでしょうか。油を
搾
 しぼ

 るとなると遠心分離機というよりも脱油機のカテゴリになると思いますが」

　ダメもとで聞いてみた
一
 かず

 
良
 ら

 に対し、主任店員はすぐに代替案を提示してきた。

　まさかそこまでやってくれるとは考えていなかったので、少々驚く。

「えっ、そんなことまでやってくれるんですか？」

「もちろんでございます。
志
 し

 
野
 の

 様はお得意様ですので、私どもでお手伝いできることならば何でもお手伝いさせていただければと……ただ、
若
 じやつ

 
干
 かん

 の手数料をいただくことにはなりますが、いかがでしょうか」

「ぜひお願いしたいです。品物は急いで必要ってわけでもないんで、２カ月か３カ月後に手に入ればいいです。明日の午前中にカタログを見にきますから、注文もその時にさせていただければと思います」

「かしこまりました。すぐにメーカーに問い合わせのうえ、カタログを手配いたします。大豆油の
搾
 さく

 
油
 ゆ

 に適したものを、あらかじめ私どものほうで数点選定しておきますね」

「了解です。よろしくお願いします」

　期せずして脱油機の手配にも
目
 め

 
処
 ど

 がつき、
一
 かず

 
良
 ら

 は主任店員と別れると足取りも軽く次の売り場へと向かう。

　次に買う商品は、イステリアで使う照明道具と、今朝バレッタに頼まれたいくつかの道具だ。

「ええと、シリコンチューブとアルミテープとガラスの大瓶……バレッタさんはいったい何に使うつもりなんだろうか」

　
一昨日
 おととい

 の朝にバレッタと一緒に見直したメモを見ながら、カートに品物をぽんぽんと放り込んでいく。

　何やら用途の分からない品物をバレッタに数点頼まれたのだが、今朝バレッタに用途を聞いた時は「秘密です」と言われてしまい、教えてもらえなかった。

　いったい何に使うつもりなのか気になるが、バレッタなら別に変なことに用いることはないだろう。

　いくつ買っていけばいいのかを聞きそびれていたので、これだけあれば足りるだろうとシリコンチューブを５メートル、ガラスの大瓶を５つ買っていくことにした。

　カートに品物を放り込みながら商品棚の間をうろうろしていると、少し離れた場所に製図板が並べられているのが目に入った。

　カートを押してそれらの前に行き、まじまじと見つめる。

「あー、製図板か。今まで大学ノートに直描きだったから、これがあれば楽になるかな……」

　この店に置いてある製図板は可動式の平行定規が付属されているもので、主に建築士が使う代物のようだ。

　イステリアで図面を引く際に役に立つだろうと１つ買おうかと考えたが、近場にいた店員に頼んでやはり２つ買っていくことにした。

　１つはもちろん、バレッタへのお
土産
 みやげ

 である。

　バレッタは村で色々と作ってみるつもりのようなので、きっと喜んでくれることだろう。

　その他にも、製図用の勾配定規やコンパスなどの小物も、いくつかカートに放り込んだ。

　

　ホームセンターでの買い物を済ませた後、
一
 かず

 
良
 ら

 はドラッグストアにやってきた。

　今後、しばらくの間はイステリアへ行きっぱなしになってしまうと思われるので、日用品や雑貨を大量に買い込む。

　栄養バランスが崩れないようにと、栄養補助食品の棚からビタミン剤を手持ちのカゴに放り込む。

　その他にも、カロリーメイトやエネルギーバーといった手軽に食べられる栄養補助食品や、お湯で作る粉末スープや粉ゼラチンから作るゼリーといった
嗜
 し

 
好
 こう

 品もいくつかカゴに入れた。

　薬剤コーナーにも立ち寄り、エタノールやオキシドールといった消毒液、漢方薬や切り傷用の
軟
 なん

 
膏
 こう

 もカゴに入れる。

　リポＤは前回大量に買ってイステリアに輸送済みであるので、今回は購入しないことにした。

　大量の品物を確保してレジに向かおうとしたところで、化粧品コーナーが目に入った。

「化粧品か……ハンドクリームとか買っていったら、バレッタさん喜んでくれるかな」

　商品棚からハンドクリームの真っ白な容器を一つ手に取り、まじまじと見つめる。

　これは主に手荒れ対策に使うクリームのようだが、商品棚にはＵＶカット効果を前面に押し出した商品や、乾燥肌対策の商品など、色々なクリームが並べられていた。

　ハンドクリームのほかにも、美容液や保湿ゲルなど、さまざまなスキンケア用品が所狭しと棚に並んでいた。

　商品の容器はどれも個性的で、高級感や透明感が感じられるようなデザインのものが多いようだ。

　それらのデザインはどれも美しく、商品棚の明るい照明効果も相まって、思わずいくつも手にとってみたくなってしまう。

「そういえば、リーゼさんは何とかって
泥
 どろ

 を使って肌の手入れをしてるってナルソンさんが言ってたっけ」

　以前イステリアで井戸の話をした際、リーゼは井戸掘り職人から特殊な
泥
 どろ

 を購入して肌の手入れに使っているとナルソンが言っていた。

　ジルコニアは普段はそういったものには気を使わないと言っていたが、かといって興味がないわけでもないらしい。

「……ジルコニアさんにも少し買っていってあげるか。何か最近すごく頑張ってるし」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がイステリアに行った当初こそ、ジルコニアは
一
 かず

 
良
 ら

 の助力を得ようとかなりぐいぐいと話を進めてくる印象だった。だが、どういうわけかここ数日はあまり元気がないというか、ずいぶんと消極的になってしまったように思える。

　しかし、普段の仕事に身が入っていないというわけではないらしく、毎日忙しくばたばたと動き回って事務仕事や部下との
折
 せつ

 
衝
 しよう

 に一生懸命になっている様子は見ていて分かる。

　あまりにも忙しそうな様子に、時折
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアに声をかけてもいたのだが、いつも笑顔で「ありがとうございます。大丈夫です」と言うばかりなのだ。

　以前のジルコニアならば、ここぞとばかりに
一
 かず

 
良
 ら

 の助力を得ようと迫ってきただろう。

　だが、最近は自分だけで何とかしようと頑張っているように感じられた。

　今まではぐいぐい押してくるジルコニアを少し警戒していたのだが、ここまで消極的になられてしまうと逆に心配になってしまう。

「入浴剤とかも買っていってみるか。疲れも取れるし少しは気も安らぐだろ」

　リポＤを与えて一気に体力を回復させてしまえばいいかとも考えたが、肉体的な疲れよりも精神的な疲れのほうが問題になっているように感じたので、女性受けしそうな商品をジルコニアにも少し差し入れすることにした。

　あまりぐいぐいこられても引いてしまうが、逆に極端に遠慮されすぎてもやりづらい。

　これをきっかけにして、もう少し軽いやり取りができる間柄になりたいものだ。

　こうして、クリームや保湿ゲルと合わせて、折りたたみ式の鏡も２つ購入するのだった。

　

　それから数時間後。

　日が落ちる直前にバリン邸に帰宅した
一
 かず

 
良
 ら

 は、バレッタと一緒に夕食を食べていた。

　メニューは厚焼き玉子と野菜の汁物、そして昼食の残り物だ。

　こちらの世界は日本に比べて湿度が低いため、余った料理は木箱に入れて涼しい土間の
隅
 すみ

 に置いておけば、１日程度なら保つことができる。

　バリンはいつものように夜の見回りに行くといって食事も早々に出て行ってしまい、現在居間にいるのは
一
 かず

 
良
 ら

 とバレッタの２人だけだ。

「では、まだしばらくの間は農地の開拓と市街の衛生環境の改善を行うんですね」

「うん、このまま人口が増え続けると、他領からの食料支援なしでは作物の生産量が追いつかなくなりそうなんで、今まで
開
 かい

 
墾
 こん

 できなかった場所にも農地を作らないとと思って。でも、その前に井戸を掘ったり手押しポンプを量産しないといけないんで、本格的に農地の開拓を始めるにはもう少し時間がかかりそうですけどね」

「開拓を始めるまでにはどれくらい時間がかかりそうですか？」

「どうだろ……市街の職人さんたちの状況を考えると、手押しポンプは量産が始まるまでにけっこう時間がかかりそうなんですよね……。おそらく
鍛
 か

 
冶
 じ

 職人にお願いすることになると思うんですけど、彼らも武具や日用品の生産で手一杯らしいんですよ。その間に何とかねじ込まないといけないんで、生産開始までにはどれだけかかるか……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はバレッタに問われるがまま、今後イステリアで行う予定の作業についての説明をしていった。

　先ほどバリンが出ていってからというもの、バレッタはずっとこの調子でイステリアでの作業予定を
一
 かず

 
良
 ら

 に尋ねていた。

「全部を一度にというのは難しいでしょうから、本格的な
開
 かい

 
墾
 こん

 は来年の春からにしてみてはどうですか？　職人さんたちに使ってもらう機械や
氷
 ひ

 
室
 むろ

 も作らないといけないですし、まとめて作業を開始して後々手が回らなくなったら大変です」

「あー、確かに……。今年は井戸掘りと
開
 かい

 
墾
 こん

 予定地の調査くらいにとどめておいたほうが無難かも。道具関係は機械作りに専念したほうがいいか」

「あと、治水工事の開始はいつ頃になりそうですか？」

「さっき建築会社に電話して問い合わせたんですけど、過去に洪水が発生した部分の補強工事の計画書は１カ月後にできるらしいんですよ。なので、人員の手配と工事現場付近の調整とかもそれまでにやっておかないといけなくて……ああ、やること多すぎて頭が痛え……」

　電話を受けた取締役の話では、計画書の進み具合は順調とのことだった。

　だが、工事手順や技法についての調査に時間がかかっているため、先渡し分の計画書の作成にあと１カ月かかるらしい。

　取締役は「こんなに楽しい仕事は初めてだ」と弾んだ声で話してくれた。

「でも、１カ月後に工事計画書が手に入るなら、雨季がくる来年の５月には間に合いそうですね。短く見積もっても、工事に使える期間は半年もありますから」

「そうですね。問題はその後に控えている河川全体の本改修なんですが、そっちはいつ頃始められるか……衛生環境と生活環境を一気に改善させる工事内容らしいんで、街の姿が一変するかもしれません」

「それって、モルタルも使ってすべての区画に上下水道を引くってことですか？」

「モルタルは使うことになってますけど、全部の区画とまではいかないですね。それだけやるには範囲が広すぎるんで、やるとしても共同の水汲み場や洗い場の上水道ですかね。下水道を作るのかはまだちょっと分からないや」

　やたらと細部まで質問してくるバレッタに答えながら食事を終え、空になった食器を土間の洗い場へと運ぶ。

　洗い場といっても、低い木の台の上に大きな長方形のおぼんが載っているだけの簡素なものだ。

　このおぼんの上で
縄
 なわ

 を編んだタワシを使って食器を洗い、水桶の中で汚れを洗い流すというのが食器洗いの一連の流れである。

　残飯が出た場合はお盆の上にあけておき、食器を洗い終わった後で水桶と一緒に外へ持っていって、適当に掘った穴に残飯と水を捨てて土をかける。

　食料の大切さが身に染みているグリセア村の人びとは滅多に残飯を出さないので、捨てるものは野菜の芯や皮などの食べられない部分ばかりだ。

　ナルソン邸で出た残飯は、ミャギなどの家畜に食べさせてしまっているとのことなので、場所によって生ゴミの処理方法は異なるのだろう。

　２人は洗い場に並んで雑談をしながら洗い物を済ませ、水桶の水を外に捨てると、再び居間に戻って腰を下ろした。

「そうそう、バレッタさんにお
土産
 みやげ

 を買ってきたんですよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は近くに置いてあったボストンバッグからビニール袋を取り出すと、中から折りたたみ式の鏡とハンドクリームなどの美容品を数点取り出した。

「わあ、
綺
 き

 
麗
 れい

 な箱ですね……」

　バレッタはそれらを受け取ると、箱のデザインの美しさに感嘆の声を漏らした。

　今までにリポＤや缶詰などの空箱は何度も目にしていたが、美容品などに用いられている美しいデザインの箱は見たことがなかったのだ。

「中の容器はもっと
綺
 き

 
麗
 れい

 ですよ。肌の手入れに使う美容品なんですけど、もしよかったら使ってみてください。薬用ハンドクリームっていう、洗い物とかで手が荒れた時に使うものや、寝る前に使う保湿ゲルや化粧水も入ってます。日中に使う昼用のクリームもありますよ」

　バレッタは早速『薬用コラーゲンゲルホワイト』と書かれた箱を開けると、中から説明書を取り出して読み始めた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はこういった美容品にはあまり詳しくないので、説明書が付属されているのはとてもありがたい。

「……な、なんかうたい文句がすごいですね。『シミ・そばかすなんて怖くない！　至高の輝きをあなたに!!
 』って書いてありますけど」

「ああ、そういうのってインパクト重視みたいだから、あんまり
鵜
 う

 
呑
 の

 みにしないほうが……いや、こっちの世界だとそうとも言い切れないのか」

　リポＤや食べ物の栄養がすさまじい効力を発揮していると思われる現状を考えると、コラーゲンなどの
潤
 うるお

 い成分が大量に含まれている美容品も、もしかするとこちらの世界の人間に対しては驚異的な効力を発揮するかもしれない。

　とはいえ、何か肌に悪影響があっても困るので、本格的に使う前に手の甲などに少しつけて反応を見てもらったほうがよさそうだ。

「今夜のところは肌に少しだけつけて、明日の朝反応を見てみましょう。肌に合う合わないがあるかもしれないですから」

「そうですね」

　元々若いうえに
一
 かず

 
良
 ら

 が持ち込んだ食べ物の効能で肌質も髪質も超良好な状態のバレッタでは、これらの美容品の効果を精確に確認することは難しいかもしれない。

　だが、やはり手入れをするのとそうでないのとでは、長期的にみて差が生まれてくるだろう。

　バレッタも年頃の女の子なので、こういった品物に興味があるはずだ。

　説明書を２人で一通り読んだ後、植物由来のシャンプーとコンディショナーもバッグから取り出し、使い方を簡単に説明してバレッタに渡しておいた。

　その後、イステリアでの今後の予定を再びバレッタが尋ねてきたので、数十分の間、説明を行った。

　予定をあらかた説明し終え、温かいカモミールのハーブティーを飲みながら一息つく。

「あの、カズラさん」

　バレッタが腰元から小さな布袋を取り出し、
一
 かず

 
良
 ら

 に差し出した。

「これは？」

「開けてみてください」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が布袋を開けてみると、中には小さな円筒型の木彫り細工のペンダントが入っていた。

　表面には模様が彫られており、どうやらラベンダーの花のようだ。

　何を使って彫ったのか分からないが、素晴らしく上手に彫られている。

「あ、ラベンダーの香りがする……」

　そのネックレスからは、ほのかにラベンダーの香りがした。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がその香りに鼻をひくつかせていると、バレッタが気恥ずかしそうに
微笑
 ほほえ

 んだ。

「アロマペンダントを作ってみたんです。急いで作ったから、あんまり上手じゃないかもしれないですけど……」

「いや、これは売り物にできるくらい上手ですよ。こんなに
綺
 き

 
麗
 れい

 に彫れるなんて、手先が器用なんですね……アロマペンダントってことは、中は
空
 くう

 
洞
 どう

 なんですか？」

　アロマペンダントとは、中が
空
 くう

 
洞
 どう

 のペンダントトップにアロマオイルを染み込ませた布などを入れ、そのデザインと香りを楽しむアクセサリーのことだ。

　円筒型のペンダントトップの大きさは長さが５センチほどで、幅は２・５センチといったところだろうか。

　底には木の栓でフタがされており、この中にアロマオイルを染み込ませた何かが入っているらしい。

「はい、中にラベンダーの精油を染み込ませた布が入っています。イステリアに行っている間、着けていて欲しいなって……」

　恥ずかしそうに言うバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は笑顔で
頷
 うなず

 いた。

「ありがとうございます。向こうに行っている間、肌身離さずに着けさせてもらいますね」

「……はい」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の返事に、少しだけ間をあけてから微妙な笑顔で答えるバレッタ。

　だが、すぐに表情を取り繕うと、近くに置いてあったファイルを取り、載っている機械図面についてあれこれと
一
 かず

 
良
 ら

 に質問を始めるのだった。

　

　次の日の昼過ぎ。

　グリセア村の入口で、
一
 かず

 
良
 ら

 は皆に別れの
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をしていた。

　数台の荷馬車には、家電や水力発電機、そして今朝スーパーで大量購入してきた食料品の入ったダンボールや、冷凍食品が詰められたクーラーボックスといった荷物が満載されている。

　クーラーボックスの中身は、冷凍された野菜や肉、そして魚介類などだ。

　前回全滅してしまったアイスもたくさん入っており、食料品に関しては一分の隙も見当たらない。

　ドライアイスは前回よりかなり多めに入れてあるので、イステリアに着いたら溶けていた、というような悲惨な目には
遭
 あ

 わずに済むだろう。

「次に戻ってくるのは１カ月後になりますが、何か問題が起こったり必要な物が出たりしたら……」

「はい、すぐに連絡しますね。カズラさんも、私たちにできることがあれば何でも言ってください。皆で応援に駆けつけますから」

　明るい表情で答えるバレッタに、
一
 かず

 
良
 ら

 は内心ほっとした。

　前回の別れ際、バレッタが泣くのを堪えるような表情をしていたことに、
一
 かず

 
良
 ら

 は気づいていた。

　だが、この明るい表情を見る限り、今回の別れは大丈夫そうだ。

　次に
一
 かず

 
良
 ら

 が戻ってくるまで、村で元気に過ごしていてくれることだろう。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は手を振るバレッタたちに見送られながら馬車に乗り込み、グリセア村を後にした。

　

「……あーあ」

　離れていく馬車に手を振り続けているバレッタを、ニィナは少し離れた場所で眺めていた。

「そんなんじゃ、今に本当にとられちゃうぞ」

　呆れたような、それでいて少しほっとしたような表情でつぶやいた。





　

第４章　明日を見据えて

　

　村の入口で
一
 かず

 
良
 ら

 を見送った後、バレッタはバリンと屋敷に戻ると、居間に置きっぱなしになっていた本のすべてを自分の部屋に運んだ。

　その中から『金属精錬の歴史』というタイトルの本を取り出し、ぱらぱらとめくる。

「写真は確か……あった。これなら大丈夫かな」

　目的のカラー写真が載っているページを見つけ、ページの間にしおりを挟む。

　部屋に置いてあったズダ袋に本を入れ、合わせて布タオルも１枚入れた。

　さらに、部屋の
隅
 すみ

 に置いておいた革のベルトを腰に巻きつけ、短剣を背中側に横挿しする。

　装備を整えてズダ袋を手にすると、部屋を出て居間を抜け、土間に下りた。

　土間では、バリンが昼食に使った食器の洗い物をしていた。

「ん、出かけるのか？」

「うん、ロズルーさんと山に行ってくるの。夕食までには帰ってくるから」

　バレッタがそう答えると、バリンは不思議そうな表情を見せた。

「山に？」

「うん。たぶん帰ってくる頃には暗くなってると思うから、夕食の仕度はお願いね」

　バレッタはそう言いながら、スタスタと屋敷の出口へと向かう。

「いったい何しに行くんだ？　それに、山まではかなり距離があると思うが……」

「
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 を探しに行くの。走っていけばそんなにかからないと思うから、大丈夫だよ」

　バレッタは笑顔で答えると、「行ってくるね」と言って屋敷を出て行ってしまった。

「……テッコウセキって何だ？」

　１人取り残されたバリンは、
縄
 なわ

 のタワシを手にしたまま合点のいかない表情で首を傾げていた。

　

　バレッタは屋敷を出ると、先ほど
一
 かず

 
良
 ら

 と別れたばかりの村の入口へと駆け足で向かった。

　そこでは、すでにロズルーがバレッタのことを待っていた。

　ロズルーは背中に
鉈
 なた

 と空のズダ袋をくくり付けており、そのほかには何も持っていないようだ。

「ロズルーさん、お待たせしました。道案内よろしくお願いします」

　バレッタはぺこりと頭を下げると本を取り出し、しおりの部分を開いた。

　ロズルーは毎年秋になると遠目に見える山へ狩りに行っているので、山の地形にはとても詳しい。

　バレッタ１人で
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 を求めて山中を探し回るのは大変なので、地理に明るいロズルーの協力を今朝のうちに仰いでおいたのだ。

「こんな石を探しているんですけど、見たことはありますか？」

「ああ、この赤いやつは山の川沿いでよく見かけますよ。こっちの黒いのも河原でよく見ますね。……ところで、この本に描いてあるのは絵ですか？　ずいぶんと
綺
 き

 
麗
 れい

 に描かれているようですが」

「これは写真といって、風景を本物そっくりに描き写すことができる道具を使って描いたものなんです。カズラさんが教えてくれました」

「ほう。これはすごいですね」

　バレッタが説明すると、ロズルーは興味深げに
頷
 うなず

 いた。

　特に驚いた様子が見えないのは、
一
 かず

 
良
 ら

 が持ち込む数々の道具を見てきたために耐性がついているからだろうか。

　農業用
運
 うん

 
搬
 ぱん

 
車
 しや

 のようなインパクトの強い道具を見た後では、もはやよほどのことがない限りは驚かないのかもしれない。

「では、早速向かいますか。走りますよ」

「はい」

　ロズルーはバレッタが
頷
 うなず

 いたのを見ると、遠目に見える山へ向かって走り出した。

　バレッタもロズルーに並ぶように、ズダ袋を手に走り出す。

「大丈夫ですか？」

　駅伝選手のようなスピードで走りながら、ロズルーは隣を走るバレッタに声をかける。

「まだまだ平気です。もっと速度を上げましょう。夕食までには帰らないといけないから、急がないと」

「分かりました。飛ばしますよ」　

　ロズルーはバレッタの言葉に
頷
 うなず

 くと、さらに速度を上げた。

　バレッタもロズルーに合わせ、速度を上げて横に並ぶ。

　数秒後、２人は地球における１００メートル走の世界記録を塗り替えた。

　

「このくらいの速さで行きますか？」

「はい……この程度なら……いけそうです」

　乾いた大地を遠目に見える山に向かって猛然と走りながら、バレッタとロズルーは言葉を交わす。

　地球人の限界を
若
 じやつ

 
干
 かん

 上回る速度で走っている２人だが、特に無理をしているといった様子は見られない。

　普段あまり走り慣れていないバレッタはペースと呼吸を乱さないように注意しながら走っているが、ロズルーはまだまだ余裕がありそうだ。

「そういえば、以前山に行った時に放置された
坑
 こう

 
道
 どう

 を見つけたことがあるんですよ。もしかしたら、その周囲にも先ほど見た写真の鉱石があるかもしれないですね」

「
坑
 こう

 
道
 どう

 ……ですか？」

　普段と変わらない様子でスラスラと話すロズルーに対し、バレッタは呼吸を気にして途切れがちに返事をした。

「ええ、おそらくだいぶ昔に掘られたものかと……あ、無理して返事しなくていいですよ。聞き流してもらっていいですから」

　そんなロズルーの言葉に、バレッタは
頷
 うなず

 くと、真っすぐ前を見て走ることに集中した。

　普通に黙って走っている分には問題ないのだが、話しながらこの速度を維持するとなると、途端に難易度が上がる。

　話す余裕がまったくないというわけではないのだが、ロズルーのようにスラスラと話しながら走るというのは、今のバレッタにはかなり厳しい。

　最初の数分はよくても、そのうち呼吸が乱れて一気に体力を
消
 しよう

 
耗
 もう

 してしまうはずだ。

「
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 を掘りつくして
放
 ほう

 
棄
 き

 された
坑
 こう

 
道
 どう

 だと思うんですが、その周囲には捨てられた石が山積みになっていたんですよ。写真に載っていた赤い石があったかは覚えていませんが、一度寄ってみる価値はありそうですね」

　バレッタは呼吸を乱さないように慎重に走りながらも、ロズルーからもたらされた情報に歓喜していた。

　すでに採掘を終えた
坑
 こう

 
道
 どう

 からゴミとして出た岩石の中に、もしかしたら
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 がいくらか混じっているかもしれない。

　もし岩石がまとめて捨てられているような場所が見つかれば、わざわざ採掘作業を行わなくても簡単に
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 を手に入れることができるはずだ。

「で、その
坑
 こう

 
道
 どう

 を見つけた時に大雨に降られましてね。雨宿りをしようと思って中に入ったんですが、中はコウモリの大群の巣になっていたんですよ。足元はコウモリの
糞
 ふん

 が山ほど積もっているし、かといって外に出れば雨でずぶ濡れになるしで……結局、足を
糞
 ふん

 まみれにしながら雨が上がるまで
坑
 こう

 
道
 どう

 内で立ちっぱなしでした。あれは辛かったなあ」

　しみじみと言うロズルーの思い出話に、バレッタは思わずくすりと笑みを漏らした。

　そうして走ること１時間。

　途中一度も休憩を挟まずに、２人は山のふもとの開けた原っぱに到着した。

　この山はイステリアの北西にある山岳地帯の一部であり、グリセア村の北に位置する山だ。

　２人の前には、うっそうと木々が茂る雑木林が広がっている。

　あまりにも木や草が生い茂っているため、雑木林の先がどうなっているのか、この場所からはうかがい知ることができない。

「ふう。ようやく着きましたね……大丈夫ですか？」

　膝に両手をついて息を切らすバレッタに、ロズルーは心配そうに声をかける。

「はあっ、はあっ……だ、大丈夫、です……少し、休めば……」

　バレッタは荒い息を吐きながら、鼻先と
顎
 あご

 からぽたぽたと汗をたらしている。

　それに引き換え、ロズルーは額に汗を浮かべて多少呼吸が速くなってはいるものの、バレッタのように大きく息を乱したり大汗をかいたりはしていない。

　身体能力の強化だけでは
補
 おぎな

 えない基礎体力の差が、ここにきて如実に現れていた。

　ロズルーに座って休むように勧められ、バレッタはその場に座り込んで持参した布タオルで汗を拭きながら身体を休めた。

　その間にロズルーはひょいひょいと木々の生い茂る山の中に入っていくと、すぐに大人の腕ほどの太さの枝を一本持って戻ってきた。

　その枝は
鉈
 なた

 で切り落としてきたらしく、斜めに切断された断面が
綺
 き

 
麗
 れい

 な
楕
 だ

 
円
 えん

 
形
 けい

 になっている。

　その断面からは、ぽたぽたと水が零れ落ちていた。

「はい、バレッタさん。この枝を傾けると水が出てきますよ。あんまり飲みすぎるとお腹を下すことがあるんで……って、今の私たちならいくら飲んでも平気かもしれませんけどね」

「あ、ありがとうございます……」

　枝を受け取ると、バレッタは切り口を口に添えて上に傾けた。

　それと同時に、枝の中からちょろちょろと水が溢れ出てくる。

　少し渋いような変わった味がするが、飲用としてはまったく問題ないようだ。

　バレッタはごくごくと喉を鳴らして水を飲むと、枝をロズルーに差し出した。

「ふう……生き返りました。ロズルーさんも飲みますか？」

「ん……いや、私は平気ですよ。それに、それを受け取ったらカズラ様に怒られてしまいますし」

「え？　……あ……う……」

　自分が口をつけた枝を渡そうとしていたことに気づき、バレッタは顔を赤くしてうつむいた。

　ロズルーはその様子に声を上げて笑うと、再び山へと入っていった。

　そのまま待つこと５分。

　バレッタが立ち上がって服に付いた葉や砂を払い落としていると、ロズルーが戻ってきた。

　背のズダ袋が少し膨れていることから、山で何かを採ってきたらしい。

「ロズルーさん、もう大丈夫です。鉱石を探しに行きましょう」

「分かりました。では、まずは河原に行きましょうか」

　ロズルーは
頷
 うなず

 くと、背中から
鉈
 なた

 を抜いて再び木々の間へと入っていく。

　時々
鉈
 なた

 を振るって行く手を阻むツタを切り落としていくロズルーの邪魔にならないよう、バレッタは少し離れて後を追いかけた。

「さっきは何を採ってたんですか？　袋に何か入っているみたいですけど」

「砥の粉の枝を採っていたんです。最近家の引き戸の滑りが悪くなってしまって、妻に頼まれていたんですよ」

　砥の粉の枝とは、白い粉をふく表面の滑らかな木の枝のことである。

　長年使っていて滑りが悪くなってしまった扉の敷居にこの粉を塗ると、一気に滑りがよくなるのだ。

　
蝋
 ろう

 を塗るよりもはるかに効果的なので、この枝を持って帰ると大変重宝する。

　枝は地面に突き刺しておけばしばらくの間は粉を出し続けるので、村のみんなで使うこともできる。

　ちなみに、日本でもこのような枝から採った粉を使っていた地域がいくつかある。

「あ、私も使わせてもらいたいです。納屋の戸の滑りが最近悪くて……」

「じゃあ、村に戻ったら何本か渡しますね。たくさん採ってきたんで、村のみんなにも分けてまわろうと思っていたんです」

　そんな話をしながら山中を歩くこと数十分。

　身体能力の高さを利用して、２人はかなり強引に山中を分け入りながら、ほぼ直線で移動して目的の河原に到着した。

　河原は雨季の大雨や鉄砲水で地表の土が洗い流されるためか、地面のほとんどで
岩
 がん

 
盤
 ばん

 がむき出しだった。

　そして河原の両脇にそびえ立つ崖沿いには、大小さまざまな岩が掃き溜められたかのように重なり合っていた。

「わあ、
綺
 き

 
麗
 れい

 なところですね！」

　目の前に広がる美しい光景に、バレッタは
瞳
 ひとみ

 を輝かせて感嘆の声を上げた。

　河原は大部分が石畳で、両脇にそびえ立つ崖と石畳の間には、この先の山からつながる太い川が１本流れている。

　さらさらと流れる水の音と、森からこだまする鳥の声や木々のせせらぎが、実にすがすがしい雰囲気を
醸
 かも

 し出していた。

「でしょう？　山に狩りに来た時は、この場所で
焚
 た

 き火をして夜を明かすんです。その辺にちょうどいい大きさの
甌
 おう

 
穴
 けつ

 がいくつもあるので水浴びもできますし、たまに
甌
 おう

 
穴
 けつ

 の中にいる魚も取れるんですよ。私のお気に入りの場所です」

　
甌
 おう

 
穴
 けつ

 とは、長い年月をかけて水流によって岩に空けられた穴のことである。

　ロズルーが指差す方向にバレッタが進むと、ちょうど腰ほどの深さの穴が川にくっついた形で空いていた。

　穴の幅は３メートルほどもあり、川の水がゆるやかに穴の中に流れ込んでいる。

　常に水が入れ替わっているためか、水はとても澄んでいて穴の底まで透き通って見えた。

　岩肌はとても滑らかで、これならば中に入っても肌を傷つけることはなさそうだ。

「水が澄んでいて気持ち良さそうですね……あ、けっこう冷たい」

　バレッタは穴の傍でしゃがみ込むと、そっと水に手をつける。

　山から流れてくる雪解け水はひんやりと冷たく、火照った肌に気持ちいい。

　水源である山頂に近い分、グリセア村の近くを流れる川よりも
若
 じやつ

 
干
 かん

 水温が低いようだ。　

「それで、
 さっき見せてもらった写真の石もこの辺でよく見かけるんですよ。ほら、
 あそこに」

　バレッタは顔を上げ、ロズルーの視線を追う。

「あ、ほんとだ。赤い石がありますね」

　崖のそばにごっちゃりと積み重なっている岩の中には、赤く変色した赤鉄鉱と思われる
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 が混じっているのが見てとれた。

　バレッタは立ち上がると、その鉱石の下へと石畳を駆けていく。

　足を滑らせないように気をつけながら石畳の上を走り、大量に積み重なっている岩のそばにたどり着く。

　バレッタはその場にしゃがみこんでズダ袋から本を取り出すと、しおりを挟んでおいたページを開いた。

　本に載っているカラー写真と、目の前にある鉱石の色を見比べてみる。

　表面の具合や色からして、どうやら赤鉄鉱で間違いないようだ。

「どうです？　その石で大丈夫そうですか？」

「はい、これが
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 で間違いなさそうです。けっこうありますね」

　大量の岩の中には、赤鉄鉱だけではなく磁鉄鉱も混じっているように見えた。

　ざっとみただけでもかなりの量が見て取れるので、これらの岩をきちんと選別すれば、たくさんの
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 を手に入れることができるだろう。

「ロズルーさん、この川って、村のそばに流れている川と同じ川ですか？」

「同じ川ですよ。途中で何本か別の川が合流したり分かれたりしますけどね」

　ロズルーの説明に、バレッタは嬉しそうに
頷
 うなず

 いた。

　村の近くの川にまでこの川が繋がっているのなら、ここで入手した鉱石は
筏
 いかだ

 を使って村まで楽に輸送することができる。

　
筏
 いかだ

 の材料となる木材は周囲の山からいくらでも取れるうえに、川を下った後の
筏
 いかだ

 は乾燥させた後で
薪
 まき

 にしてしまえば無駄も出ない。

　この場所に来るのに少し手間がかかることが難点だが、これだけ山深い場所ならば、他の人間の邪魔が入ることもないだろう。

　そのうえ、当分の間は採掘作業をしなくてもよいとあっては、まさに至れり尽くせりの理想的な立地だった。

　製鉄に使う木炭は、この場所か村のどちらかに炭焼き小屋を建設してしまえば
補
 おぎな

 えるだろう。

　村の周辺でも木材はたくさん手に入るので、燃料の心配はしなくて済みそうだ。

　炭焼きの知識や製鉄に用いる
炉
 ろ

 の作り方は、すべて
一
 かず

 
良
 ら

 が持ってきてくれた専門書や民族史に詳しく記載されている。

　先人の知恵をまるごと
拝
 はい

 
借
 しやく

 できるので、大きな失敗もせずに作業を進めることができるだろう。

「
放
 ほう

 
棄
 き

 された
坑
 こう

 
道
 どう

 のほうにも行ってみますか？」

「はい、せっかくなのでそちらも見ておきたいです。どこにどれだけ鉱石があるのか、知っておきたいので」

　バレッタは本をしまって立ち上がると、河原の周囲を見渡した。

　すると、ふと目に付いた崖の壁面が赤と黒の
縞
 しま

 
模
 も

 
様
 よう

 になっていることに気がついた。

「どうしました？」

　壁面を見て動きを止めたバレッタに、ロズルーが小首を傾げて声をかける。

　バレッタは慌てた様子で再びズタ袋を開くと、中から本を取り出してぱらぱらとめくった。

　そして、目的のカラー写真を見つけると、今しがた見た崖へともう一度目を向ける。

「……
縞
 しま

 
状
 じよう

 ……
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
床
 しよう

 ……」

　そうつぶやき、崖の壁面を目で追って川の上流へと視線を向ける。

　壁面にみられる
縞
 しま

 
模
 も

 
様
 よう

 は、延々と途切れることなく続いているようだ。

　バレッタが反対側の崖へと目を向けると、そこにも同じような
縞
 しま

 
模
 も

 
様
 よう

 が壁面に描かれていた。
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「え……じゃあ、これ全部……」

　呆然とつぶやくバレッタが持つ本のページには、この河原の崖の壁面と同様の模様の写真が載っていた。

　バレッタの目にしているものは、一般的に
縞
 しま

 
状
 じよう

 
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
床
 しよう

 と呼ばれる鉄
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 の地層の断面だ。

　この場所こそ、
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 の大
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 だったのだ。

　

　その後、バレッタとロズルーは再び山登りを再開し、昔ロズルーが見つけたという
放
 ほう

 
棄
 き

 された
坑
 こう

 
道
 どう

 へとやってきていた。

　この
坑
 こう

 
道
 どう

 は、先ほどの河原の上流に位置している。

　
坑
 こう

 
道
 どう

 の入口は草木でうっそうとしており、中は真っ暗で不気味な雰囲気が
漂
 ただよ

 っている。

　入口は木材で補強がされているのだが、かなり長い期間放置されていたように見え、そのほとんどがぼろぼろに腐ってしまっていた。

　まるで亡霊でも出そうな
酷
 ひど

 い有様だ。

「ここがその
坑
 こう

 
道
 どう

 です。以前来た時は、入ってすぐのところにもコウモリの
糞
 ふん

 が積もっていたので、中には入らないほうがいいですよ」

「真っ暗で何も見えないですね……」

　バレッタは
坑
 こう

 
道
 どう

 の入口に手をかけて中をのぞいてみるが、中は真っ暗で何も見えない。

　
坑
 こう

 
道
 どう

 内の壁面に何かの
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 でも見つけられないかと考えたが、無理して進んで
怪
 け

 
我
 が

 でもしたら大変だ。今日のところは、入らないでおいたほうがいいだろう。

「捨てられた石も相変わらずそのままですね。これはかなりの量があるなあ」

　ロズルーが見ている方向にバレッタが目を向けると、そこには大量の岩石が山積みになっていた。

　風雨で運ばれてきた土が石の隙間に詰まっており、そこから草やツタがにょろにょろと伸びている。

　多少手間はかかるが、表面の草やツタを引き
剥
 は

 がしてしまえば、鉱石を掘り出すことができるだろう。

　バレッタは岩石の山に歩み寄ると、表面を観察してみた。

「あっ、
褐
 かつ

 
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 だ。少しですけどありますね」

　それらの石の中には、
褐
 かつ

 
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 と思われる浅黒い黄色の
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 がごく少量ながら混じっていた。

　捨てられた岩石に混じっているということは、
坑
 こう

 
道
 どう

 の中を探してみれば
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 が見つかるかもしれない。

　バレッタはもう一度
坑
 こう

 
道
 どう

 の入口に戻ると、入口に手をかけて中の壁をのぞいてみた。

　だが、入口に近い壁には特に
鉱
 こう

 
脈
 みやく

 は見られず、ごく普通の岩肌である。

　その場にしゃがみこみ、近くに落ちていた木の枝で地面を少し払ってみる。

　すると、コウモリの
糞
 ふん

 と思われるこげ茶色のものが枝の動きに合わせてぱらぱらと散った。

「……あっ」

「村に戻ったら革靴を作りましょうか。入口付近はまだ大したことはないんですが、少し入るとコウモリの
糞
 ふん

 で大変なことになっていますよ。この
草履
 ぞうり

 のままで中に入るのは、ちょっと勘弁願いたいですね」

　払った地面をじっと見つめていたバレッタだったが、ロズルーの言葉に
頷
 うなず

 くとすぐに立ち上がった。

　今すぐ
坑
 こう

 
道
 どう

 を調べないといけないわけでもないので、続きはまた後日ということにしたほうがよさそうだ。

　バレッタが枝で払った地面の隙間からは、薄っすらと白みがかった土が顔を覗かせていた。

　

　その日の夜。

　月明かりに照らされた屋敷の庭先で、バレッタは湯浴みで濡れた髪を布タオルで拭いていた。

　着替えのチュニックだけは着ているが、ズボンは
穿
 は

 いておらず、足も裸足のままだ。

　足元には湯浴みで使う板が敷かれているため、庭の土で足裏が汚れることはない。

　山への行きと帰りで大汗をかいたが、
石
 せつ

 
鹸
 けん

 で全身を泡だらけにして洗ったおかげですっかり
綺
 き

 
麗
 れい

 になった。

　髪を結んでいた
革
 かわ

 
紐
 ひも

 は解かれており、肩にかかるほどの長さの美しい金髪が、月明かりに照らされてキラキラと輝いている。

　シャンプーとコンディショナーを使って髪を洗ったため、手触りはいつもより格段に滑らかだ。

　時折庭を抜ける涼やかな風が肌に心地よく、周囲の草むらでは虫たちがりんりんと美しい音楽を奏でていた。

　――
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 は見つかったから、あとは実際に製鉄をして技術をものにしないと。土木工事ももっと色々試しておかないといけないし、農業機械や工作機械も、全部１台ずつは作っておきたいな……。

　バレッタは今後、この村で実践しうる金属精錬や工作機械の製作など、できることはすべてやってしまうつもりだった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が持ってきてくれた本の内容をすべて暗記したとしても、実際に試してみないことには不安が残る。

　まずは、
書
 しよ

 
籍
 せき

 から得られる土木や精錬の知識を元に、この村で行えることは可能な限り実践して、自分の力にしなければならない。

　その次は、作りえる機械や道具の仕組みを製作を通じて理解し、可能であれば効率的な量産手法を
模
 も

 
索
 さく

 する。

　村で使うために機械や道具を数台作るだけならば、量産化を念頭に置く必要はまったくない。

　だが、バレッタは近い将来、身につけた技術と知識を手土産に、イステリアにいる
一
 かず

 
良
 ら

 の下へと
馳
 は

 せ参じるつもりだった。

　今得られる技術を可能な限り取得し、かつ実用的な運用手法を会得した後ならば、きっと
一
 かず

 
良
 ら

 も自分の力を必要としてくれるようになるはずだ。

　前にイステリアで
一
 かず

 
良
 ら

 と別れた時のように、先に帰っていろ、などといったことは、もう言われなくて済むだろう。

　あの時バレッタは、
一
 かず

 
良
 ら

 がどこか手の届かない場所にいってしまうかのような感覚に襲われ、恐ろしいほどの
喪
 そう

 
失
 しつ

 感を味わっていた。

　なぜあそこまで自分の心が打ちのめされてしまったのかはよく分からないが、あのような思いは二度としたくない。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が絶対に必要とするような存在に自分はなるのだと、バレッタは強く決意していた。

　――あと、毎日基礎訓練もしないと……アイザックさん、次はいつ来てくれるのかな。

　昨日、
一昨日
 おととい

 と、バレッタはアイザックから軍方式の基礎訓練のやり方を教えてもらっていた。

　普通、軍に新兵が入ると、マラソンや腕立てなどの筋トレによる基礎体力の向上と、集団生活を送り規律に慣れさせることが最初の訓練になるらしい。

　だが、バレッタの場合は身体能力だけで言えば新兵どころか神兵レベルなので、基礎体力の向上訓練についてはやり方を教わるだけに留まっていた。

　とりあえず剣と盾の持ち方と振り方、そして基本姿勢を習ったのだが、訓練開始２日目早々に、アイザックから「……合格です」と合格判定をもらった。

　以前、嫌々ながらもバリンから武器の使い方を教わってはいたので、その成果もあったのだろう。

　それに、今は嫌々どころか訓練を熱望している状態なので、身の入り方がまるで違う。

　今後行うように言われている訓練は、１・８メートル程度の高さの丸太を敵に見立てて切り倒すといったものだ。

　訓練用にと渡された木剣と盾は実戦で用いるものよりもかなり重いものらしいが、今のバレッタにとっては大した問題にはならない。

　切り、突きといった攻撃方法の型はアイザックに習ってしっかり覚えたので、あとは繰り返し練習して身体に攻撃方法を染みこませるだけだ。

　その後は、投げ
槍
 やり

 や弓、騎乗の訓練も行うと言われている。

　バレッタの目的は
一
 かず

 
良
 ら

 を守れるようになることだったので、近接戦闘のみできればいいのではないかと申し出てみたのだが、アイザックから「全部できないとダメです」と即座に
却
 きやつ

 
下
 か

 されてしまった。　

　どれだけ時間がかかるかは分からないが、バレッタの習熟具合を見て、所々で
模
 も

 
擬
 ぎ

 戦闘も挟んでいくとのことだった。

　本当ならばアイザックにも日本の食べ物を継続して食べてもらい、同じ
土
 ど

 
俵
 ひよう

 に立った状態で手合わせを願いたい。だが、こればかりはバレッタが勝手に判断して秘密を教えてしまうわけにもいかない。

　村には従軍経験のある者が何人もいるので、その者たちに手合わせをお願いしてもいいだろう。

　布タオルをカゴに入れると、薄手の腰巻きをした上にズボンを
穿
 は

 いた。

　やらなければならないことは、山ほどある。

　怠けている暇など、あろうはずがない。

　
一
 かず

 
良
 ら

 と一緒にいるためならば、いくらでも頑張れる自信があった。

　どんなことでもやってのける、覚悟があった。

　もう二度と、あんな想いをしてなるものか。

「……でも、先にお風呂場作ろうかな」

　自身の髪を鼻先に当てて少し
頬
 ほほ

 を緩ませながら、バレッタはぽつりとつぶやいた。

　バレッタの髪からは、昨夜
一
 かず

 
良
 ら

 に渡したアロマペンダントと同じ、ラベンダーの優しい香りがほのかに
漂
 ただよ

 っていた。

　

　一方その頃。

　パチパチと燃える
焚
 た

 き火の前で、
一
 かず

 
良
 ら

 がアイザックやハベルとともに談笑していた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が座る長椅子の隣にはマリーも腰掛けており、ハーブティーの入った取っ手付きの銅のコップを手にしている。

　マリーは少し
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 している様子で、ちらちらと
一
 かず

 
良
 ら

 の顔を
窺
 うかが

 っていた。

　周囲でも部隊の兵士や使用人たちが思い思いの場所でくつろいでおり、たくさんの天幕が張られた野営地は穏やかな雰囲気に包まれていた。

　澄み渡った夜空にはたくさんの星がキラキラと輝き、まさに星降る夜といった見事な景観だ。

「言われてみれば、確かにマリーさんはハベルさんに少し似ていますね。でも、まさか兄妹だとは思わなかったなあ……初めに言ってくれればよかったのに」

「伝えそびれていて申しわけございませんでした。職務上、特に必要な情報ではないと思っていたもので……」

　先ほど初めて、マリーがハベルの妹であることを知らされた。

　マリーのことはただの若い使用人だと思っていた
一
 かず

 
良
 ら

 は、２人が兄妹であると知ってとても驚いた。

「でも、親元を離れてナルソンさんの屋敷に住み込みでは大変でしょう？　今さらですが、お２人とも仕事時間を夕方くらいまでに減らしてもかまいませんから、一緒に帰るようにしてはどうです？」

「お気遣いありがとうございます。ですが、今のままで大丈夫ですので、今後とも兄妹そろってカズラ様のお傍に置いていただきたく思います。少しでもカズラ様のお役に立てるよう、精一杯努力いたしますので」

　気遣う
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、ハベルが笑顔で答える。

　そんな２人のやり取りを、アイザックは何ともいえない表情で眺めていた。

「あれ、でも、貴族のご令嬢なのに、
侍
 じ

 
女
 じよ

 として働いているんですか？」

　ふとわいた疑問を
一
 かず

 
良
 ら

 が口にすると、ハベルは少し悲しげな表情を作ってみせた。

　心の中では、「よしきた！」と拳を握り締めているのだが。

「……実は、マリーは父が
奴
 ど

 
隷
 れい

 との間に作った子でして、腹違いの妹なんです」

「えっ？」

　ぽつりとつぶやくように言うハベルに、
一
 かず

 
良
 ら

 は驚き目を見開く。

「
奴
 ど

 
隷
 れい

 の子は生まれた時から
奴
 ど

 
隷
 れい

 身分と決まっております。なので、マリーは家族ではなく
奴
 ど

 
隷
 れい

 として家で働かされていたのです。マリーの所有権は父にあるので私ではどうにもできず、マリーにも毎日辛い思いをさせてしまい、歯がゆい思いをしていたのですが……カズラ様のお傍に仕えさせていただけるようになってからは、家に帰らなくてもよくなりましたし、普段からとても良くしていただいて、本当に感謝しております。な、マリー？」

　話を振られたマリーは、緊張した様子で身をすくめながら、こくこくと何度も
頷
 うなず

 いた。

「は、はい。カズラ様にはいつも本当に優しくしていただいて……」

「いやいや、マリーさんは一生懸命働いてくれていますし、私のほうこそお礼を言いたいです。いつもありがとうございます」

「っ！　いいい、いいえ！　あ、ありがとうござ、ございま」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がマリーに軽く頭を下げると、マリーは極度の緊張で涙目になり、言葉をどもらせながら勢いよく頭を下げた。

「え、いや、そんな緊張しなくても」

「もも、申しわけございません！」

　壊れた
玩具
 おもちや

 のようにぺこぺこと頭を下げるマリーに、
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑した。　

　仕事中のマリーはいつもキリッとしていて、何をするにも手際が良く頼りになる。

　だが、そのくせ実は小心者であるらしく、ちょっとした切っ掛けですぐにおろおろしてしまうのだ。

　最近ではそれもいくらかマシになってきたと思っていたのだが、今日のマリーの緊張ぶりは少し異常だった。

　――……ああ、
奴
 ど

 
隷
 れい

 だと知られてクビにされるんじゃないかと
怯
 おび

 えているのか。

　何でそこまで緊張しているのだろうと考えた末、
一
 かず

 
良
 ら

 はそう結論を出した。

　だが本当の理由は、
一
 かず

 
良
 ら

 の同情を誘って丸め込もうという兄の恐ろしい計画に加担したという罪悪感からくるものだった。

　しかし、当然そんなことを
一
 かず

 
良
 ら

 は知る由もない。

　――そういえば、あの時のハベルさんの
台詞
 せりふ

 はこのことを言ってたのか。

　雨に打たれる子犬のようにぷるぷるしているマリーを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 は以前ハベルが言っていた『軍に志願した理由』を思い出した。

　確かあの時、「なぜ軍に志願したのか」という
一
 かず

 
良
 ら

 の問いに、ハベルは「守りたいものがあるので」と答えていたはずだ。

　きっと、その守りたいものこそマリーのことなのだろう。

　ハベルは父親に認めてもらえるぐらい軍部で昇進して、マリーの所有権を
譲
 ゆず

 ってもらい、
奴
 ど

 
隷
 れい

 身分である彼女を保護するつもりなのだろう。

　身分の差などものともしない、素晴らしい兄妹愛だと
一
 かず

 
良
 ら

 は感動した。

　これはぜひとも、自分が陰ながら応援してやらねばならない。

　自分がこっそり後押ししてやれば、ハベルの努力はいずれ報われるはずだと
一
 かず

 
良
 ら

 は内心
頷
 うなず

 いた。

「大丈夫ですよ、別に私は身分なんて気にしません。これからもよろしくお願いしますね」

「は、はいっ！」

　そう言って
一
 かず

 
良
 ら

 が優しく
微笑
 ほほえ

 みかけると、マリーは反射的に頭を下げて返事をした。

「それで、話は変わりますけど、皆さんに聞きたいことがあるんですよ。イステリアで使われている薬なのですが……」

「え？」

「ん？」

　突如話題が切り替わり、自分の思惑がほぼ上手くいくことを確信していたハベルは、思わず声を上げた。

　その声に、
一
 かず

 
良
 ら

 はハベルに目を向けて首を傾げる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の隣では、マリーがいまだにぷるぷるしていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の対面で黙って話を聞いていたアイザックも、ぽかんとした表情で目を点にしていた。

「どうかしました？」

「あ、いえ……その、マリーのことは……」

「あ、本当に気にしなくて大丈夫ですよ。今までどおり、これからもよろしくお願いしますね」

「は、はい」

　そう言って
微笑
 ほほえ

 む
一
 かず

 
良
 ら

 に、ハベルは混乱しながらも
頷
 うなず

 いた。

　なぜそこまでマリーの
境
 きよう

 
遇
 ぐう

 を知っておいて、「
奴
 ど

 
隷
 れい

 身分から解放してやろう」と
一
 かず

 
良
 ら

 が言ってくれないのかが不思議でならなかった。

　ハベルは、
一
 かず

 
良
 ら

 は親しい者が困っていたり不幸な状態を見れば、無条件で手を差し伸べて救ってくれるはずだと考えていた。

　だが、あいにく
一
 かず

 
良
 ら

 が、マリーの身分を自分からどうこうする可能性はゼロだった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はルーソン家の御家事情などまったく知らないし、ハベルがマリー以外の家族とどういう関係を築いているのかも知らない。

　そんな状態で、完全な外野である自分が人様の家のデリケートな部分に手を出すのはいかがなものか、と考えていた。

　マリーがルーソン邸で、辛い立場にあったことは理解できる。

　だが、ハベルとてマリーを救おうと、今まで散々父親とやり取りを交わしていたはずだ。

　現状としてマリーはルーソン家を出ることができているし、ハベルは
一
 かず

 
良
 ら

 の側近である。

　このまま自分が２人を見守ってやりながら、ハベルの昇進を後押ししてやれば、ハベルの父親も納得したうえでマリーの所有権をハベルに
譲
 ゆず

 ってくれるだろう。

　これならばルーソン家の御家事情に頭を突っ込むことなく、波風立てずに丸く収められるはずだ。

　もし、ハベルが直接「マリーを
奴
 ど

 
隷
 れい

 身分から解放してくれ」と願い出てくるほどに彼女が辛い状況にあるのならば、その時はもちろん手を回してやるつもりだ。

　だが、
一
 かず

 
良
 ら

 としては、できるだけハベル自身の力でマリーを守ってやって欲しかった。

　できれば家族全員仲良くしてもらいたいが、それこそ
一
 かず

 
良
 ら

 が口を挟むべきところではない。

「あ、そうだ」

　そして、
一
 かず

 
良
 ら

 は何かに気づいたように、ぽんと手を打った。

「マリーさんにも、私がグレイシオールだということを教えておいたほうがいいですね。詳しくは後でハベルさんから説明しておいてください」

「……かしこまりました」

　ハベルは
頷
 うなず

 きながらも、完全に間違った方向に解釈している
一
 かず

 
良
 ら

 に肩を落とした。

　自分の意図どおりに話が進まなかったことは残念だが、
一
 かず

 
良
 ら

 がグレイシオールであることをマリーが知る許可をもらえたことの意義は大きい。

　今後はもっと、
一
 かず

 
良
 ら

 とマリーの距離が近くなっていくと期待できる。

　そうなれば
一
 かず

 
良
 ら

 からの
庇
 ひ

 
護
 ご

 は強くなるはずなので、とりあえずはこれでよしと満足しておくことにした。

「それで、さっきの続きなんですけど、イステリアで使われている薬について教えて欲しいんです。この世界では、薬はかなり高価なものだとバレッタさんから聞いたことがあるのですが……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がこの世界に初めてやってきた時、リポＤをこの世界の薬と勘違いしたバレッタは、「私一人が身売りした程度では、あの薬１つ分のお金にも満たないということは百も承知」と言っていた。

　農村の女性が
奴
 ど

 
隷
 れい

 商に身売りした場合の相場がいくらなのかは知らないが、50
 アルや１００アルといった程度の金額ではないだろう。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の問いに、今まで黙っていたアイザックが口を開いた。

「確かに薬は高価なものが多いですが、種類にもよります。傷薬、うがい薬、便秘薬といったものは比較的安価で、食料品店などでも手に入ります。ですが、
疾
 しつ

 
病
 ぺい

 の治療に用いる薬は薬草自体が非常に希少なために高価でして、
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合がその製法を独占しています。薬の元になる薬草の栽培も、
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 組合が街なかにある薬草園で行っていますね」

「
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 ？　……ええと、おまじないとかで病気を治したり呪いをかけたりする人たちのことですかね？」

　
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 という聞きなれない単語に、
一
 かず

 
良
 ら

 は未開の部族を特集したテレビ番組を思い出した。

　シャーマンや
祈
 き

 
祷
 とう

 
師
 し

 といった名称も用いられていたように思うが、何やら怪しげな呪文を唱えたり煙を
焚
 た

 いたりしているイメージしか思い浮かばない。

　薬草を
煎
 せん

 じて薬を作っている場面も見た気がするが、記憶はあいまいだ。

「そうです。
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 たちの役割は、祈祷と薬を使った病気の治療や占いですね。会戦の前などは、動物の内臓を使って勝敗を占うこともあります」

「占いですか……それって当たるんですか？」

「五分五分ですね。当てになりませんよ」

　興味津々といった様子で質問する
一
 かず

 
良
 ら

 に、アイザックは苦笑して答える。

「ですが、
士
 し

 
気
 き

 
高
 こう

 
揚
 よう

 のためにあらかじめいい結果が出るように指示して占わせることもあります。どれほどの者が信じているのか分かりませんが、いい結果が出たと言われて嫌な気分になる者はいないので、多少は士気にいい影響があるかと。まあ、占いを聞かせている暇があるのなら、オルマシオール様に祈りを捧げる時間を寄越せと思っている兵士のほうが多いと思いますけどね」

「ああ、そんなものなんですか……」

　大々的に行われる占いとはどんなものなのかと
一
 かず

 
良
 ら

 は気になったのだが、やはり当たるも
八
 はつ

 
卦
 け

 当たらぬも
八
 はつ

 
卦
 け

 といったものらしい。

　オルマシオールについても聞いてみたかったが、神が神について質問するというのも変に思われそうなのでやめておいた。

　ちなみに、
一
 かず

 
良
 ら

 は知らないことであるが、オルマシオールとは戦いの神の呼称である。

　信じる者に勇気と活力を与えると信じられている。

　信じていれば勝利を得られるというような力強い神ではないが、勇気と活力を与えてくれるという、ともすれば微妙にも思える加護が逆に親しみやすく、軍属以外の者にも幅広く愛されている。

「ですので、
呪
 じゆ

 
術
 じゆつ

 
師
 し

 の主な役割は病気の治療ですね。薬剤や祈祷の種類をまとめた報告書を後ほどお渡ししますので、ご確認いただければと思います」

「分かりました。お願いしますね」

　衛生問題については井戸水の問題の処理が先なので、薬剤に関して手を出すかどうかの判断はその後になる。

　下手をすれば何カ月も後になってしまうかもしれないが、情報を集めておくに越したことはないだろう。

　その後もしばらくの間、
一
 かず

 
良
 ら

 たちは
焚
 た

 き火を囲んで談笑を続けた。

　

　次の日の深夜。

　ひっそりと静まり返ったナルソン邸の広場に、一行は到着した。

　ボストンバッグ片手に
一
 かず

 
良
 ら

 が馬車を降りると、屋敷からジルコニアが出迎えに出てきてくれた。

「カズラさん、お帰りなさい。長旅お疲れ様でした」

　腰を押さえて背伸びをする
一
 かず

 
良
 ら

 に、ジルコニアが
労
 ねぎら

 いの言葉をかける。

「ただいまです。なんとか予定どおりに戻ってこられました。ああ、疲れた……」

「ふふ、大変だったみたいですね。調べ物は上手くいきましたか？」

「ええ、必要な物はすべて見つかりましたよ。道具も色々と調達してきたんで、きっと役に立つと思います」

　それを聞き、ジルコニアは嬉しそうに
微笑
 ほほえ

 んだ。

「まあ、それはよかったですわ。でも、ずっと馬車に乗りっぱなしでお疲れでしょう？　お風呂が
沸
 わ

 いていますから、どうぞ入ってください」

「おお、それはありがたいです。ジルコニアさんはもう入ったんですか？」

「え？　いえ、私はまだですが」

「なら、入る時にこれを使ってみてください。疲れがとれると思います」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はボストンバッグから紙袋を取り出し、ジルコニアに手渡した。

　中身は、入浴剤、シャンプー、コンディショナー、そしてグリセア村で使っているものと同じ種類の
石
 せつ

 
鹸
 けん

 だ。

「これは？」

　きょとんとした様子で、紙袋の中を見つめるジルコニア。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアの持っている紙袋から、入浴剤のプラスチックケースを取り出した。

　大容量タイプのケースのラベルには、『信州白骨温泉の素』と記載されている。

「えっとですね、これは温泉の素っていいまして、お風呂のお湯に混ぜて使うものです。いい香りがしますし、体が温まって疲れがとれるんですよ。入れる量はだいたい……」

　ふむふむと
頷
 うなず

 くジルコニアに、品物を取り出しては使い方を説明していく。

　すべての説明を終えると、ジルコニアは袋を胸に抱えて嬉しそうに
微笑
 ほほえ

 んだ。

「こんなにたくさん、ありがとうございます。早速今晩から使わせていただきますわ」

「どういたしまして。気に入ってもらえるといいんですけど……あ、そうだ。お風呂から出た後、私の部屋に来てもらってもいいですかね？　他にも渡したいものがあって」

　渡した紙袋の中には、保湿ゲルなどの美容品は入っていなかった。

　ジルコニアは日本語がまったく読めないので、
一
 かず

 
良
 ら

 が実際に使ってみせながら説明しなければいけないと思い、あえて渡した紙袋には入れていなかったのだ。

　入浴後に部屋に来てもらえば、それらの美容品の使い方を説明するのにもちょうどいいタイミングだろう。

「……私がですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の申し出に、なぜか驚いたような表情で問い返すジルコニア。

「ん？　そうですけど？」

　その反応の意味が分からず、
一
 かず

 
良
 ら

 は小首を傾げて返事をする。

「わ、分かり……ました……」

　少し表情を
強
 こわ

 
張
 ば

 らせて
頷
 うなず

 くジルコニアを不思議に思いながらも、
一
 かず

 
良
 ら

 は風呂に入るために屋敷へと入っていった。

　

　入浴後、
一
 かず

 
良
 ら

 は自室に戻ると、部屋に運び込まれていた大型冷凍庫を発電機に接続し、クーラーボックス内の冷凍食品を手早く移し変えた。

　今はベッドに腰をかけ、美容品の説明書を読んでいるところだ。

　正面にあるテーブルの上には、先ほど調理場で用意した熱湯の入った水筒、ハーブが入れられたガラスポット、そして美容品の入った木箱が置かれている。

　美容品の包装は解かれており、箱から取り出された状態だ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がしばらくの間説明書を熟読していると、部屋の扉がノックされた。

「ジルコニアです」

「どうぞー」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかけると扉が開き、ジルコニアが入ってきた。

　ジルコニアは普段着ているようなチュニックではなく、
脛
 すね

 ほどまでの長さのベージュのワンピースを着ている。

　おそらく、これが寝間着なのだろう。

　なぜか表情が少し暗いような気がするが、何かあったのだろうか。

「お待たせしました……」

「あ、座ってください。今、お茶を
淹
 い

 れますね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は部屋の入口に棒立ちになっているジルコニアに声をかけると、ベッドから立ち上がってテーブルへと向かい、水筒を手に取った。

　ジルコニアは
頷
 うなず

 くと、なぜかテーブルではなくベッドのほうへ歩いていき、そのままベッドに腰かけた。

　――……なんでベッドに座ったんだ？

　ジルコニアから感じられる、いつもとはまったく違う雰囲気に、
一
 かず

 
良
 ら

 は妙な胸騒ぎを覚えた。

　だが、自分の気のせいだろうと考え直し、彼女に背を向けたままガラスポットにお湯を入れる。

「先ほど渡した入浴剤はどうでした？　身体が温まったでしょう？」

「はい、すごく身体が温まって、疲れがとれました」

「そうですか、それはよかった」

「はい」

「……」

「……」

「しゃ、シャンプーとかはどうでした？」

「はい、髪が今までにないくらいサラサラになって、とても洗いやすかったです。
石
 せつ

 
鹸
 けん

 も、いい香りでした」

「そうですか」

「はい」

「……」

「……」

　会話が続かず、沈黙が部屋を支配する。

　ベッド脇の小テーブルに置かれているアナログ時計の
針
 はり

 の音だけが、コチコチと部屋に響く。

「はい、お茶ができました。熱いので
火傷
 やけど

 しないよう……に……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言いながら、ハーブティーの入ったコップを持って振り返った。

　そして、ベッドに座るジルコニアの表情を見て固まった。

　ジルコニアは、極度の緊張から身体を縮こまらせ、今にも泣き出しそうな表情で
一
 かず

 
良
 ら

 を見上げていた。

「……か、カズラさん、わ、私……その……」

「は、はいっ？」

　思わず上ずった声で返事を返す
一
 かず

 
良
 ら

 。

　ジルコニアは
一
 かず

 
良
 ら

 から目をそらし、
酷
 ひど

 く
怯
 おび

 えた様子で自身の身体を強く抱きしめている。

「ちゃ、ちゃんとするの、初めて……だから……」

「……え？」

「やさしく……してくださ……い……」

「ちょっ!?
 」

　細かく震えながらぽたぽたと涙を零し始めたジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 は慌ててコップをテーブルに置き駆け寄った。

　駆け寄ってきた
一
 かず

 
良
 ら

 に、ジルコニアは思わずびくっと身体を震わせる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はその場に膝をつくと、ジルコニアの肩に手をかけようかと手を伸ばしかけたが、
怯
 おび

 えた様子の彼女を見てすぐさま手を引っ込めた。

「何でいきなり泣いてるんですか！　だいたい、そういう意味で呼んだんじゃありませんから!!
 」

「え？　でも……え？」

　なおも
怯
 おび

 えた様子で、ジルコニアは目に涙を溢れさせたまま、自分の前で膝をつく
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向ける。

「ああ……そうか、そうだよな、俺が悪いよな……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は広場でのジルコニアとのやり取りを思い出し、自分の発言の浅はかさを後悔した。

　夜中に、しかも入浴後に部屋に来るように申し付けるなど、普通に考えてありえない発言だったのだ。
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　最近はジルコニアと深夜から明け方まで一緒になって仕事をすることが何度もあったので、その辺の感覚が
麻
 ま

 
痺
 ひ

 してしまっていたのだろう。

　ジルコニアの勘違いも度がすぎているようにも思えるが、状況を考えてみれば
一
 かず

 
良
 ら

 に非があると言える。

　第一、すでにジルコニアは
怯
 おび

 えて泣いてしまっているので、謝り倒す以外の選択肢をとりようがない。

「勘違いさせてごめんなさい。さっき部屋に呼んだのは、別に夜の相手をしろといったような意味じゃないんです。そのまんま、本当に渡したいものがあっただけで」

「え、あ……そ、そうで……すか……」

「うん……」

「……」

「……」

　再度、気まずい沈黙が部屋に訪れた。

　どちらも言葉を発しないまま、永遠とも思えるような時間が流れる。

　再び、コチコチという時計の
針
 はり

 の音だけが部屋に響き始める。

　気まずいなんてものじゃなかった。

　先に沈黙に耐えられなくなったのは、ジルコニアだった。

「ご、ごめんなさい。私なんかにそんなこと、申し付けるわけがありませんよね。屋敷の中には、
綺
 き

 
麗
 れい

 な娘がたくさんいますし……勘違いして、バカみたい……」

「あ、いや、ジルコニアさんも
綺
 き

 
麗
 れい

 だと思いますよ！　雰囲気も温かくて、こう、
癒
 いや

 されるっていうか！」

「え？」

「え？」

「……」

「……」

　再度、沈黙。

「……えっと……しま……す？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 のフォローをどう受け取ってしまったのか、ジルコニアからこれまたすごい発言が飛び出した。

「い、いえ、大丈夫ですから、もう戻っていただいてけっこうです」

「そ、そうですか……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉に、ジルコニアはベッドからよろよろと立ち上がる。

「あ、あの、本当にごめんなさい。申しわけございませんでした」

「いや、悪いのは完全に俺のほうなんで、謝らないでください。本当に申しわけありませんでした」

　２人そろって頭をつき合わせるように、深々と腰を折る。

　顔を上げてジルコニアを見ると、彼女は口をへの字にして目に涙を浮かべていた。

　そうして、震える声で「失礼いたします」と言うと、ふらふらと部屋を出て行った。

　残された
一
 かず

 
良
 ら

 はそれを見送ると、その場にしゃがみ込んで頭を抱えた。

「……おい、明日からどんな顔してジルコニアさんに会えばいいんだよ。ふざけんなよ俺」

　色々と気になる発言をジルコニアから耳にした気もするが、今はそれどころではない。

　勘違いとはいえ、相手をすることを泣くほど嫌がられたという事実も、ジルコニアが人妻だということを差し引いても、地味にダメージが大きかった。

「……寝よう」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は
虚
 うつ

 ろな表情で立ち上がり、ベッドに向かう。

　そして、そのままベッドに倒れ込むと、腹の底から大きなため息をつくのだった。

　

　ジルコニアは自室に戻ると、扉を後ろ手に閉め、ずるずるとその場にしゃがみ込んだ。

「……っ、……うっ……ぐ……」

　こぼれそうになる
嗚
 お

 
咽
 えつ

 を無理矢理抑え込み、小刻みに震える自分の身体を両手で抱きしめる。

　どうすれば
一
 かず

 
良
 ら

 に好意的な印象を持ってもらえるか、ジルコニアは少し前から
一
 かず

 
良
 ら

 のことを観察していた。

　リーゼが上手いこと
一
 かず

 
良
 ら

 に取り入っている様子を見聞きして、それを手本にして似たような行動を取るようにもした。

　それが功を
奏
 そう

 したのか、
一
 かず

 
良
 ら

 は自分に対して以前よりも好意的に接するようになったと感じていた。

　だが、まさかこれほど早く夜に呼び出されることになるとは、まったく思っていなかった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の好意を得ようと動き始めた時点で、いずれ
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 に呼ばれるかもしれないと覚悟はしていたはずだった。

　力を得るためならば、何でもできると思っていた。

　もし可能ならば、その後も
一
 かず

 
良
 ら

 を誘惑して、
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 相手のお気に入りになってしまえればとさえ思っていた。

　でも、いざその時になったら、過去の恐ろしい光景がフラッシュバックして、怖くて怖くてたまらなかった。

　自分の身体を差し出すという、ただそれだけのことなのに、どうしようもない恐怖で頭がいっぱいになってしまった。

　あの時とは違う。

　あんなふうに汚されるわけじゃない。

　あんな光景を見せられるわけでもない。

　いくら自分にそう言い聞かせても、震える身体を止めることができなかった。

「なんてっ……情けないっ……」

　ぽろぽろと涙をこぼしながら、自身のふがいなさに悪態をつく。

　せっかく舞い込んできた好機を、みすみす逃してしまったという後悔が、ぐるぐると胸の中に渦巻いていた。

　
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 に呼んだわけではない。そう助け舟を出された時、思わずほっとしてしまった自分が情けなかった。

　なんとか勇気を振り絞って、再度
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 を申し入れたが、考える様子もなく断られてしまった。

　おそらくもう、自分が
夜
 よ

 
伽
 とぎ

 に呼び出されることはないだろう。

　今後は、リーゼやエイラが上手いこと
一
 かず

 
良
 ら

 のお気に入りになることを祈るしかない。

　その結果として祝福の力や追加の支援が得られることになるかは分からないが、上手くいくことを祈らずにはいられなかった。

「お父さんっ……お母さんっ……フィリア……ごめんなさい……」

　
懺
 ざん

 
悔
 げ

 の言葉を吐き出しながら、ジルコニアは
暫
 しばら

 くの間泣き続けていた。　

　

　次の日の早朝。

　ベッドで
泥
 どろ

 のように眠っていた
一
 かず

 
良
 ら

 は、部屋の扉が叩かれる音で目を覚ました。

　先ほど目覚ましのアラームで一度目を
醒
 さ

 ましてはいたのだが、疲労のあまりにアラームを止めた直後に二度寝してしまっていた。

　眠い目を
擦
 こす

 りながらベッドから起き上がり、「どうぞ」と扉に声をかける。

　すぐに扉が開き、マリーが部屋に入ってきた。

　寝起きで間抜けな表情の
一
 かず

 
良
 ら

 とは違い、すでにお仕事モードのマリーはきりっとした表情だ。

　マリーは手にカゴを持っており、中にはひのし（平たい青銅製の鍋に焼けた木炭を入れて使うアイロン）がかけられた衣服が入っている。

　カゴに入っている服は、
襟
 えり

 の張ったシャツに上質な布のズボンだ。

　普段、
一
 かず

 
良
 ら

 がナルソン邸で着ている服は、だいたいこのようなものが多い。

　寝間着として使っている服は、無地のゆったりとしたシャツとズボンである。

「カズラ様、おはようございます。本日も１日、よろしくお願いいたします」

「うん、おはよう。今日もよろしくお願いします。ちょっと、こっちに来てもらってもいいですか？」

　ぺこりと頭を下げるマリーに
一
 かず

 
良
 ら

 は笑顔で返事を返すと、ベッドから降りて冷蔵庫へと向かった。

　マリーはカゴを持ったまま、早足で
一
 かず

 
良
 ら

 の後を追う。

「えっとですね、これ、冷蔵庫っていう道具なんです。今から使い方を説明するんで、覚えてください。今後は、ここから食材を取っていってもらうんで」

　隣に来たマリーに、
一
 かず

 
良
 ら

 は冷蔵庫の扉を開いてみせた。

　中には、鮭フレークやパスタソースの瓶、チューブバターやレトルトの野菜スープといった、さまざまな食品が入れられている。

「この中は常に涼しい状態に保たれていて、中に入れておけば食品を長持ちさせることができるんです。……あの、大丈夫ですか？」

「は、はいっ！」

　冷蔵庫の中を初めて目にしたマリーは、目を見開いて身体を硬直させていた。

　今まで、
一
 かず

 
良
 ら

 から「今日はこれを使ってください」と言われて缶詰や
凍
 こお

 った野菜や肉を渡されたことはあったが、冷蔵庫の中を見せられるのはこれが初めてだった。

　なぜこの真夏に
凍
 こお

 った食品が出てくるのだろうと不思議に思っていたのだが、疑問は持ってもそれを口外したり、
一
 かず

 
良
 ら

 に問うつもりはまったくなかった。

　というのも、マリーはハベルから、
一
 かず

 
良
 ら

 の身辺について探ったり口外するような真似は絶対にしないようにと、きつく言い渡されていたからだ。

　また、与えられた仕事を忠実にこなすことのみに集中するよう、マリーは幼い頃から母に教育されてきた。

　下手な手出しをし、
噂
 うわさ

 話に加わっても、ろくなことにはならないということも常日頃から教え込まれていた。

　ルーソン家の者たちも、何かと気を使ってくれるハベルと、日頃からやたらときつく当たってくる兄のアロンドを除けば、マリーに対しては特に
干
 かん

 
渉
 しよう

 してこなかった。

　そのため、マリーはなるべく目立たないように、自分の仕事のみに集中することをモットーとしていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋に出入りする際も、部屋に置かれている珍しい道具類には絶対に手を触れなかった。

　それがここにきて、いきなり道具の説明を受けたうえに、使い方を覚えろと言われてしまった。

　事態の急展開に、マリーは早くもぷるぷるし始めていた。

「で、この下の棚が製氷室といって、中には氷が作られています」

　マリーにかまわず、
一
 かず

 
良
 ら

 は冷蔵庫の製氷室を引き出した。

　中には、四角い氷の
塊
 かたまり

 がいくつも入っている。

「この氷は自由に使ってもらっていいんで、冷たい飲み物を飲みたくなったりしたら勝手に使ってもらっていいですよ。料理で冷たいものを作りたい時にも、使ってもらってかまいませんから」

「はいっ！」

　まるで体育会系のような張りのある返事を返しながら、マリーはこくこくと必死で
頷
 うなず

 く。

「それで、この下にあるのが冷凍庫といって、中には
凍
 こお

 った食材がたくさん入っています。隣に置いてある大きな箱も冷凍庫です」

「はいっ！」

「この中のものを自由に使って料理を作って欲しいんですけど、慣れるまでは味とか想像つかないと思うんで、しばらくは一緒に選びましょうか。調理場で一緒に料理してもかまわないです」

「はいっ！」

「じゃあ、早速朝食に使う食材を選びましょう。……といっても、朝から冷凍食品使って料理ってのもあれなんで、レトルトスープでいいですかね。パンは缶詰のを使えばいいか」

「はいっ！」

　同じ返事を繰り返すＢＯＴのような状態になってしまったマリーと一緒に、
一
 かず

 
良
 ら

 は食材を選び始めた。





　

第５章　メロメロばんばん

　

　それから１時間後。

　２人は調理場で朝食を作り、ダイニングルームへと向かった。

　部屋に着くと、すでにリーゼとナルソンが席に着いていた。

　２人は柔らかく
微笑
 ほほえ

 んで、「おはようございます」と
一
 かず

 
良
 ら

 に
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をする。

「カズラ様、長旅お疲れ様でした。お身体の調子はどうですか？」

「おはようございます。昨晩はゆっくり休ませてもらったんで、すっかり元気になりましたよ……えっと、ジルコニアさんは？」

　リーゼに笑顔で答えながら、
一
 かず

 
良
 ら

 はちらりとジルコニアの席に目を向ける。

　その席には、食事が用意されていなかった。

「それが、過労がたたって今朝から体調を崩してしまったようでしてな。今日のところは大事をとって、部屋で休むと連絡を受けています」

「そう……ですか」

　表情を
曇
 くも

 らせた
一
 かず

 
良
 ら

 に、ナルソンは不思議そうに首を傾げた。

　だが、ジルコニアのことを心配しているのだろうとすぐに納得すると、席につくよう
一
 かず

 
良
 ら

 に勧める。

「カズラ殿がいない間、ジルはいつも以上に働きづめでしたからな……張り切りすぎて、溜まっていた疲れが一気に出てしまったのでしょう。数日の間は休ませたほうがいいかもしれません」

「そうですね……そうさせてあげてください」

　席に座りながら昨晩のことを思い出し、気まずい心境で答える。

　自分がイステリアを離れている間に、そこまでジルコニアが必死に働いていたとは知らなかった。

　だが、彼女がこの場にいない理由は、どう考えても昨晩の自分のせいだろう。

　後で何かしらのフォローは入れておく必要がありそうだ。

「本日のジルの仕事は私が引き受けますので、心配なさらないでください。他にも何かあれば、何なりと」

「いえ、特には大丈夫です。ありがとうございます」

　この様子からして、ジルコニアは昨晩の出来事をナルソンには話していないようだ。

　もし話していたら、それこそこの場の雰囲気はお通夜のような状態になっていたに違いない。

「カズラ様、今後は私もできる限りお手伝いいたします。水車の設置もすべて終えましたので、今日からは別のお仕事もお手伝いできますわ」

　暗い顔の
一
 かず

 
良
 ら

 を気遣うように、リーゼが横から口を挟む。

「え、すべてって、東側と南側の水路にもすべて設置し終えたんですか？」

　驚いて聞き返すと、リーゼはにっこりと
微笑
 ほほえ

 んだ。

「はい、皆とても頑張ってくれたので、予想以上に早く作業を終えることができました。水車の精度についても、近日中に改善する見通しです」

「そりゃすごい……でも、精度が近日中に改善するって、いったいどうやったんですか？　人手が足りなくてどうにもならなかったはずだと思いますが」

「大工職人のところに来ている仕事の一部を、以前軍役に就いていた傷病兵に肩代わりしてもらったんです。前線での生活が長かった方は陣地構築や武具の補修の経験があるので、ある程度の工作技術は身についていると思いまして」

「うむ、カズラ殿がイステリアを発った次の日から、リーゼは大工職人を伴って市民の家を一軒一軒訪ねていきましてな。
怪
 け

 
我
 が

 の程度を見ながら実務に耐えられるか選別して、その者たちに新たな職を見つけるとともに、大工職人の負担を減らそうと動いてくれたのです。仕事の
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 は大工職人が支払う形にリーゼが上手く話をまとめてくれたので、我々の
懐
 ふところ

 も痛みません」

　ナルソンが付け足した説明に、
一
 かず

 
良
 ら

 は思わず目を
剥
 む

 いた。

　まさか自分がいない間に、リーゼが自ら考えてそこまでやってくれるとは思っていなかった。

　言われたことだけをやるのではなく、どうすればもっと上手くいくのかを考えて率先して動くことができるとは、リーゼは若いながらにかなり優秀な人材のようだ。

　もちろん、彼女が今まで市民に対して非常に親密に接していたからこそ、これほどまでに上手くことが運んだのだろう。誰にでもできる芸当ではない。

「工作や製材作業だけではなく、買い付けなどの使い走りや
炊
 すい

 
事
 じ

 などの雑務も行うように指示しておきましたので、職人たちの負担はだいぶ軽減できるはずです。１つの工房に複数人あてがったので、無理のない程度に交代で作業に当たることができると思います」

「なるほど、雑務がなくなれば、職人は作業に集中できますもんね……しかもきちんと交代制か」

　今まで、職人たちは物品の買い付けや納入、それに加えて
炊
 すい

 
事
 じ

 や洗濯まで、すべて自分たちだけで行っていた。

　軽作業に加えてそれらの雑務の大半をやらなくて済むとあれば、工作作業にあてる時間を大幅に増やすことができるだろう。

　仕事に就けなかった傷病兵たちも、そこまで高い賃金は望めなくとも、一応は職にありつくことができる。

　しかもリーゼが後ろ盾としてかまえていてくれるのであれば、彼らも安心して働けるはずだ。

　双方の利害が一致した、素晴らしい方策といえる。

「職人たちに余裕ができれば、おのずと工作精度も向上するはずです。あと、カズラ様に相談したいことがありまして……もしよろしければ、食事の後で少しお時間をいただけませんか？」

「分かりました。大工関係のことですか？」

「はい、水車の設計図を職人のかたが手直ししたので、カズラ様にも見ていただきたくて……設計図は資料室にありますので、食後に一緒に参りましょう。お父様、よろしいですよね？」

「うむ、カズラ殿ならどこの部屋でも入ってもらってもかまわんよ」

　ナルソンが
頷
 うなず

 くと、リーゼはほっとした様子を見せた。

　リーゼが
一
 かず

 
良
 ら

 を連れて行こうとしている資料室には、イステール領にとって重要な書類が多数保管されている。

　もしナルソンが難色を示したとしても、本当ならば資料室からリーゼが書類を運び出してしまえばいい。だが、それではリーゼが困るのだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 と一緒に、２人きりで資料室へ行かなければ意味がない。

　あの場所ならば、邪魔は入らないはずだ。

「資料室ですか。そういえば、まだ行ったことがなかったな」

　そんなことをつぶやいている
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼはいつものように可愛らしく
微笑
 ほほえ

 んだ。

　

　朝食をとり終えた後、
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼは資料室へとやってきた。

　この部屋はかなりの広さがあるようだが、書類をしまうための背の高い棚が大量に設置されていて、少し
窮
 きゆう

 
屈
 くつ

 に感じる。

　棚の間の通路は１人が通る分の隙間しか空けられていないため、すれ違う際は身体がぶつかってしまうことは避けられないだろう。

　壁には通気用の隙間こそ空けられてはいるが、窓は１つも設置されていない。

　そのため室内は真っ暗で、光源はリーゼが手に持っている
手
 て

 
燭
 しよく

 の灯りだけだ。

「暗いので、足元に気をつけてくださいね。水車の設計図はこちらです」

　リーゼは
手
 て

 
燭
 しよく

 で足元を照らしながら、ゆっくりと奥へ進む。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は棚にきょろきょろと目を走らせながら、リーゼの後に付いていく。

「すごい量の書類ですね……重要な書類はすべてここに保管されているのですか？」

「はい、お父様の執務室に置かれているものを除けば、重要なものはすべてここに保管されています。でも、資料が多すぎて何がどこにあるのか、私も詳しくは分からないんですよね」

　棚には細長い木の板が貼り付けられ、何の書類が納められているのかのメモ書きがされていた。

　棚の中には積み重ねられた皮紙のほかに、丸められた大きな皮紙も数多く保管されていた。

　リーゼはそのまま奥に進むと、壁に取り付けられた
燭
 しよく

 
台
 だい

 の
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 に火を移した。

　奥には少し広めにスペースが取られており、大きな長机が置かれている。

　リーゼは最奥にあった棚から丸められた大きな皮紙を１つ取り出すと、
手
 て

 
燭
 しよく

 を机に置き、机の上に広げた。

　この場で設計図を
一
 かず

 
良
 ら

 に見せるつもりのようだ。

「車輪と木箱の部分なのですが、職人さんが少し手を加えて強度を増すように設計し直したみたいなんです。私ではこれでいいのか判断がつかないので、カズラ様に見ていただきたくて……」

　リーゼはそう言いながら、図面がめくれないように片手で端を押さえ、
頬
 ほほ

 に流れる髪を耳にかけた。

　その仕草が妙に色っぽく、思わずドキドキしてしまう。

「ど、どれどれ……」

　リーゼに目を向けないように気をつけながら、片手で図面の端を押さえる。

　図面の水車は、
一
 かず

 
良
 ら

 が描いたものよりも
揚
 よう

 
水
 すい

 用の木箱が少し大きくなっており、車輪自体の強度を増すために骨組みが増設されていた。

　ぱっと見たところ、設計自体に問題はなさそうだ。

「ふむふむ、
揚
 よう

 
水
 すい

 量を増やそうとしてるのか。今使ってる水車の
揚
 よう

 
水
 すい

 量だと足りない感じでしたっけ？」

「いえ、完全に不足しているというわけではないのですが……職人さんと雑談をしていた時に、水路の先にあるため池に水が溜まるまでにはだいぶ時間がかかると話したことがあったんです。そしたら、その次の日にすぐに職人さんが新しい図面を描いて持ってきてくれて……」

「つ、次の日にですか。それは職人さんたちはずいぶんと頑張りましたね」

「はい。しかもお金は要らないから、使えるかどうかとりあえず見てくれって言ってくれて……何だか申しわけなくて」

　どうやら、職人たちはリーゼが困っていると思い込んで、新たに図面を引き直したようだ。

　忙しい仕事の合間を
縫
 ぬ

 って、リーゼのためにと大急ぎで描き上げたのだろう。

「なるほど。ということは、まだ製作は始まっていないんですね」

「はい、今のところ、水車の製作には
既
 き

 
存
 そん

 の図面を使っています。もし製作の許可をいただけるなら、すぐに新しい図面のもので作り始めると言っていました」

「そっか……なら、とりあえず１台試作してみましょうか。試しに使ってみて、問題がないようなら量産するってことで。すでに作り始めているものも、どこか別の場所で使うことはできるので、そのまま作り上げてもらってかまわないです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が許可を出すと、リーゼはほっとしたように
微笑
 ほほえ

 んだ。

「よかった……あの、カズラ様、イステール領のために色々と協力していただいて、本当にありがとうございます。なんてお礼を言ったらいいか……」

「いえ、いいんですよ。そんなに気にしないでください」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、リーゼは嬉しそうに
微笑
 ほほえ

 んで
一
 かず

 
良
 ら

 に向き直った。

　胸元で手をきゅっと握り、敬愛の眼差しを
一
 かず

 
良
 ら

 に向ける。

「今まで、領内の状況は悪くなる一方で、父も母もとても辛そうでした……でも、カズラ様が来てくださってから、未来に希望が持てるようになりました。私にできることなら、何でもいたします。これからも、カズラ様のお傍でお手伝いをさせてください」

「え、ええ、よろしくお願いしますね」

　わずかに上気した顔で見上げてくるリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 は言葉を詰まらせながらもなんとか
頷
 うなず

 く。

　その
瞳
 ひとみ

 が
若
 じやつ

 
干
 かん

 
潤
 うる

 んでいるように見えるのは、暗い部屋の中をゆらゆらと照らす
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の灯りのせいだろうか。

　リーゼは再び口を開きかけ、ふと
一
 かず

 
良
 ら

 の胸元に目を向けた。

「……それは？」

「あ、これですか。アロマペンダントっていうんです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がペンダントを手でつまんでみせると、リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 に近づいてペンダントに指で触れた。

「
綺
 き

 
麗
 れい

 な花の絵……それに、とてもいい香りですね。これは香木ですか？」

「いえ、この木の中には精油っていう薬液を染み込ませた布が入ってるんです。この香りは、その精油のものですね」

「そうなのですか……あの、このペンダントはどちらで？」

　そう問いかけるリーゼの表情に、
一
 かず

 
良
 ら

 は思わず息をのんだ。

　すぐ目の前で見上げてくるリーゼの
瞳
 ひとみ

 は、確かにわずかに
潤
 うる

 んでいた。

　だが、その表情は先ほどのものとは違い不安げで、
一
 かず

 
良
 ら

 の返答に
怯
 おび

 えているような
儚
 はかな

 げなものだった。

　やわらかな
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の灯りに照らされたその顔があまりにも美しく、
一
 かず

 
良
 ら

 は思わず見入ってしまう。

「せ、先日戻った村で貰いまして」

「村、ですか……平民のかたに、ですか？」

「え？　ええ、そうですが」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が
頷
 うなず

 くと、リーゼの
瞳
 ひとみ

 に
微
 かす

 かに喜色が浮かんだかのように見えた。

　しかしそれも一瞬で、再び切なげに
一
 かず

 
良
 ら

 の胸元に目を戻すと、ペンダントに触れていた手をそのまま
一
 かず

 
良
 ら

 の胸に添えた。
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「カズラ様……」

「は、はい!?
 」

　
憂
 うれ

 いを帯びた表情で見上げてくるリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 は緊張で声を裏返してしまう。

　なぜこのような状況になったのか、まったく頭が追いついていなかった。

「カズラ様……私……」

　意を決したような表情でリーゼが何か言いかけた時、部屋の入口の扉が開く音が響いてきた。

　その音に驚き、２人はとっさに距離を開けてしまう。

「ん？　カズラ殿、まだリーゼとこちらにおられたのですか？」

　入口から顔をのぞかせたナルソンは、棚の間から部屋の奥にいる
一
 かず

 
良
 ら

 とリーゼを見つけると意外そうな表情をみせた。

「はい。今、カズラ様に水車の設計図を見ていただいていたところで……」

　リーゼは先ほどまでの切なげな表情を消し、いつもの穏やかな表情でナルソンに応対する。

「何もそんな薄暗いところで見ていただかなくとも、外に図面を持ち出せばいいだろう。すぐそこにある談話室でも使えばいいじゃないか」

「いえ、ほんの少し見ていただくだけでよかった内容でしたので……お父様は、何の資料をお探しに？」

「うむ、
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 関連の資料を取りにな。領民の資産をもう一度洗いなおして、
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 時の装備と編成の区分を分けなおさねばならん。最近は忙しくて、途中まで手を付けて残りは放置していた状態だったからな。ジルが無理して起きだそうとしてきたから、あいつに手を付けられる前に私がやっておくことにしたんだ。早くやらなければと気にしている様子だったからな」

「そうでしたか……お母様の様子はいかがでしたか？」

「少しふらついて目の下に
隈
 くま

 ができていたが、そこまで顔色は悪くなかったぞ。今日と明日休ませれば、また職務に復帰できるだろう」

「そうですか……よかった」

　ほっとしたように
微笑
 ほほえ

 むリーゼを見て、
一
 かず

 
良
 ら

 は何ともいたたまれない気持ちになった。

　ジルコニアが体調を崩した原因は自分にあるのだが、その理由を今この場で言うわけにもいかない。

「ナルソンさん、その仕事の内容を、少し私にも見せてもらえませんか？」

「……よろしいのですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の申し出に、ナルソンは驚いた表情をみせた。

　今まで
一
 かず

 
良
 ら

 は軍事関係には一切触れてこなかったので、意外に思うのも当然だろう。

　だが、前に軍事について支援を求められた時は遠まわしに断りはしたが、何も絶対に支援を行わないと決めているわけではない。

　あの時はこの国の外交状況や領内の状況がまったく見えていなかったので、安易に
頷
 うなず

 くことを避けただけなのだ。

　とりあえずは領内の内政に関する支援は進み始めており、支援が必要な分野も少しずつ
把
 は

 
握
 あく

 できてきた。

　そろそろ軍事関連についての情報も、知っておいたほうがいいだろう。

　ジルコニアに対する罪悪感から、この場でそんなことを申し出たということもないとは言い切れないのだが。

「ええ、領内の軍備がどうなっているのか見させてください。私が口を出すかどうかはとりあえず置いておいて、どんな状況にあるのかだけでも教えていただければと」

「分かりました。それでは、早速執務室に参りましょう。リーゼ、書類を運ぶのを手伝ってくれ」

「あ、私も運びますよ」

　リーゼは歩いていく
一
 かず

 
良
 ら

 の背を見つめながら、ぎゅっと拳を握り締めていた。

　表情こそいつものように穏やかなもののままだが、心の中はまったく穏やかではない。

　――……もう少しだったのに!!


　先ほど邪魔が入らなければ、リーゼはあのまま
一
 かず

 
良
 ら

 を落としにかかるつもりだった。

　ここに来た時はそこまでするつもりはなかったのだが、先ほど
一
 かず

 
良
 ら

 が付けているペンダントの話を聞いて気が変わった。

　あのペンダントの贈り主は平民だと
一
 かず

 
良
 ら

 は言っていた。

　もし
一
 かず

 
良
 ら

 が貴族なら、平民からの贈り物を常に身につけているような真似はしないだろう。

　だが、それをしているということは、
一
 かず

 
良
 ら

 自身も平民であるとみて間違いない。

　平民である
一
 かず

 
良
 ら

 があそこまでナルソンと親しげにしているということは、
一
 かず

 
良
 ら

 は平民が大きな力を持つ国であるクレイラッツから支援にやってきた有力者ということになる。

　隣国の有力者でジルコニアも認めている人物、そのうえすさまじい金持ちで気前もよく、性格は穏やかで気遣いもできる働き者。

　これ以上の優良物件に、リーゼは今まで
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 したことがなかった。

　何やら本国に親しくしている女の影がありそうだが、この間リーゼが渡した『親愛のブレスレット』を受け取ったということは、少なからずリーゼに対して興味を持っているということだろう。

　それならば、先制攻撃あるのみだ。

　何とかして
一
 かず

 
良
 ら

 の心を射止め、なし崩し的にでも関係を持ってしまえば、あとはどうとでもなる。

　大貴族である領主の娘の自分と一度関係を持ってしまえば、いくらクレイラッツの有力者とはいえ、平民の身分である
一
 かず

 
良
 ら

 は責任を取らざるをえなくなる。

　そうなってしまえば、あとはそのまま結婚一直線。

　めでたく
一
 かず

 
良
 ら

 は、イステール家の
婿
 むこ

 
養
 よう

 
子
 し

 ということになるはずだ。

　だが、そうなるための重要な第一歩を、よりにもよって自分の父親に邪魔されてしまった。

　この場所に入ることのできる人物はごく少数に限られているため、絶対に邪魔は入らないと踏んでいたのだが、どうやら判断を誤ってしまったようだ。

　あのまま邪魔が入らなければ、かなりいい雰囲気に持っていくことができただろう。

　上手くいけば雰囲気に後押しされて、
一
 かず

 
良
 ら

 から好意の言葉を引き出すことができたかもしれない。

　そう考えると、リーゼは歯噛みする思いだった。

「リーゼさん、どうかしましたか？」

　その場で立ち尽くしているリーゼに気づき、
一
 かず

 
良
 ら

 は振り返って首を傾げた。

「いえ、何でもありません」

　リーゼは可愛らしく
微笑
 ほほえ

 むと、握り締めていた拳をそっと解き、
一
 かず

 
良
 ら

 の下へと足を向けた。

　

　執務室に移動した
一
 かず

 
良
 ら

 は、数枚の資料を前にナルソンから説明を受けていた。

　資料の内容は、領内の
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 に関する基本事項が主となっている。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はまだこの国の文字が上手く読めないので、要点をナルソンが口頭で説明するかたちだ。

　隣にはリーゼが座っており、
一
 かず

 
良
 ら

 の求めに応じて書類に記載された内容を読み上げていた。

「資産に応じて規定された装備を各自が用意するとありますが、装備品の規格は統一されていないのですか？」

「裕福な貴族の私兵は装備を統一していることが多いのですが、
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 によって集められる市民の装備はバラバラですな。ただし、第２階級以上の者には、長槍と盾の大きさは指定したものを用意するように指示しています」

　説明によると、この領地での
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 内容は資産に応じて異なるとのことだ。

　
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 される市民は資産に応じて５階級に分けられ、装備や加わる部隊もそれによって異なる。

　第１階級がもっとも裕福で、第５階級がもっとも資産が少ないといった区分けだ。

　イステール領におけるそれぞれの階級ごとの装備は、次のようになっている。

　

　第１階級：
兜
 かぶと

 、円盾、胴鎧、
脛
 すね

 当て、長槍、剣

　第２階級：
兜
 かぶと

 、円盾、胸当て、長槍、剣

　第３階級：
兜
 かぶと

 、円盾、短槍

　第４階級：短槍、投げ槍、手盾

　第５階級：投石器、石、手盾

　

　このうち、第１、第２階級は重装歩兵という兵種に分類され、それ以外のものは軽装歩兵である。

　また、第１、第２階級のものが用意する盾は青銅製の頑強なものでなくてはならず、大きさも厳密に指定されている。

　このほかに、弓を扱えるものは階級にかかわらず弓兵として採用される。

　貴族は幼い頃から騎乗訓練を受けることが一般的なため、基本的に騎兵として扱われる。

　貴族の持つ私兵は貴族が装備を提供する分、装備の質が優れていることが多い。

　ラタが支給されていることも多々あるので、騎乗技能のあるものは騎兵として参加し、それ以外のものは第１階級の兵士と同列の扱いを受ける。

　また、貴族でなくとも騎乗技能があり、ラタを調達できるものは、資産階級を無視して騎兵として扱われる。

　騎乗技能というものは弓と同じく熟練を要するものであり、ただ乗るだけならばまだしも、騎乗した状態で剣や
槍
 やり

 を振るうことができるようになるまでには長い年月が必要だ。

　そのため、幼い頃から騎乗訓練を受ける貴族以外では、騎兵として戦うことのできる者はごく少数に限られてしまう。

「なるほど、資産が少ない市民は用意する装備が少ないんですね」

「
槍
 やり

 や手盾ならともかく、胴鎧や剣、
兜
 かぶと

 といった武具は調達や手入れに金がかかりますからな。すべての召集兵に統一された武具を用意させるとなると、その者たちにかかる負担が大きすぎます。なので、資産に応じて必要最低限の装備を指定するかたちになっております」

「領主側で武具を用意して配布するといったかたちにはできないんですか？」

「さすがにそこまで用意するのは厳しいですな……青銅の武具は高価ですし、平時からすべての武具を我々が用意しておくとなると手入れにも手間がかかりますので、それ相応の財源が必要になります」

「んー、そうですか。やはり財源問題か……」

　本来ならば規格が統一された武具を領主側で用意し、それを配布して使わせる形にしてしまうのが一番いいのだろう。

　規格が統一されれば戦力のばらつきも抑えられるし、何より貧富の差に関係なく同一の戦力として扱うことができる。

　だが、先立つものがないのでは、とやかく言っても仕方がない。

　まずは領内の財源問題を何とかしなくては、軍備をどうこうするどころの話ではなさそうだ。

「となると、やはり
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の生産高を上げることと、新たな道具の導入であちこちのコストを下げるしかないですね……手押しポンプの導入で鉱山の採掘量が増えれば、なおのこといいんですけど」

「そうですな。特に銀の採掘量が増えれば、財源はかなり
潤
 うるお

 うことでしょう。それに、銅と
錫
 すず

 の採掘量が増えれば装備の価格も下がりますので、召集兵の武具の質も向上するはずです」

「価格と質か……ふむ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は以前検討していた製鉄技術の導入について考える。

　もし近場で
鉄
 てつ

 
鉱
 こう

 
石
 せき

 が手に入るのならば、製鉄技術の導入によって武具の価格を大幅に下げることができるだろう。

　これは地球の話だが、鉄は銅や
錫
 すず

 といった金属とは比べ物にならないくらいの埋蔵量がある。

　埋蔵量が多いということは希少価値も低いということであり、調達コストも安くなるということだ。

　青銅の代わりに鉄を用いれば、武具の価格を確実に下げることができるはずだ。

　鉄は青銅よりも硬く耐久性に優れるので、質の向上にも繋がる。

　青銅に比べて加工に手間はかかるが、鉄の導入には大きなメリットがあるだろう。

　装備品の作製による
鍛
 か

 
冶
 じ

 職人の負担は激増するが、水車を動力とした鍛造機の導入によって、ある程度の負担は軽減できるはずだ。

　以前バレッタに聞いた話では、４年後にはバルベールとの戦争が再開されるかもしれないとのことだった。

　前回の戦いでは痛み分けという結果だったようだが、次も前回同様にこの国が持ちこたえることができるかは分からない。

　自分が手をこまねいて支援が遅れ、アルカディアが滅ぼされるようなことになっては取り返しがつかないので、必要とあれば製鉄技術は導入するべきだろう。

　だが、戦争が再開されずにこのまま平和を維持できるのであれば、革新的な技術である製鉄技術の導入は行う必要がない。

　製鉄技術が導入された場合、周辺国とのパワーバランスは大きく崩れることになるはずなので、導入には慎重を期す必要がある。

「ナルソンさん、他国との外交状況……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそこまで言いかけて、隣に座るリーゼが不思議そうな表情で見つめてきていることに気がついた。

　うっかりしていたが、リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 がグレイシオールだとは知らないのだ。

　軍備についてあれこれと何も知らないふうに質問する
一
 かず

 
良
 ら

 を見て、不思議に思っているのだろう。

「……は、また今度詳しく聞かせてください。続きはまた時間がある時にでも」

　そう言って
一
 かず

 
良
 ら

 が席を立つと、隣のリーゼも一緒に立ち上がった。

「ん、そうですか。では、詳しくはまた後ほど。お話を聞いてくださり、ありがとうございました」

　そんな
一
 かず

 
良
 ら

 に、ナルソンは深く頭を下げた。

　

　執務室を後にした
一
 かず

 
良
 ら

 は、リーゼと屋敷の廊下を歩いていた。

　今は午前中だが、午後からはアイザックやハベルとともに、中庭で水力発電機用の水路を掘る予定になっている。

　今の時間は午前11
 時過ぎといったところで、昼食までは少し時間が空いていた。

「カズラ様、先ほどのことなのですが……」

　軍備について考えながら
一
 かず

 
良
 ら

 が歩いていると、おずおずといった様子でリーゼが話しかけてきた。

「あ、はい。何ですか？」

　そう返事をした後で、
一
 かず

 
良
 ら

 は資料室での一連の出来事を思い出す。

　あの時のリーゼの
潤
 うる

 んだ
瞳
 ひとみ

 を思い出し、思わず顔が熱くなる。

　何やらすごい勢いで迫られていた気がするが、あれはいったい何だったのだろうか。

「もし軍事関連に興味がおありでしたら、私が軍部をご案内いたしますわ。近衛兵やその他の私兵は日々訓練を重ねていますから、訓練場や兵舎に行けばその様子を見ることができます」

「え、そっち？」

「え？」

「あ、いえ！　ぜひお願いします！　一度軍の様子も見てみたいなと思っていたところなので！」

　てっきり資料室での話の続きをされると思っていた
一
 かず

 
良
 ら

 は、予想外の提案に思わず心の声を漏らしてしまった。

　これではまるでそっちの話を期待していたかのようにとられかねないと、慌ててリーゼに
頷
 うなず

 き返す。

「では、早速午後から……は、私は面会の予定が入っていました。明日……も、確か面会が……すみません、また後ほど時間を合わせて、一緒に参りましょう」

　自分の予定が立て込んでいることを思い出し、リーゼは残念そうな表情になった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がグリセア村に戻っている間、リーゼはできる限り仕事を進めてしまおうと、申し込まれた面会をすべて断っていた。

　だが、断られた面会者はそのまま
諦
 あきら

 めるわけではなく、面会予定を後ろ倒しにする形で再度申し込んできたため、現在リーゼは身動きが取れない状態になってしまっていた。

　都合が悪いと言って面会をキャンセルすれば、その予定自体がなくなるとリーゼは考えていたのだが、考えが甘かった。

　さすがに何度も断り続けるのは
体
 てい

 
裁
 さい

 が悪いので、仕方なく本日の午後から面会を受ける形になった。

「あ、大丈夫ですよ。私のほうも午後からは予定が入っていますから、そのうちまたご一緒しましょう」

「ありがとうございます。また時間がある時に、ぜひ。街へのお出かけも、楽しみにしていますね」

「そうですね、近いうちに都合を合わせて、出かけてみましょうか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が話を合わせると、リーゼはとても嬉しそうに
微笑
 ほほえ

 んだ。

「はい！　では、後で私の予定を整理して、都合が付きそうな日程をお伝えしますね！」

「え、ええ、分かりました」

　楽しみで仕方がないといった様子のリーゼに、
一
 かず

 
良
 ら

 は
若
 じやつ

 
干
 かん

 
戸
 と

 
惑
 まど

 いながらも
頷
 うなず

 いた。

　資料室での一件といい、今の会話の流れからの食いつきといい、
一
 かず

 
良
 ら

 がイステリアに戻ってきてからというもの、リーゼの態度が急変しているように思える。

　かなり社交的な性格の娘だとは思っていたが、何やらそのベクトルが予想外の方向に変わっているように感じられた。

　その後、
一
 かず

 
良
 ら

 は昼食までの時間を、リーゼと中庭で雑談をして過ごしたのだった。

　

　その日の午後。

　昼食をとった
一
 かず

 
良
 ら

 は、アイザックとハベルとともに中庭にいた。

　
傍
 かたわ

 らには水力発電機入りのダンボール箱が置かれており、その上には説明書が広げられている。

　ちなみに、先ほどの昼食の席にも、ジルコニアは姿を見せなかった。

　今日のところは自室でゆっくり休むらしい。

「なになに、『発電機を動かすにはある程度の勾配が必要』……って、平らな地面じゃ発電できないじゃないか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が購入した水力発電機は、太い塩化ビニールの筒の中に水を流して使用するタイプの物だ。

　筒の中には扇風機のような形の羽がついており、筒の中に水が流れると羽に水流の力が加わり、回転する。

　羽の軸は発電機に直結しており、水流の力によって軸を回転させ、発電機が駆動するといった方式だ。

「高い所から水を流す必要があるのですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 のつぶやきを聞き、様子を見ていたハベルが声をかける。

「ええ。また一仕事しないとダメみたいです……」

「人員は我々で用意いたしますので、なんなりとお申し付けください。すぐに作業に取り掛からせますので」

「では、敷地の取水用の水路に何台か水車を設置して水を
汲
 く

 み上げることにしますか。
汲
 く

 み上げた水は水道橋を作って部屋の前まで持ってくるようにしましょう」

「かしこまりました。では、早速人員を集めます」

「お願いします。私は必要な部材や水道橋の設置位置を確認しておきますね。アイザックさんは水車の手配をお願いします。確か、大工職人の工房に製作途中の水車が何台かあるはずなので、それらをこちらに流用しましょう」

　現在はガソリン式発電機を使って冷蔵庫の電力を
賄
 まかな

 っているが、今回用意した水力発電機を用いれば、エアコンや電子レンジといった家電も使えるようになる。

　発電機に使うガソリンはそのままとっておき、どこか別の場所で電源が必要な時に発電機と一緒に持ち出すかたちにできるだろう。

　そして何より、エアコンが使えるようになれば日々の暮らしはかなり快適になるはずだ。

　水力発電機の発電量からいって、こちらに持ち込んだ家電に必要な電力はすべて
賄
 まかな

 うことができる。

　上手く水力発電機が設置できれば、今後は日本での生活とほぼ変わらない日々を過ごすことができるだろう。

　

　その日の夜。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は自室で酸素バーナーを使い、透き通った緑色のガラスロッドを溶かしていた。

　酸素バーナーから噴出す青色の炎は、２０００度近い超高温だ。

　ガラスに当たる炎の色が目によくないので、専用のメガネを着けての作業である。

　左手に持ったガラスロッドの先端を炎に当て、くるくると手前に回しながら少しずつ溶かしていく。

　溶かした先端がある程度の大きさの玉になってから炎から出し、机の上に置いたカーボンの板に押し付けて、形をいびつに変形させる。

　変形させたガラスの端を専用ピンセットでつまみ、玉になった部分とガラスロッドを炎で焼いて切り離し、切断面を焼いて形を整えれば完成だ。

「けっこう作ったな……それにしても、いったいいくらで売れるんだろうか」

　出来上がったいびつなガラス玉をクッキーの空き缶に入った徐冷材に放り込み、バーナーの炎を止めて背伸びをする。

　徐冷材の中には、30
 個以上の大小さまざまな大きさのガラス玉が入れられていた。

　かれこれ４時間ほどガラスを焼き続けているのだが、材料のガラスはまだ大量に余っている。

「まとめて産出ってことにするとなると、これ全部焼いたほうがいいのかな……意外と時間がかかるもんだ」

　用意したガラスロッドは、全部で６・５キロほどもある。

　これらをすべて焼くにはかなり時間がかかりそうだが、毎日少しずつ焼いていくしかないだろう。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそこまで考えて、ふと以前、街の雑貨屋で売った紅水晶のことを思い出した。

　あの時の紅水晶は、この間ナルソンに見せたような透明度の低いものではなく、薄っすらと透き通った半透明のものだ。

　しかも、機械でカットされた完全な球体なので、その価値はすさまじいものになるだろう。

「あの婆さん、今ごろ
左
 ひだり

 
団扇
 うちわ

 なんだろうか……今度様子を見に行ってみるか」

　透明度の低い宝石でも、真円にカットされたものは１万アル近い価値があるのではないかとナルソンは言っていた。

　あの時はかなりの安値で買い叩かれてしまったことになるが、あの雑貨屋の老婦人がそれをいくらで売り払ったのかは分からない。

　先日ナルソンに宝石を見せた時、ナルソンたちはそれらが完全な球体であることに、とても驚いていたように見えた。

　あの反応からすると、今まで彼らはあのような宝石を見たことも聞いたこともないと考えて間違いないだろう。

　高価な宝石は羽振りのいい大貴族や王族がこぞって手に入れようとしているとの話だったので、もしあの紅水晶がイステリアの市場に出回っている場合、少なからず
噂
 うわさ

 になっているはずだ。

　だが、その
噂
 うわさ

 がナルソンやジルコニアの耳に入っていないということは、雑貨屋の老婦人はどこか別の地域か国に売り払ったということになる。

　その場合、あの老婦人はすさまじい価値の宝石を、出所不詳の状態で売買できるパイプを持っていることになる。

　今回売り払おうとしているガラス玉の売買に、そのパイプを使うことができればかなりありがたい。

　とはいえ、平気で
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 のようなことをして
儲
 もう

 ける人物には変わりないので、また
騙
 だま

 されるようなことのないように慎重に接触を図らなければならないが。

　今度リーゼと出かける時に文無しでは困るので、何か適当な品物を換金するついでに訪問してもよさそうだ。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は考えをまとめて一息つくと、テーブルの端の紙袋へと目を向けた。

　紙袋には、昨晩ジルコニアに渡すことのできなかったクリームや保湿ゲルなどの化粧品、それらに加えてリポＤが１本入っている。

「エイラさん、いるかな」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は椅子から立ち上がり、ハーブティーの材料が入ったカゴと紙袋を手に取った。

　

「あ、エイラさん。こんばんは」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が調理場にやってくると、そこには椅子に座るエイラの姿があった。

　エイラは
一
 かず

 
良
 ら

 の姿を見るとほっとした様子で立ち上がり、深々と腰を折る。

　エイラの服装は前回のような寝間着姿ではなく、昼間と同じ
侍
 じ

 
女
 じよ

 服だ。

　どうやら、
一
 かず

 
良
 ら

 が来ることをずっと待っていたらしい。

「カズラ様、夜分遅く失礼いたします。以前お話ししたお菓子を作ってみたのですが……その、ご迷惑ではなかったでしょうか」

　テーブルの上には、リンゴのような果物のコンポートが載せられた銀の皿が置かれていた。

　コンポートとは、果物をシロップや果実酒で煮こんで作った菓子の総称だ。

「いえいえ、迷惑だなんてとんでもないです！　すごく
美味
 おい

 しそうなお菓子ですね！」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はテーブルに歩み寄ると、不安げな表情をしているエイラに笑顔を向けた。

　それを受けて、エイラも安心したように笑顔を見せる。

「ありがとうございます。このお菓子、家で弟や妹に時々作るんですが、好評なんですよ。リーゼ様にも何度かお出ししましたが、すごく
美味
 おい

 しいって
褒
 ほ

 めていただきました」

「へえ、そりゃ楽しみだ。お茶を
淹
 い

 れて、早速いただきましょうか」

「あ、お湯は先ほど
沸
 わ

 かしておきました。今お
淹
 い

 れいたします」

　エイラは
竈
 かまど

 に向かうと、青銅の鍋に入れられていたお湯を銅のピッチャーに移した。

　あらかじめ
一
 かず

 
良
 ら

 がハーブを移しておいたガラスポットのフタを開け、お湯を注ぐ。

　お湯を注がれたハーブたちはふわりと広がり、すぐに薄い赤色にお湯が染まった。

　今回は、ハイビスカスとローズヒップを中心とした疲労回復をメインにしたブレンドだ。

　エイラは小皿にコンポートを移し、フォークを添えて
一
 かず

 
良
 ら

 と自分の前に並べた。

　２人は席に着くと、「いただきます」と断りを入れてからフォークを手に取る。

「ん、これは甘くて
美味
 おい

 しいですね！」

　口に入れたコンポートの味に、
一
 かず

 
良
 ら

 は
頬
 ほほ

 を緩ませた。

　果実酒でよく煮詰められた果物は、とてもさっぱりとした甘さで口当たりがいい。

　砂糖を使っていないために甘さは控えめだが、これくらいのほうが食後のデザートとして出す場合は向いているだろう。

　冷蔵庫でしっかりと冷やせば、もっと
美味
 おい

 しく食べられそうだ。

「ありがとうございます！　……よかった」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の様子をじっと
窺
 うかが

 っていたエイラは、ほっとしたように
微笑
 ほほえ

 んだ。

「あ、エイラさんも食べてください。別に気を使う必要はないですから、気楽にいきましょう」

「はい、いただきます」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の勧めに応じ、エイラもコンポートに手をつける。

　これまで、
一
 かず

 
良
 ら

 の食事中にエイラが傍で控えているということは何度もあったが、こうして２人一緒に何かを食べるということは初めてだった。

「
侍
 じ

 
女
 じよ

 さんたちって、普段はいつ食事をとっているんですか？　いつも忙しく動き回っているイメージがありますけど」

「朝と昼はカズラ様たちの食事の後に、当番の者がまとめて作っておいたものをぱぱっと食べる感じですね。夜はこの食堂が開放されているので、手の空いた時間にやってきて、好きなものを注文して食べています。けっこう
美味
 おい

 しいんですよ」

「え、好きなものって、メニューは固定じゃないんですか？」

「その日ある食材にもよりますけど、けっこう融通がききますね。前もって料理人に希望を出しておけば、たいていのものは用意しておいてくれますよ。夜は夜勤者くらいしか食べに来る者がいないので、そこまでたくさん食材を用意しなくてもいいからかもしれないですけど」

「なるほど……今度私も食べにきてみようかな」

「か、カズラ様がですか？　料理人がびっくりしてしまいそうです」

「むう、それもそうか。なら、警備兵とかに変装してくればなんとかなりませんかね？」

「あ、それならもしかしたら……いえ、バレます。絶対バレます」

「だ、ダメか……くそう、何とかして一度食べてみたいな……」

　初めは遠慮がちにしていたエイラだったが、
一
 かず

 
良
 ら

 が気さくにペラペラと雑談を振るうちに、少しずつ緊張が和らいでいったように見えた。

　そのまましばらく雑談していたのだが、ふと話が途切れたところで
一
 かず

 
良
 ら

 は本題を切り出すことにした。

「エイラさんって、普段ジルコニアさんに会う機会ってありますか？」

「はい。毎日夕方近くになると、リーゼ様の次の日の予定の調整と、私の業務の報告のために面談をしております」

「そうなんですね……あの、実は１つ頼まれて欲しいことがありまして」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は自分の足元に置いておいた紙袋を取ると、テーブルの上に置いた。

「これなんですけど、ジルコニアさんに渡しておいてもらいたいんです」

「かしこまりました。このままお渡ししておけばよろしいでしょうか？」

「んー……いえ、今から中身を説明するので、ジルコニアさんにも同じように伝えておいてください」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう言うと、紙袋の中から化粧品とリポＤを取り出してエイラの前に並べた。

　目の前に出された化粧品の美しい容器に、エイラは目が釘付けになる。

「これ、私の国の化粧品なんです。肌のお手入れに使うもので、使い方は……エイラさん？」

「は、はいっ！」

　化粧品を見て固まるエイラに
一
 かず

 
良
 ら

 が声をかけると、エイラは緊張した様子で跳ねるように返事をした。

　いきなりこのような品物を見せられては、驚くのも無理はないだろう。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそのまま説明を続けようと口を開きかけて、ふと別のことを思い立つ。

「エイラさんは、ナルソンさんやジルコニアさんから、私について何か聞いていますか？」

「え……」

　その問いかけに、エイラは一気に表情を
強
 こわ

 
張
 ば

 らせた。

「な、何か……ですか？」

「ええ、色々と申し付けられているとは思いますが、何て聞かされてます？」

　以前、ナルソンは『カズラ殿はかなり高貴な家柄であり、無用な
詮
 せん

 
索
 さく

 はしないようにと配下の者に伝えておく』と言っていた。

　だが、高貴な家柄とはいっても、どのような立場にある人物の設定にするのかは聞いていなかった。

　色々と珍しい道具を持ち込んでいるので、他国の人間ということにされているだろうことは何となく想像がつく。

　後で詳しい設定を直接ナルソンに聞いてしまえば話は早いのだろうが、さわり程度ならばこの場でエイラに聞いてしまってもいいだろう。

「えっと……」

　エイラはやたらと緊張した様子で悩むが、やがて観念したかのように口を開いた。

「カズラ様はグレイシオール様で、イステール領に多大なるご支援をしてくださっているということと……」

「……え？」

　どんな設定なのだろうかと気軽にかまえていた
一
 かず

 
良
 ら

 は、エイラの口から出た予想外の
台詞
 せりふ

 にきょとんとした表情になった。

　そんな
一
 かず

 
良
 ら

 の反応に、エイラはびくっと肩をすくめる。

「あ、いえ、続けてください。支援をしているということと、何ですか？」

　まさかエイラがそのようなことを聞かされているとは思っておらず、
一
 かず

 
良
 ら

 は内心困惑した。

　だが、自分の専属従者になった時に説明を受けていたのだろうと納得しておき、続きをうながす。

「……私たちに、祝福の力を授けてくださるということです」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はぎょっとした。

　今までナルソンやジルコニアたちには、長期間にわたって
一
 かず

 
良
 ら

 が持ってきた食べ物を
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 することで得られる剛力についての説明はしていない。

　しばらく前にアイザックとハベルにリポＤを飲ませたことはあったが、そのことは口外しないようにと２人には伝えてある。

　第一、リポＤを一度飲んだくらいでは体力全快の効果しか出ないはずなので、２人は食べ物の長期
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 によって得られる剛力については気づいていないはずだ。

「その祝福の力についてですが、具体的にはどんなものだと聞いてますか？」

「その……まるで怪物のような力とだけ聞いています。そこまで詳しくは聞いていないので……」

「それについて、他には誰が知っていますか？」

「そ、そこまでは私には分かりません。ジルコニア様からカズラ様の専属従者になるように申し付けられた時に、合わせて簡単に説明を受けただけですので……」

「そう……ですか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は腕を組むと、いったいどういうことだろうかと考え込んだ。

　エイラがジルコニアから色々と説明を受けていたことは、専属従者になるにあたっての説明とみれば不自然ではない。

　せめて一言連絡が欲しかったが、ジルコニアも忙しい身なので、うっかり伝え忘れたということもあるだろう。

　だが、剛力の話が出てきたことは予想外だった。

　グリセア村の誰かが話を漏らしたのかとも一瞬考えたが、村人たちの
一
 かず

 
良
 ら

 に対する崇拝ぶりと、アイザックとハベルの今までの態度を考えると、その線は薄いだろう。

　――となると、前に
野
 や

 
盗
 とう

 に村が襲撃された時の
痕
 こん

 
跡
 せき

 から……あ、そうか、そういうことか。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそこまで考えて、１つの見落としに気がついた。

　村を襲った
野
 や

 
盗
 とう

 は全員がバリンたちによって殺されたわけではなく、何人かの生き残りが捕らえられていたはずだ。

　彼らは当然ながらバリンたちの戦いぶりを見ているはずなので、そこから話が漏れたと考えて間違いない。

　彼らから話が漏れたということならば、食べ物の効能については漏れていないとみていいだろう。今まで
一
 かず

 
良
 ら

 は一度も彼らと顔を合わせたことがなかったので、その存在をすっかり忘れていた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が考えをまとめていると、エイラがものすごく不安そうな表情でこちらの様子を
窺
 うかが

 っていることに気がついた。

「あ、すみません。エイラさんがそのことを聞いていたとは知らなかったもので……そんな顔しないでください、別に怒ったりしてませんから」

「は、はい。ですが、その……申しわけございませんでした」

「いえ、いいんですよ。ただの連絡漏れでしょう。エイラさんに非はありませんよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が笑顔でそう言うと、エイラは少しだけほっとしたように表情を緩めた。

　色々と予想外の話は出たが、エイラが
一
 かず

 
良
 ら

 のことをグレイシオールだと認識しているのならば、美容品やリポＤについても説明がしやすくなる。

　エイラには今後も世話になるはずなので、むしろグレイシオールだと知っていてもらっておいたほうが、何かと都合がいいだろう。

「えっと、それではさっきの続きを。まずはこれ、保湿ゲルっていうんですが、きちんと洗顔した後にこのくらいの分量を……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は化粧品の中から容器を１つ手に取ると、使い方をエイラに説明し始めた。

　

　２日後の朝。

　
一
 かず

 
良
 ら

 がマリーとともに朝食をとる部屋へやってくると、部屋にはすでに他のメンバーがそろっていた。

　今朝はジルコニアも席に着いており、
一
 かず

 
良
 ら

 の姿を見ると笑顔を見せた。

　先日までの少し疲れたような表情は影も形もなくなっていて、体調はすこぶるよさそうだ。

　ジルコニアにはエイラ伝いでリポＤを渡しておいたので、おそらくその効果が出ているのだろう。

「カズラさん、おはようございます。２日も休んでしまい、申しわけございませんでした」

「いえいえ、いいんですよ。体調は大丈夫ですか？」

「はい、もう大丈夫です。今ならいくらでも働けそうですわ」

　明るい表情で話すジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 は内心ほっと息をついた。

　この２日間、
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアの見せた泣き顔が頭にこびりついて離れず、どうしたものかとやきもきしていた。

　だが、この表情を見る限り、とりあえずはなんとか持ち直してくれたようだ。

「あの、カズラ様、本日のお仕事なのですが……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が席に着くと、リーゼが申しわけなさそうな表情で話しかけてきた。

　心なしか、その顔には疲れが残っているように見える。

「昨日に続き、また面会の予定が入ってしまい、本日もご一緒することができなくなってしまって……申しわけございません」

「そうですか……でも、面会も大切ですもんね。私のほうは手の空いている時に手伝ってもらえればけっこうですから、気にしないでください」

「ありがとうございます。実は、明日と
明後日
 あさつて

 も夜まで面会が入ってしまって……軍部の視察は３日後ということでもよろしいでしょうか」

「よ、４日間連続で面会ですか。視察はまた後日でもいいので、１日くらいゆっくり休んだほうが……」

「いえ、３日後は必ず予定を空けておきますので、ぜひご一緒させてください」

　あまりの予定の立て込みぶりに、
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼのことが心配になった。

　彼女は
一
 かず

 
良
 ら

 がいない間も、
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の水車の設置作業や、職人たちとの
折
 せつ

 
衝
 しよう

 で大忙しだったはずだ。

　しかも、その詰め込まれた予定の間を
縫
 ぬ

 うように、内政や軍事関連の講義まで専属の講師から受けているらしい。

　さすがに少し休憩を挟んであげなければかわいそうな気がするが、当の本人は休みを取る気がないようだ。

「軍部の視察をしてくださるのですか？」

　２人の話を聞き、ジルコニアが意外そうな表情を
一
 かず

 
良
 ら

 に向ける。

「ええ、
一昨日
 おととい

 ナルソンさんに軍備関連の説明を少ししてもらったのですが、一度自分の目でも見ておきたくて。今度時間のある時にでも、外交状況について聞かせていただければと思います」

「まあ、ありがとうございます！　もしよろしければ……あ、いえ、何でもありません」

　朝食の後で私がご案内しましょうか、とジルコニアは言いかけて、対面に座るリーゼからのどす黒いオーラを感じ取り、慌てて言葉を引っ込めた。

　予想外の
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉を受けて、ついつい余計な口出しをするところだった。

　エイラの話では、２人の仲は順調に進展していっているとのことだ。

　リーゼは積極的に
一
 かず

 
良
 ら

 を落とそうとしているらしいので、２人が一緒にいる場合は、なるべく自分は席を外すように心がけたほうがいいだろう。

　ここ数日、ジルコニアは
一
 かず

 
良
 ら

 が自分をかなり気にかけていたことに気づいていた。

　エイラ伝いで渡された化粧品のおかげで、荒れ気味だった肌は一晩で急激に持ち直した。

　入浴剤を使って風呂に入った時も似たような現象を体感したのだが、渡された化粧品の性能はそれとは段違いだった。

　また、大きく崩しかけていた体調もリポＤの効力で全快している。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の持ち込む道具の性能には何度も驚かされてきたが、まるで魔法のような効力を持った薬や化粧品まで所持していたことは予想外だった。

　これほどの効能を持った薬や化粧品を、まるでお
詫
 わ

 びの品のように渡されれば、あの晩の一件については自分の考えすぎだったということにさすがに気づく。

　昨日の夕方までずっと落ち込んで部屋で
塞
 ふさ

 ぎこんでいたのだが、気持ちを切り替えて頑張らねばと奮起していた。

「何か必要な情報がありましたら、何でも私におっしゃってください。軍部の統括は私が行っていますので、お答えできると思います」

「分かりました、その時はお願いしますね。でも、助言できるかは分からないので、あまり期待はしないでください」

　過度に期待を
煽
 あお

 ってもいけないと、
一
 かず

 
良
 ら

 は一言付け加える。

　だが、ジルコニアは特に残念がる様子もなく、
一
 かず

 
良
 ら

 ににっこりと
微笑
 ほほえ

 んだ。

「見ていただけるだけでも十分です。ありがとうございます」

「うむ、カズラ殿には内政面でも世話になりっぱなしですからな……とはいえ、やはり軍備についても助言をいただけると大変助かります。なにとぞ、よろしくお願いいたします」

「あ、はい、とりあえず見るだけ見てみますので。リーゼさん、よろしくお願いしますね」

「はい！」

　そうこうしているうちに食事の準備も整い、２日ぶりに４人そろっての食事をとり始めた。

　

　その日の午後。

　街なかのとある一角で、
一
 かず

 
良
 ら

 は井戸掘り職人たちに小型井戸掘り機の使い方を説明していた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 の隣には鎧姿のジルコニアもおり、
一
 かず

 
良
 ら

 の説明を真剣な表情で聞いている。

　周囲には布が張られ、作業風景をのぞき見られないように目隠しがされていた。

　アイザックとハベルは同行しておらず、この場にいるのは
一
 かず

 
良
 ら

 とジルコニア、そして数名の護衛と使用人と職人たちだ。

　ナルソン邸では水力発電機を設置するための水路作りもやらなければならないので、アイザックとハベルはその作業に当たっている。

「このように先端を地面に突き刺したら、ハンドルをねじって地面に食い込ませてください。掘った土は先端に溜まるので、ある程度掘ったら井戸掘り機を引き上げて土をかき出します。これをひたすら繰り返します」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が持ってきた小型井戸掘り機は、Ｔ字型のハンドルの先に筒状の容器が取り付けられたものだ。

　容器の先端は開いた鳥のクチバシのような形の刃物になっており、地面に設置した状態でハンドルをねじると、えぐるような形で土を掘り抜くことができる。

　容器の内側には弁が付いているので、掘った土が逆流することはない。

　材質は鋼鉄なため、よほど無理な力を加えなければ刃先が壊れるようなことはないだろう。

　大きな
岩
 がん

 
盤
 ばん

 を
粉
 ふん

 
砕
 さい

 することはできないが、小さな石の層であれば付属品の専用刃に先端を交換することで、
粉
 ふん

 
砕
 さい

 することが可能だ。

「一日中掘り続ければ、質の悪い水が出る茶色い砂の層にたどり着くと思います。ですが、水が出た後も掘るのはやめずに、良質な水が出るか規定の深さに達するまで掘り続けてください。
岩
 がん

 
盤
 ばん

 に当たってしまったら掘るのを止めて、また別の場所を掘ってみましょう」

　イステリアの街なかにある井戸からは、カナケ水と呼ばれる鉄分が多量に含まれた水しか出てこないうえに、得られる水量も季節によってまちまちだ。

　さらに深い場所には良質な水が安定して出る地下水脈があるはずなので、今回の穴掘り作業ではその地下水脈まで掘り進めることになる。

　だが、地下には分厚い
岩
 がん

 
盤
 ばん

 の層があるとのことなので、まずは地下水脈までたどり着ける場所を見つけ出す必要がある。

　もし、あちこち掘っても見つからない場合は、用意してある超鋼製の石ノミを使って、手作業で
岩
 がん

 
盤
 ばん

 を掘り抜くしか良質な水を得る方法はない。

　
既
 き

 
存
 そん

 の井戸はすでに
岩
 がん

 
盤
 ばん

 の層にまで穴が到達しているので、職人たちに石ノミを渡しての
削
 さく

 
岩
 がん

 作業も並行して行うことになっている。

　今は日照りで多くの井戸が枯れている状態なので、
削
 さく

 
岩
 がん

 作業を行うにはちょうどいいタイミングだろう。

　作業は
削
 さく

 
岩
 がん

 用のガソリン式エンジンブレーカーを使ってしまえばあっという間に終わるが、
削
 さく

 
岩
 がん

 時の騒音が大きすぎて目立つどころの話ではないので、街なかでの使用は考えていない。

　
一
 かず

 
良
 ら

 とジルコニアは職人たちが作業を始めるのを見届けると、護衛の兵士を２人だけ残して次の場所へと移動する。

「カズラさん、先日は取り乱してしまい、申しわけありませんでした。それと、お薬と化粧品、ありがとうございます」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がジルコニアと並んで
雑
 ざつ

 
踏
 とう

 のなかを歩いていると、ジルコニアが小声で話しかけてきた。

　彼女は
一
 かず

 
良
 ら

 の表情を
窺
 うかが

 っているのか、申しわけなさそうに
若
 じやつ

 
干
 かん

 伏し目がちになっている。

「いえ、私のほうこそ勘違いさせてしまうような真似をして、本当にすみませんでした。その……怖い思いをさせてしまって……」

「あ、いえ！　私が勝手に勘違いをしただけですから、カズラさんのせいではありません！　もう大丈夫ですので、気になさらないでください」

　謝る
一
 かず

 
良
 ら

 に、ジルコニアは慌てた様子でフォローを入れる。

「ありがとうございます……えっと、お渡ししたお薬は効きましたか？」

「はい、本当に素晴らしいお薬でした。飲んで一晩経たないうちに、身体の疲れがすべて吹き飛んでしまいました。さすがは神の国の秘薬ですね」

　いつものように柔らかく
微笑
 ほほえ

 むジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 は心底
安
 あん

 
堵
 ど

 した。

　朝食の席で元気な姿を見てはいたが、再びこうして自然に会話ができる自信が持てなかったのだ。

　この様子ならば、もう心配はいらないだろう。

「それはよかった。化粧品も気に入っていただけましたか？」

「はい、使って一晩経ったら、肌が見違えるように
綺
 き

 
麗
 れい

 になっていました。まるで魔法みたいです」

　確かにジルコニアの顔をよく見てみると、以前よりも肌に張りと
潤
 うるお

 いがあるように感じられた。

　シャンプーとコンディショナーの効果も出始めているのか、髪もつややかで美しく見える。

「手持ちにまだいくつかあるので、使い切りそうになったら言ってくださいね。あと、身体が辛いなと感じたらすぐに教えてください。またあの薬を差し上げますから」

「ありがとうございます。でも、今後は無理しすぎないように気をつけますので大丈夫です。それでその……もしよろしければ、ナルソンやアイザックたちにもお薬を分けてあげていただきたいんです。きっと、私よりも疲れているはずですから……」

　そうおずおずと申し出るジルコニアからは、以前のようなガツガツとした雰囲気は完全に消えていた。

　彼女の中で何があったのかは分からないが、ここ最近の彼女からは自分に対する感謝と気遣いの気持ちを強く感じる。

　ぐいぐいこられると引いてしまうが、なんとか自分の力で頑張ろうとしている姿を見ると手助けしてあげたくなってしまう。

「分かりました。後で渡しておきますね」

「ありがとうございます。ナルソンたちは薬のことを知りませんから、きっとびっくりするでしょうね」

　そう言って嬉しそうに
微笑
 ほほえ

 むジルコニアに、そういえば、と気になっていたことを質問をするべく口を開く。

「以前、グリセア村を襲った
野
 や

 
盗
 とう

 を３人捕まえたじゃないですか。あの
野
 や

 
盗
 とう

 たちに
尋
 じん

 
問
 もん

 はしたんですか？」

「はい、カズラさんが村に向かっている間に、私が
尋
 じん

 
問
 もん

 しておきました」

「ジルコニアさんが直接
尋
 じん

 
問
 もん

 したんですか……どんなことを聞いたんです？」

　ジルコニアは思い出すように少し考えてから口を開く。

「えっと、彼らには今まで犯してきた犯行内容について聞きました。記録に残っている他の被害と内容が一致したので、嘘はつかずに正直に話してくれたみたいです」

「常習的に人を襲ってる連中だったんですね……他には何か言っていましたか？」

　続けて
一
 かず

 
良
 ら

 が質問すると、ジルコニアは少し間を置いてから横目で
一
 かず

 
良
 ら

 を見た。

　その視線には、
一
 かず

 
良
 ら

 の様子を
窺
 うかが

 うような色が感じられる。

「その……彼らが言うには、グリセア村の住人たちはまるで化け物のように強かった……と」

「……化け物のように、ですか」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がそうつぶやくと、ジルコニアは慌てた様子で
一
 かず

 
良
 ら

 に顔を向けた。

「あ、あの、別にグリセア村の人たちをどうこうするつもりはありませんので！　祝福の力については、私のほかに知っているのはナルソンだけで……あ、エイラも知っています……
尋
 じん

 
問
 もん

 内容についても、きちんとお話しするべきでした。黙っていて、ごめんなさい……」

「いや、いいんですよ。気にしないでください」

　申しわけなさそうに謝るジルコニアをなだめながら、
一
 かず

 
良
 ら

 はほっとしていた。

　ジルコニアが村人たちの力についてどう認識しているのかは分からないが、少なくとも知っていることを隠したり利用したりするつもりはなさそうだ。

『祝福の力』と言っていることから、食べ物の継続
摂
 せつ

 
取
 しゆ

 で得られる力だとも気づいてはいないのだろう。

　自分たちにも力を与えてくれと
懇
 こん

 
願
 がん

 されるかとも思ったが、それもする気配はまったくない。

　何とも控えめというか、
一
 かず

 
良
 ら

 にとっては予想外の反応だった。

「それで、その
野
 や

 
盗
 とう

 たちは今どこにいるんです？　留置所かどこかに
収
 しゆう

 
監
 かん

 されているんですかね？」

「いえ、彼らは
尋
 じん

 
問
 もん

 後すぐに処刑しました。南門を出たところに首が
晒
 さら

 してありますが、そろそろ回収してもいい頃合かもしれませんね」

「……」

「彼らは正直に過去の所業を話してくれたので、苦痛が少ないように
斬
 ざん

 
首
 しゆ

 
刑
 けい

 にしましたが……あの、処刑方法についてもご相談したほうがよろしかったでしょうか？」

「い、いえ、大丈夫です。そうですか、
晒
 さら

 し首ですか……」

　突然の恐ろしい情報に、
一
 かず

 
良
 ら

 は一瞬言葉を失ったが、この世界ではそれが当たり前なのだろうと無理矢理納得することにした。

　
尋
 じん

 
問
 もん

 後すぐに処刑されたのでは裁判すら行われていないように思えるが、
野
 や

 
盗
 とう

 相手にいちいち裁判などは行われないのだろう。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は自分の世界とのギャップに
戦
 せん

 
慄
 りつ

 しながらも、当たり障りのない平和的な話題に話をシフトさせるのだった。

　

　３日後の朝。

　朝食を終えた
一
 かず

 
良
 ら

 は、リーゼに連れられて街なかにある軍事施設にやってきていた。

　この軍事施設は周囲を高い石壁で囲われており、外からはのぞき見ることができないようになっている。

　敷地内のあちこちには、鎧姿の兵士や使用人たちの姿が見られる。

　彼らはリーゼの姿を見ると一様に姿勢を正し、腰を折って
挨
 あい

 
拶
 さつ

 をした。

「近衛兵以外は、全員がこの施設で訓練を行っています。今の時間なら広場で訓練が行われているはずですから、行ってみましょう」

　リーゼは彼らに笑顔で応えながら、
一
 かず

 
良
 ら

 を伴って敷地内を移動する。

　例のごとく彼女は鎧姿だが、今日の髪型はシニョンではなく普段と同じロングのままだ。

「分かりました。それにしても、ここはずいぶんと大きな施設なんですね……」

　先ほど施設の外から
概
 がい

 
観
 かん

 を見たのだが、延々と延びる石壁はかなりの長さがあるように見えた。

　街なかにこれほど巨大な軍事施設があっては、交通の観点から見ると非常に邪魔なように思える。

　だが、滞在する兵士たちにとってはいつでも街に繰り出せる好立地なので、彼らの生活環境を考えればこの配置もありなのだろう。

　兵士たちを目当てにしているのか、施設の外周には小料理屋や衣料品店など、数多くの店が軒を連ねていた。

「ここは戦時における軍団
要
 よう

 
塞
 さい

 を模したものになっているので、大きさもかなりのものになっていますね。実際に戦争が起こった際は、これとほぼ同じ施設を前線に設置することが多々あるようです」

「これと同じものをですか。まるで街をまるごと作ってしまうようなかたちですね」

　敷地内には、木造平屋の建物が等間隔でいくつも並んでいる。

　建物ごとに用途は異なり、兵舎や武器庫、病院や食料庫など、その種類は
多
 た

 
岐
 き

 にわたる。

　食料庫は害虫避けのためか、床が地面より１メートルほど高く作られていた。

　また、石壁沿いには木製の見張り塔がいくつも建っていて、かなりものものしい雰囲気だ。

「実際そんな感じですね。冬季になると敵も味方も身動きが取れなくなるので、それに合わせて前線に
要
 よう

 
塞
 さい

 を構築して、そこで越冬するんです。実際の
要
 よう

 
塞
 さい

 では、このような石壁ではなく土塁と木柵を用いるみたいですけどね」

「なるほど、冬季限定の仮住まいですか」

　リーゼの説明によると、このような形の
要
 よう

 
塞
 さい

 は可能な限り大きな河川の近くに作られるらしい。

　生活用水を得るためという目的もあるが、
船
 せん

 
舶
 ぱく

 を使って他の街と連絡を取り合うことができるからだ。

　河川を用いた移動は陸上移動よりもはるかにコストがかからないので、
船
 せん

 
舶
 ぱく

 を使える場所に陣営を設置できれば物資の輸送も楽になる。

　近くに村や街がある場合は、それに隣接する形で
要
 よう

 
塞
 さい

 を構築するとのことだ。

「そういえば、バルベールとの国境付近に
砦
 とりで

 を造っているって話を以前聞いたことがあるんですけど、その
砦
 とりで

 とこのような
要
 よう

 
塞
 さい

 とでは造りは別物なんですか？」

「完全に別物というわけではありませんが、国境付近の
砦
 とりで

 はこの
要
 よう

 
塞
 さい

 よりもさらに大規模なものですね。軍団の駐留を前提として街の機能も備えているので、
砦
 とりで

 というよりも城塞都市といったほうが正しいかもしれません」

「城塞都市……イステリアの街を小さくしたようなものですかね？」

「そうですね、そういったイメージで問題ないと思います」

　そんな話をしながらしばらく歩いているうちに、２人は訓練場に到着した。

　訓練場はかなりの広さで、土がむきだしのグラウンドのようになっている。

　中央には重装歩兵が数百人はおり、全員が等間隔に隙間を空けた状態で整列していた。

　兵士たちは長さが５メートルはあろうかという長槍を抱えていて、腕には青銅製の円盾を装着している。

　円盾には
紐
 ひも

 が付いており、首にかけて盾を吊るせるような形状となっていた。

　重装歩兵の傍には騎兵と弓兵も整列しており、それぞれ１００人はいるように見える。

　兵士たちの前には一際立派な鎧を着けた初老の男がおり、兵士たちに向かって何かを話している。

　男はリーゼの姿に気づくと、こちらに向かって走ってきた。

「リーゼ様、お待ちしておりました。すでに準備は整っておりますので、いつでもご指示を」

「ありがとう、今日はよろしくね。カズラ様、こちらは訓練教官のマクレガーです」

　リーゼに紹介されると、マクレガーは向き直って
一
 かず

 
良
 ら

 に頭を下げた。

　マクレガーは
白髪
 しらが

 交じりの金髪に鋭い目付き、そしてこめかみから
顎
 あご

 にかけて生える切りそろえられた
髭
 ひげ

 が印象的な、いかにも熟練の老兵といった雰囲気の男だ。

　身体つきはがっしりとしていて、身長は１８０センチといったところだろうか。

「カズラ様、お初にお目にかかります。兵の訓練指導を担当しております、マクレガー・スランと申します」

「カズラと申します。本日はよろしくお願いします」

　反射的に
一
 かず

 
良
 ら

 が返答すると、彼は笑顔を見せた。

「カズラ様には
甥
 おい

 のアイザックが大変世話になっていると聞いております。今後とも、よくしてやってください」

「え、
甥
 おい

 って、お２人は親族なんですか」

「おや、ご存知ありませんでしたか」

　驚いた様子の
一
 かず

 
良
 ら

 に、マクレガーは意外そうな表情を見せた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は今まで何度もアイザックと話す機会はあったが、いつも仕事に関係する話ばかりで、雑談や彼の身の回りの話はほとんどしたことがなかった。

「今初めて知りました。そういえば、アイザックさんとそういう話はほとんどしたことがなかったな……」

「そうでしたか。まあ、あいつは親族がどうとかいう話はあまりしたがらないようですからな……親族が要職についているからといって、ひいきされるのが嫌なのでしょう。あまり触れないでやっておいたほうがいいかもしれません」

「なるほど、彼らしいですね」

「あいつはあまり要領はよくありませんが、信頼できる男です。今後とも、こきつかってやってください」

　マクレガーはもう一度
一
 かず

 
良
 ら

 に頭を下げると、リーゼに向き直った。

「リーゼ様、最初にお見せするものは、重装歩兵の基本的な動き方でよろしいですか？」

「それでかまわないわ。騎兵と弓兵の準備も大丈夫？」

「もちろんです。いつでもお披露目できる状態になっております」

「ありがと。内容はこの間話したものでお願いね」

「かしこまりました」

　マクレガーはリーゼに一礼すると、整列する兵士たちの下へ走っていった。

「あの、もしかしてわざわざ私のために訓練の段取りを組んでくれたのですか？」

「はい、せっかく見ていただくのなら、やはりきちんとしたかたちで見ていただきたくて。何かご要望があれば、都度おっしゃってください。すぐに用意させますから」

「分かりました。何か、リーゼさんの仕事を増やしちゃったみたいですみません……」

　
恐
 きよう

 
縮
 しゆく

 したように言う
一
 かず

 
良
 ら

 に、リーゼはいつものようににっこりと
微笑
 ほほえ

 む。

「いえ、カズラ様のお役に立てるのなら、まったく苦にはなりません。どうか遠慮などなさらず、何でも私に申し付けてください」

「歩兵中隊！」

　２人が話しているうちに兵士たちの準備が整ったようで、マクレガーの号令が訓練場に響き渡った。

　訓練場の端にいてもはっきりと聞こえそうなほどの、かなりの大声だ。

　号令に合わせて重装歩兵たちが声を張り上げて返事をし、円盾を身体の前にかまえる。

　鎧に円盾が当たり、鈍い金属音が辺りに響いた。

「密集隊形！」

　重装歩兵たちは即座に互いの距離を詰めると、
綺
 き

 
麗
 れい

 に整列して密集隊形を作った。

　各兵士の前後には１メートル程度の隙間が空けられているが、左右には
槍
 やり

 をかまえられる程度の隙間しか空いていない。

「
槍
 やり

 かまえ！」

　最前列の兵士たちが掲げていた
槍
 やり

 に左手を添え、そのまま前方に突き出す。

　後列の者は隙間から
槍
 やり

 を前方にかまえ、その後ろの者たちは
槍
 やり

 を斜め上にかまえる。

　さらに後ろの者たちは、より傾斜をつけた状態で
槍
 やり

 を斜め上にかまえた。

「おお、ファランクス隊形か。初めて生で見た……」

　数百人の兵士たちが一斉にとる戦闘隊形の迫力に、
一
 かず

 
良
 ら

 は感嘆の声を上げた。

　兵士たちがとっている隊形は、ファランクス隊形……別名、重装歩兵密集方陣と呼ばれる、前面に攻撃力を集中した戦闘隊形だ。

　前面に
槍
 やり

 を突き出し
一
 いつ

 
塊
 かい

 になることで、正面に対しては圧倒的な強さを
誇
 ほこ

 る。

　その分、左右からの攻撃には非常に
脆
 もろ

 く、何らかの方法で側面を守る必要がある隊形だ。

「他領や他国のものに比べると、イステリアの重装歩兵が持つ
槍
 やり

 はかなり長いので目新しいかもしれないですね。カズラ様の国のものとは、だいぶ様相が違いますか？」

「えっと……まあ、違うというかなんというか……」

　リーゼの質問に
一
 かず

 
良
 ら

 が口ごもっているうちに、「前進！」とマクレガーの号令が響いた。

　歩兵たちは
槍
 やり

 をかまえたまま、一糸乱れぬ動きで歩き出す。

　そしてある程度進むと再び号令がかかり、部隊は前進を止めた。

「
槍
 やり

 掲げ！　右転換！」

　兵士たちは即座に
槍
 やり

 を掲げ、その場で回れ右をする。

　そして再び「
槍
 やり

 かまえ！」と号令がかかり、先ほどとは攻撃方向を直角にした状態のファランクス隊形が完成した。

「よく訓練されていますね……動きにまったく無駄がない」

「常備の重装歩兵は軍の主力ですからね。高い練度を維持できるように、常に訓練は欠かせません」

「実戦での部隊運用はどんなかたちになるんですか？」

「通常は重装歩兵の横に近接戦闘用の軽装歩兵と騎兵を配置して、左右からの攻撃に備えます。そのまま軍を前進させて、歩兵部隊が敵を釘付けにしている間に騎兵隊が敵の背後に回りこんで挟み撃ちにします」

「騎兵隊が敵を突破できない場合は？」

「重装歩兵がそのまま敵の中央を撃破して、敵が壊走を始めたら残った軽装歩兵と騎兵がそのまま
追
 つい

 
撃
 げき

 に移ります」

「では、逆に敵の騎兵に背後を突かれたら？」

「その場合は、重装歩兵の後方に配置されている近衛兵を含む予備隊が応戦します。予備隊には軍の最精鋭を配備するので、よほどのことがない限り突き崩されることはありません」

　整然と進む重装歩兵たちに目を向けたまま、リーゼは
一
 かず

 
良
 ら

 の質問にすらすらと答える。

　その後も部隊の運用について２人が話していると、広場を一回りした重装歩兵が元の位置にまで戻ってきた。

　それまで待機していた騎兵は重装歩兵の左右に展開し、弓兵は重装歩兵の前面に横一列で整列する。

　号令に合わせて弓兵たちは弓をかまえ、前方に立てられた
藁
 わら

 の的に向けて射撃を開始した。

　部隊に指示を出し終えたのか、マクレガーが再びこちらへ歩いてきた。

「最初に弓による射撃戦で、その後、歩兵が前進するんですね」

「はい、本来なら投石兵も一緒に射撃を行い、その後は投槍を装備した軽装歩兵が前に出るのですが、それらの兵は
徴
 ちよう

 
兵
 へい

 で集められた者たちだけで……お見せできればよかったのですが」

　
一
 かず

 
良
 ら

 には軍事的な知識がまったくないと判断したのか、リーゼがとても丁寧に部隊の運用法を説明する。

　部隊運用の基本や状況に応じた戦術などの知識を
一
 かず

 
良
 ら

 は持ち合わせていないので、リーゼの説明はとてもありがたい。

「投石兵ですか。どんなものか見てみたかったですね……それにしても、リーゼさんは軍事に詳しいんですね。日頃から勉強をしているのですか？」

「はい、将来は私が軍を率いる立場になるので、幼い頃から武器の扱いや戦術は学んでいるんです」

「ああ、だから毎朝中庭で訓練をしているのですね」

　以前
一
 かず

 
良
 ら

 が中庭でリーゼと話した時、彼女は『イステール家の者として、武器の扱いには慣れておかないといけない』と言っていた。

　軍を率いるからには、戦場で使用されるすべての武器の取り扱いに精通しておかなければならないのだろう。

「リーゼ様には
天
 てん

 
賦
 ぷ

 の才がありますからな。将来は優れた軍団長として、戦場で活躍なさることでしょう」

　マクレガーは２人の下へ戻ってくるとリーゼの隣に並び、訓練を続ける兵士たちに目を向けた。

　弓兵たちの射撃が終わり、短槍を持った騎兵が前方へ進出する。

　重装歩兵も、ファランクス隊形のまま前進を始めていた。

「えっ、そんな
天
 てん

 
賦
 ぷ

 の才なんて私には……それより、カズラ様に投石器をお見せしたいのだけど、どこかにないかしら？」

「教練用のスリングとスタッフスリングがあります。今お持ちしますので、少々お待ちを」

　マクレガーはリーゼに頭を下げると、近場の兵舎へと入っていった。

「戦場で使われる兵種は、今教えてもらったもので全部ですか？」

「イステール領ではそうですね。過去の戦闘結果をまとめた資料が資料室にありますが、後ほどご覧になりますか？」

「そうですね、お願いします」

　２人がそんな話をしていると、マクレガーが兵舎から戻ってきた。

　手には半円形の革のカップが２本の
縄
 なわ

 
紐
 ひも

 で結び付けられた武器――スリング――と、１メートルほどの長さの棒の先にそれが結び付けられた武器――スタッフスリング――、そして大きな木の板が貼り付けられた的が握られていた。

「お待たせしました。リーゼ様がお使いになられますか？」

「え？」

　予想外の進言に、リーゼが困惑する。

　だが、興味深げにそれらを見ている
一
 かず

 
良
 ら

 にちらりと目を向けると、マクレガーからスリングを受け取った。

「石弾と鉛弾のどちらになさいますか？」

「鉛弾にするわ。的を用意してくれる？」

「かしこまりました。距離はいかがいたしますか？」

「近めでお願い。直射するわ」

　マクレガーは鉛弾入りの布袋をリーゼに手渡すと、30
 メートルほど先まで走り、的を地面につき立てた。

「投石器も使えるんですか？」

「はい、一応訓練は積んでおります。でも、久しぶりなので当たるかどうか……危ないので、少し離れていてください」

　リーゼはカップに鉛弾を入れると、
縄
 なわ

 
紐
 ひも

 を持った手を頭上にかかげてゆっくりと振るう。

　腕の動きに合わせてカップは回転を増し、風を切る
甲
 かん

 
高
 だか

 い音が辺りに響く。

　回転速度が限界に達したところで握っていた
紐
 ひも

 の片方を離すと、鉛弾が高速で射出された。

　鉛弾は的の中央に命中し、ばん、という木が
爆
 は

 ぜるような乾いた音を立てた。

「お見事！」

　マクレガーが満足そうな表情で手を叩き、賛辞を述べる。

　すると、離れた場所で訓練をしていたはずの数百人の兵士たちも、歓声を上げてリーゼに拍手をした。

　いつのまにか訓練を中断して見物していたらしい。

「おお、ど真ん中に命中しましたね！　あんな遠い的に、よく当てられるな……」

「ああ見えて、リーゼ様は努力家ですからな。人が見ていない所でこっそり訓練を積んでいるのでしょう」

「……マクレガー」

「いやはや、これは失礼」

　ほっと肩の力を抜いていたリーゼがマクレガーを
睨
 にら

 むと、彼は笑いながら取ってつけたように謝罪をした。

　よく分からないやりとりに内心首を傾げながらも、
一
 かず

 
良
 ら

 はリーゼに拍手を送るのだった。

　

　数日後の午後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 は鎧姿のジルコニアと２人で馬車に乗り、流れる景色を眺めながらイステリアの
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯を移動していた。

　２人が乗っている馬車は、屋根付きの乗合馬車のような形状のものだ。

　前方では、騎乗したアイザックとハベルが馬車を先導している。

　後ろからは、同じく騎乗した第２軍団の近衛兵たちがついてきていた。

「いただいたガラスですが、一番小さな物でも売却価格は２万アル以上になるだろうと商人は言っていました。ただ、あれだけの量が出回るとなると、注目を集めることは避けられそうにありません」

「ふむ……鉱山で採掘されるガラスは、そんなに希少なんですか？」

「カズラさんからいただいたような物は、きわめて希少ですね。北西の山岳地帯からは
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 も産出しますが、あのように美しいものが採掘された例はほとんどありません」

　数日前、
一
 かず

 
良
 ら

 は自室で焼いたガラス玉を、いくつかジルコニアとナルソンに渡していた。

　売却価格と販売ルートについて調べておくように言っておいたのだが、やはりどうしても目立つことは避けられないようだ。

「そうですか……こう、あまり目立たずに上手く売り払う方法ってないですかね？」

「正規の流通経路でなければ手段はあるとは思いますが、あの量を扱える商人となると……元から盗品を扱うような商人なら可能かもしれませんが、イステール領は取締りが厳しいので、そういった商人はほとんどいないと思います」

「む、そうなのですか。ということは、あそこはかなり貴重な店ってことか」

「どこかあてがあるのですか？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の
台詞
 せりふ

 に、ジルコニアが驚いたような表情をみせた。

　普段から忙しく動き回っている
一
 かず

 
良
 ら

 に、そんなツテがあることが意外なのだろう。

「ええ、一カ所だけそれっぽい店を知ってるんです。もしかしたら使えるかもしれないなと思って」

「そうでしたか。では、後ほど一緒に訪ねてみましょう。イステール家の名を出して身の安全と引き換えに取引を命令すれば、その商人も従わざるを得ないでしょうから」

「あ、いや、あまり高圧的に迫ると後々逃げられたり悪い考えを起こされたりするかもしれませんから、
穏
 おん

 
便
 びん

 にことを進めましょう」

　物騒な提案をするジルコニアに、
一
 かず

 
良
 ら

 は慌てて対案を述べた。

　身の安全と引き換えに仕事を命令すれば、確かにその場では
頷
 うなず

 くだろう。

　だが、それではまず間違いなく行方をくらまされるだろうし、仕返しとばかりにこちらの提案を外部に洗いざらい漏らされる可能性が非常に高い。

「こちらは秘密裏にガラスの売却をするようにお願いする立場ですから、相手にもある程度の旨みを与えないと思いどおりには動いてくれないと思います。いくらかの
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 は用意したほうがいいかと」

「なるほど、確かにそうですね。私はあまりそういった駆け引きをしたことがなくて……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 の提案に、ジルコニアは納得したように
頷
 うなず

 いた。

　
脅
 おど

 して従わせるよりも、
餌
 えさ

 を与えて手懐けたほうが後々も扱いやすい。

　甘い汁を吸わせ続けている間は、こちらの言うことには従うはずだ。

　ただし、あまり調子に乗らせすぎないように注意しなければならないが。

「それにしても、カズラさんはいつの間にそのような者と知り合いになっていたのですか？　普段はあまり１人で街に出る機会はなかったかと思うのですが」

「えっと……まあ、いろいろありましてね」

　そんなことを話しているうちに、馬車は
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯の外にある
開
 かい

 
墾
 こん

 予定地に到着した。

　そこには井戸が１つ掘られており、井戸の外枠も中の壁面も、すべて木板で補強が施されていた。

　２人が馬車から降りると、アイザックとハベルもラタから降りて駆け寄ってきた。

「では、早速
岩
 がん

 
盤
 ばん

 をくり貫きましょうか。アイザックさん、これを持っていてください」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は馬車の
隅
 すみ

 に置かれていたエンジンブレーカーを引っ張り出すと、アイザックに手渡した。

　さらに、屋敷から持ってきたガソリン式発電機とエアーコンプレッサーを井戸のそばに降ろす。

　安全ゴーグルと一体型の防塵マスクを装着し、頭には『安全第一』と書かれた黄色いヘルメットを被る。さらに軍手も装着し、首に布タオルをかければ準備は完了だ。

「ちょいとやかましくなりますよ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう断りを入れると、発電機のスイッチを入れた。

　途端に、腹に響くようなエンジン音が辺りに響き始める。

　発電機の動作音を聞いても、近衛兵たちはわずかながらも表情を変えない。

　少しは驚くだろうと
一
 かず

 
良
 ら

 は思っていたのだが、さすがはエリート軍人といったところだろうか。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はエアーコンプレッサーを発電機に繋げると、送風用のホースを井戸の中に下ろした。

　現在の深さは７メートルほどなので酸欠の心配はないが、10
 メートル近く掘るとエアーコンプレッサーなしでは酸欠になってしまう可能性がある。

　深い穴掘り作業には、送風機の併用が不可欠だ。

　ちなみに、現在屋敷では水力発電機が稼働中である。

　今日の午前中に
一
 かず

 
良
 ら

 の部屋の前の水路と水道橋が完成し、部屋で使われている家電の電力はすべてそこに設置された水力発電機のものに切り替えられた。

「では、先に中に下りるので、後からこのエンジンブレーカーを
縄
 なわ

 に吊るして降ろしてください」

「かしこまりました」

「
縄
 なわ

 はしっかりと結んでくださいね。頭の上にこれが落ちてきたら
洒落
 しやれ

 にならないんで」

　そうアイザックに念を押すと、
一
 かず

 
良
 ら

 は井戸にかけられていた
縄
 なわ

 
梯子
 ばしご

 を伝い、井戸の底へと降りた。

　井戸の底は炎天下の外気と土中の湿気が合わさって、かなり蒸し暑い。

　足元は一面が
岩
 がん

 
盤
 ばん

 の層だが、ところどころに
泥
 どろ

 も混じっているようだった。

「降ろしますよー！」

「少しずつ、ゆっくりお願いします！」

　降ろされてきたエンジンブレーカーを受け取り、結び付けられていた
縄
 なわ

 を解く。

　先端のノミを
岩
 がん

 
盤
 ばん

 に押し当て、両手でハンドルをしっかりと握る。

「よし、やるか。どれくらい時間かかるかな……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 はそう１人ごちると、エンジンブレイカーの電源を入れるのだった。

　

　それから４時間後。

　
縄
 なわ

 で結んだ水桶に
岩
 がん

 
盤
 ばん

 の破片や
泥
 どろ

 を入れては引き上げるという作業を何十回と繰り返し、
一
 かず

 
良
 ら

 は２メートル近く
岩
 がん

 
盤
 ばん

 を掘り進んでいた。

　
岩
 がん

 
盤
 ばん

 は非常に硬く、掘り進めるのにもかなりの力が必要だった。

　途中で何度か休憩を挟んではいたが、慣れない作業で腰の痛みと疲労は限界に達しつつある。

　何より、エンジンブレーカーの振動のせいで手のひらの感覚がなくなってきていた。

　今日はもうやめておこうかと考え始めた時、足元から冷気が上がってきていることに気がついた。

「ん？　なんかひんやりしてきたな……これはそろそろ水が出るか」

　井戸掘りの歴史の本には、水脈に近くなると
削
 さく

 
岩
 がん

 機の発する音がにわかに変わり、それとともに冷気が上がってくると書かれていた。

　
削
 さく

 
岩
 がん

 中は夢中で気づかなかったが、思い返してみれば微妙に音が変化してきていたような気もする。

「む……おお、涼しくなってきた！」

　
削
 さく

 
岩
 がん

 音が
甲
 かん

 
高
 だか

 い音に変化していくにつれ、まるで冷蔵庫を開けた時のように周囲が涼しくなってきた。

　それに伴い、
岩
 がん

 
盤
 ばん

 からじわじわと水が染み出してくる。

　水を見た
一
 かず

 
良
 ら

 は
俄
 が

 
然
 ぜん

 元気を取り戻し、嬉々として
削
 さく

 
岩
 がん

 作業に没頭した。

　ほどなくして、砕けた
岩
 がん

 
盤
 ばん

 の隙間から青みがかった細かい砂の層が顔をのぞかせた。

　それと同時に、砂の層を伝ってちょろちょろと水が溢れ出てきた。

「これが『ウミズナ』ってやつか。砂浜にある砂みたいだ」

　さらに
岩
 がん

 
盤
 ばん

 を砕いて10
 センチほどの穴を開けると、安定して水が湧き出してきた。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はエンジンブレイカーを止めてほっと息をつくと、足元に転がる石の破片を水桶に放り込んだ。

　

「そうそう、そのままゆっくり降ろして……はい、そこで大丈夫です」

　数十分後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はアイザックとハベルに指示をして、井戸の上に手押しポンプを設置していた。

　手押しポンプには台座の木板が取り付けられており、井戸にフタをするような形になっていた。

「よし、あとはボルトで固定すればおしまいです」

　インパクトドライバーを使い、井戸枠と台座をボルトでしっかりと固定する。

　ポンプに呼び水を入れ、ハンドルを握ってガチャガチャと何度も上下に往復する。

　しばらくそれを繰り返していると、ポンプの吐出口から
濁
 にご

 った水が流れ出した。

　この程度の深さならば、問題なく水を
汲
 く

 み上げられるようだ。

「すごい……こんなに簡単に水が
汲
 く

 み上げられるのなら、農民たちもかなり楽になりますね」

　勢いよく吐き出される水を見て、ジルコニアは感嘆の声をあげた。

　ジルコニアは元農民だと言っていたので、水
汲
 く

 みの辛さをよく知っているのだろう。

　周囲で見ている近衛兵たちも、その光景を見て「おお」と小さく声を漏らしている。

　発電機やコンプレッサーよりも、手押しポンプが水を吐き出す姿のほうが衝撃的だったようだ。

「水桶を井戸にたらして引っ張り上げるのとは、作業効率が全然違いますからね。力もほとんどいりませんから、女の人でも楽に水が
汲
 く

 めると思います」

「あ、あの、私もやってみていいですか？」

「どうぞどうぞ」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が
快
 かい

 
諾
 だく

 すると、ジルコニアはいそいそと
一
 かず

 
良
 ら

 と場所を代わり、ハンドルを扱ぎ始めた。

　それに合わせ、吐出口から水が勢いよく吐き出される。

　自分の手の動きに合わせて吐き出される大量の水を見て、「おおっ」と声を漏らす。

　初めて見る
玩具
 おもちや

 を与えられた子どものように
瞳
 ひとみ

 をきらきらと輝かせ、実に楽しそうだ。

「お、水の
濁
 にご

 りがなくなりましたね……うん、これは
美味
 うま

 い」

　長時間の作業で汗だくになっていた
一
 かず

 
良
 ら

 は、両手でがぶがぶと水を飲むと頭を水の中に突っ込んだ。

　
岩
 がん

 
盤
 ばん

 の下から湧き出た水はとても冷たく、火照った身体に気持ちいい。

「せっかくだから皆さんも水浴びしませんか？　冷たくて気持ちいいですよ」

「私が扱ぐから、みんな飲んでいいわよ」

「ジルコニア様、それは私がやりますので、ジルコニア様がお飲みになってください」

「アイザック様、私が扱ぎますから、先に休んでください」

「いや、ハベルも疲れているだろう。俺がやるから、先に水浴びして一息ついていいぞ」

「水桶を引っ張り上げていただけなんで、まったく疲れてないですよ。ここは下っ端の私に任せてください」

「アイザック様、ハベル様、そのような作業は我々がやりますから、皆様と一緒に水浴びをなさってください。ささ、ジルコニア様……」

「別に気にしないでいいのよ。私がやるから、先に皆と水浴びしてて」

「いえ、ジルコニア様にそのようなことをしていただくわけには」

「ジルコニア様、私がやりますから」

「いや、ここは私が」

「いいから！　私がやるから！」

「もう皆で代わりばんこに扱げばいいんじゃないですかね……」

　なぜかハンドルの奪い合いを始めたジルコニアたちに
一
 かず

 
良
 ら

 は苦笑しながら、良質な水が出てよかったとほっと息をついた。

　

　その後、30
 分ほど皆で井戸を囲んでわいわいと過ごし、日が傾き始めたので街に戻ることになった。

　
一
 かず

 
良
 ら

 を始めとして全員がひたすら水を浴びまくったため、皆、頭のてっぺんから足のつま先までずぶ濡れである。

　しかし、日差しが強く空気も乾燥しているので、街に帰り着くまでには乾いてしまうだろう。

「このぶんなら、１日１つのペースで井戸から水を出せそうですね。明日からもしばらくは
削
 さく

 
岩
 がん

 作業を続けましょう」

　井戸掘り職人に依頼して、今回掘った井戸と同じものを
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯周辺のあちこちに掘らせている。

　ある程度
岩
 がん

 
盤
 ばん

 を掘れば水が出ることは分かったので、後は今日と同じ作業を繰り返すだけだ。

「ただ、手押しポンプの量産化が間に合わないので、量産が始まるまでの間は『跳ねつるべ』を使いましょう。手押しポンプに比べて作業効率はかなり落ちますが、今までのように
縄
 なわ

 を縛り付けた水桶で水を
汲
 く

 むよりは、はるかに楽になるはずです」

　跳ねつるべとは、長い棒の中心に台座を設け、シーソーのような動きで水を
汲
 く

 み上げる道具のことだ。

　棒の井戸側には、短い
縄
 なわ

 で結んだ長い棒付きの水桶を付け、反対側には重しを付けておく。

　重しのおかげで水桶を楽に持ち上げることができるので、作業者の負担はかなり軽減できるはずだ。

　先ほど設置した手押しポンプは台座から外して回収し、再び馬車の
隅
 すみ

 に載せられている。

　新たに開拓する農地では、今後量産される予定の手押しポンプを使う予定だ。

　日本から持ってきた２つの手押しポンプは後ほど職人たちに引き渡され、見本として分解されたり、動作の確認に使われることになるだろう。

「井戸水が確保できれば、パン麦やラタ麦の種
蒔
 ま

 きもできますかね？」

「教えていただいた跳ねつるべを使えば、耕作範囲は限定されますが今までよりも少ない人数で十分可能です。
穀
 こく

 
倉
 そう

 地帯に水車が設置されたことで人員に余裕ができましたから、その者たちを新しい農地の開拓に回しましょう」

　濡れた髪をタオルで拭きながら、ジルコニアが柔らかく
微笑
 ほほえ

 んで答える。

　先ほどは手押しポンプの性能を目にした衝撃でテンションが上がっていたようだが、今はいつもどおり落ち着いた雰囲気に戻っていた。

　他の者たちもはしゃぎすぎたと感じているのか、井戸を離れる時、少し恥ずかしげな様子だった。

「よし、なら今からできるだけ農地を広げましょう。人員の確保をお願いします」

「分かりました。文官に指示をして手配させますね」

「それと、明日からはアイザックさんとハベルさんにも手伝ってもらって、今日私が使っていたエンジンブレイカーの使いかたに慣れてもらいます。２人に井戸掘りを任せられるようになったら、私たちはため池を造る場所を探しに北西の山岳地帯へ行きましょう。そろそろ
氷
 ひ

 
室
 むろ

 の建設も始めないと」

　新たな農地の開拓もそうだが、氷作りをするためのため池と
氷
 ひ

 
室
 むろ

 も冬が訪れる前に造らなければならない。

　
氷
 ひ

 
室
 むろ

 がどれほど役に立つかは分からないが、日本の
氷
 ひ

 
室
 むろ

 の歴史を考えてみれば無駄にはならないはずだ。

「あの辺りの地理でしたらよく知っているので、お役に立てると思います。当日は私がご案内いたしますわ」

「おお、それは頼もしいですね。川の近くで平らな場所が必要なんですが、どこかありますかね？」

「そうですね……山の中腹あたりに廃村があるのですが、そこから少し行ったところに川が流れているんです。使われなくなった農地もあるので、そこが使えるかもしれませんね」

「それは好立地ですね。ぜひ見に行ってみましょう」

　川の近くにある農地ならば、水を運ぶのにも適した立地なのだろう。

　直接水路を引くことができなくても、水車か手押しポンプを使って水道橋をつなげてしまえば、畑まで水が引けるはずだ。

「それと、たくさん仕事をお願いして申しわけないのですが、熟練の大工職人と
鍛
 か

 
冶
 じ

 職人を何としてでも20
 、30
 人ずつ都合をつけて欲しいんです。材木を加工する製材機や、金属を加工する鍛造機という機械を先に生産したくて」

「そんなに大勢ですか……彼らも仕事を山のように抱えていますから、集められるかどうか……」

　指示された人数の多さに、ジルコニアは不安そうに顔をしかめた。

　職人たちがいかに忙しい状況にあるのかは
一
 かず

 
良
 ら

 も理解しているが、このままではいつまでたっても機械の製作に本腰を入れることができない。

　彼らに注文を出している発注者たちには悪いが、後々のことも考えて彼らを先に使わせてもらうしかない。

「一時的に物の生産が
滞
 とどこお

 るとは思いますが、それらの機械が完成すれば後々おつりがくるくらいに生産効率は上がるはずです。ここは他をすべて止めてでも、機械の生産を優先すべきかと」

「……分かりました。なんとか都合をつけてみます。リーゼにも協力させますね」

「そうですね、彼女に手伝ってもらえれば上手くいきそうです」

　この５日間、リーゼは常に
一
 かず

 
良
 ら

 と一緒に行動して仕事を手伝っていた。

　職人たちの工房にも何度か訪れたのだが、リーゼに交渉を任せると職人たちは嫌な顔一つせずに仕事を引き受けてくれるので非常に助かる。

　今回行おうとしている交渉も、彼女なら上手くまとめることができるかもしれない。

　今日の彼女は面会の予定があるとのことで、屋敷でお留守番である。

　今頃はどこかの貴族か豪商あたりと会っている頃だろう。

「リーゼはお役に立てていますか？」

「ええ、もうこれ以上ないくらい助かってます。人望はあるし、仕事に対して一生懸命だし、周囲にもきちんと気遣いができるしで、非の打ちどころがないですよ。彼女は本当に優秀ですね」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がリーゼを
褒
 ほ

 めちぎると、ジルコニアは嬉しそうに
微笑
 ほほえ

 んだ。

「ありがとうございます。あの娘もカズラさんを
慕
 した

 っているようですし、これからも傍においてあげてくださいね」

「えっと……はい」

　何やらジルコニアの言葉のニュアンスが微妙に気になったが、とりあえず
一
 かず

 
良
 ら

 は
頷
 うなず

 いた。

　

「くしゅん！」

「おや、風邪ですか？　夏といっても夕方は冷えますからな……む、手も少し冷たくなっておりますぞ。どれ、もう少しこちらへ……」

　
一
 かず

 
良
 ら

 とジルコニアが馬車に揺られている頃。

　ナルソン邸の中庭では、リーゼが豪華な衣服をまとった中年男と並んでベンチに腰かけていた。

　男の名前はニーベル・フェルディナント。

　グレゴルン領からやってきた豪商である。

「い、いえ、大丈夫ですので……それより、だいぶ日も落ちてきましたし、そろそろお帰りになられたほうが……」

　
若
 じやつ

 
干
 かん

 引きつった笑みでニーベルの手を解きながらリーゼが言うと、彼はぽんと手を打った。

「おお、そうですな。では、どこか温かい店で夕食としましょう。この間いい店を見つけておいたので、今日はそこへ参りましょう」

「う……いえ、今日は私にご馳走させてください。優秀な料理人を雇いましたので。すぐに用意させますわ」

　後半の
台詞
 せりふ

 を完全に無視したニーベルの発言に、リーゼは身の危険を感じて即座に対案を出した。

　どのような店に連れて行こうとしているのか見当もつかないが、のこのこと付いて行っては何をされるか分かったものではない。

「いやいや、今まで何度もリーゼ様にはご馳走していただいていますから、たまには私にもご馳走させてください。ささ、どうぞこちらへ」

「いえ、私がご馳走しますので」

「そうおっしゃらず、ここは私を立てると思って。このままご馳走になりっぱなしでは、格好がつきません」

「そんなこと気になさらないでください。それに、今回雇った料理人の腕は本当に素晴らしいので、ぜひ一度ニーベル様にも料理を食べていただきたいと思っていたんです」

「おお、そうなのですか。では、次回はぜひご馳走になることにしましょう。ささ、参りますぞ」

「いえ！　今日は食材も最高のものがそろっていますから！　どうか私にご馳走させてください!!
 」

「いや、しかしですな……」

「誰かー！　料理人をここに連れてきてー!!
 」

　その後もしばらくの間、２人の押し問答は続いたのだった。

　

　数日後の午後。

　
一
 かず

 
良
 ら

 はジルコニアを連れて、イステリアの高級商業区画を訪れていた。

　２人の服装はいつもとは違い、簡素な無地の平民服だ。

　肩にはマントを着けてズダ袋を手にしており、旅人のような格好である。

　ジルコニアは髪を首の後ろで１つに結び、気休め程度にだが変装している。

　普段、軍関連の施設にはよく出向くので顔が割れているが、一般市民と顔を合わせることは滅多にない。

　服装や髪型が違えば印象もがらりと変わるので、たとえ一度か二度ジルコニアの顔を見たことがある者がいたとしても、身元がバレる心配はまずないだろう。

　マスメディアの発達していない、この世界だからこそ可能な芸当だ。

「この雑貨屋です。以前訪れた時に、いくつか品物を買い取ってもらいましてね」

「……こんなに堂々と店をかまえているのに、法の目をかいくぐって
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 行為を行っているとは」

　昨晩、
一
 かず

 
良
 ら

 はナルソンとジルコニアに、雑貨屋の老婦人にオカリナや紅水晶を買い叩かれたという話をした。

　珍しい品物でも
噂
 うわさ

 を立てずに売りさばくパイプを持っている人物ということを説明したかったのだが、その説明を聞いたナルソンは「取引を持ちかける前に相手の性格を探ってみたい」と言い出した。

　当初
一
 かず

 
良
 ら

 とジルコニアが立てた計画は、先にイステール家の名を出して交渉を持ちかけるといったものだった。

　だがその前に、身分を隠した状態で前回と同様の交渉を持ちかけた場合、その老婦人がどういった対応をとるかを見極める必要があるとナルソンは言っていた。

　もし老婦人が前回と同じような対応をしたら、彼女はその程度の頭しか持っていないということになる。

　
一
 かず

 
良
 ら

 が他で情報を仕入れている可能性を考えて、
一
 かず

 
良
 ら

 に先んじてある程度の情報を開示するか、こちらにも旨みを提供するくらいの頭がなければ、とてもではないが使えたものではない。

　ちなみに、
一
 かず

 
良
 ら

 が以前イステリアにバレッタたちと訪れたということもナルソンたちには話してある。

　雑貨屋に訪れた経緯を聞かれたので答えたのだが、その過程でリーゼたちとも
遭
 そう

 
遇
 ぐう

 したことがあるという話をすると、ジルコニアはとても驚いた様子だった。

　ナルソンは以前エイラが
一
 かず

 
良
 ら

 と顔を合わせた時の反応を思い出したのか、「そういうことだったのですか」と納得したように
頷
 うなず

 いていた。

「いや、常習的に
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 を行っているのかはまだ分かりませんよ」

「それはそうですが、
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 を行って利益を上げている店だということは疑いようがありません。このような者の手を借りるのはあまり気が進まないのですが……」

「それはそうですが、この際使える物は何でも使うべきですよ。多少のことには目を
瞑
 つぶ

 るべきです」

　表情を
曇
 くも

 らせているジルコニアに
一
 かず

 
良
 ら

 がそう言うと、ジルコニアは一瞬きょとんとした表情を見せた。だがすぐに、楽しそうにくすりと笑みをこぼす。

「ん？　どうかしましたか？」

「ふふ、何でもないです。カズラさんの言うとおり、細かいことを気にかけている場合ではありませんよね。でも……」

　ジルコニアはそう言うと、マントに隠れた背中側の腰に手を当てた。

「交渉の際は、一応注意してください。ないとは思いますが、相手方が手荒な真似をしてくる可能性もあります。
詐
 さ

 
欺
 ぎ

 を行うような店ですから、用心棒の１人や２人置いていてもおかしくありません」

　念のため、ジルコニアはマントの下に短剣を忍ばせている。

　交渉が思うように行かず、不穏な流れになって用心棒のようなものが出てきた場合は、彼女が相手をするらしい。

　武器を持った彼女に太刀打ちできる者はそうそういないとナルソンから聞いてはいるが、できることなら物騒な展開は避けたい。

　アイザックやハベルではなくジルコニアが同行しているのは、単純に彼女が彼らよりもはるかに腕が立つからだ。

　実戦の経験が他の者とは比べ物にならないため、とっさのことにも対処できるらしい。

　それに加え、同行者は男よりも女のほうが、相手の警戒も和らぐだろうとの考えもある。

「分かりました。ですが、もしそうなったとしても、応戦するより逃げることを考えましょう。こんなことで
怪
 け

 
我
 が

 をしてもつまらないんで」

「そうですね。まあ、騒ぎになれば隠れて待機している私兵が突入する手はずになっているので、まず大丈夫だとは思います。我々が人質にでも取られない限りは」

　そう言ってジルコニアは柔らかく
微笑
 ほほえ

 むと、店の中へと入っていった。

　

「こんにちは。買い取ってもらいたいものがあるのですが」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は店に入ると奥へ進み、以前と同じように座って帳面をつけている老婦人に声をかけた。

「はい、いらっしゃい……おや、お前さんは確か……」

　老婦人は顔を上げると、
一
 かず

 
良
 ら

 の顔を見て驚いたように眉を上げた。

「ええ、この間宝石を買い取ってもらった者です。またいくつか買い取ってもらいたいものがあって来たのですが……」

「そうかいそうかい。いくらでも買い取ってやるからね、任せておきな。……ところで、そちらの姉さんは？」

　店内をきょろきょろと見渡していたジルコニアは、いぶかしげな視線を向けてくる老婦人に
微笑
 ほほえ

 んだ。

「この者の妻ですわ。夫に無理を言って、一緒に連れてきてもらいましたの」

「ほう、こりゃまたずいぶんと
綺
 き

 
麗
 れい

 な嫁さんだ。お前さん、見かけによらずやるじゃないか」

「そ、そりゃどうも……で、宝石の話なんですが」

「ちょっと待ちな」

　老婦人はそう言うと、
隅
 すみ

 に置かれていた『準備中』と書かれた看板を取り、店の入口に設置した。

「これでよし。念のため、奥の部屋で話すとしようか」

　老婦人が建物の奥へと入っていくと、後に続こうとする
一
 かず

 
良
 ら

 をジルコニアが引き止めた。

「……私が先に行きます。絶対に離れないでください」

　そう耳打ちすると、ジルコニアは老婦人の後に付いていく。

　
一
 かず

 
良
 ら

 もジルコニアに続き、戸をくぐった。
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「お前たち、今日はもう仕事はおしまいでいいよ」

　奥の部屋には、女の子が６人いた。

　年は６歳くらいから10
 代半ばくらいまでと、バラバラだ。

　彼女たちは
針
 はり

 やナイフを手に、床に座り込んで靴や手袋といった革製品の製造に当たっていた。

　部屋の中には長テーブルが置かれており、
暖
 だん

 
炉
 ろ

 も設置されていた。

「え、でも……」

　老婦人の言葉に、女の子の１人が
戸
 と

 
惑
 まど

 ったように声を上げた。

　他の女の子たちも、不安そうな眼差しを老婦人に向ける。

「ん？　……ああ、心配しなくても今日の分の賃金は出してやるよ」

　老婦人は
懐
 ふところ

 から布袋を取り出すと、それを手近にいた女の子に手渡した。

　女の子はすぐに袋を開き、中のお金を確認する。

「まだ昼過ぎだし、この間教えた丸石を拾いに川にでも行ってみたらどうだい。近ごろ井戸屋は忙しいみたいだから、持っていけば買い取ってくれるだろ。そこにあるカゴを使っていいよ」

「はい、ありがとうございます。みんな、行こう？」

　女の子たちは老婦人に頭を下げると、部屋に置いてあったカゴを持って出て行った。

「そこの椅子に適当に腰かけておくれ。どれ、茶でも出そうかね」

　老婦人は彼女たちが出て行くのを待ち、２人に椅子を勧める。

「いえ、この後に急ぎの予定が入っていますので……すぐに取引を始めさせていただきたいのですが」

「ん、そうかい。それなら、そうするとしようか」

　とっさにジルコニアがお茶を断ると、老婦人は特に気にした様子もなくそのまま椅子に座った。

　老婦人に続き、２人も椅子に腰かける。

「さて、今日はどんなものを持ってきてくれたんだい？」

「前回お売りした宝石と同じようなものを、いくつか用意してきました。……ところで、今の女の子たちは？」

　ズダ袋から布の小袋を取り出しながら、
一
 かず

 
良
 ら

 が問う。

「日雇いで色々とやってもらってるんだよ。子どもは給金が安くて済むからね」

　そう言いながら老婦人は小袋を手に取ると、どれどれ、と中の宝石を取り出して手のひらに載せた。

「ほう、これもまた見事な品だね」

　美しく光沢を放つ宝石を眺め、老婦人は満足そうに
頷
 うなず

 いた。

　今回
一
 かず

 
良
 ら

 が持ってきた宝石は、真円にカットされたラピスラズリ、トルコ石、紅水晶だ。

　前回売った品物とは違い、透明度はなく色の濃いものである。

「よし、１つ６０００アルで買い取ろう。３つで１万８０００アルだ」

「ろくせ……え？」

「６０００アルだよ。希少すぎて
大
 おお

 
雑
 ざつ

 
把
 ぱ

 な額しか提示できないが、悪い額じゃないだろう」

　目を丸くする
一
 かず

 
良
 ら

 に、老婦人はにやりとした笑みを浮かべた。

　隣に座っているジルコニアは、特に表情を変えるでもなく２人の話をじっと聞いている。

「あの、前回持ってきたピンク色の透き通った宝石は、確か２５００アルじゃありませんでしたっけ？」

「すまないね、あの時はだいぶ買い叩いたんだよ。今回のそれは、適正価格で買い取ろう。もちろん今後もね」

　悪びれた様子もなく答える老婦人に、
一
 かず

 
良
 ら

 はいぶかしげな視線を向ける。

「どうして今回もふっかけなかったんですか？　そんなに高く売れるものなら、また
騙
 だま

 せばぼろ
儲
 もう

 けできたのに」

「今後も
儲
 もう

 けたいからに決まってるだろ。もしまた
騙
 だま

 せたとしても、後々お前さんがそれに気づいて他に行ったらこれっきりになっちまう。どうやらお前さんには、継続して宝石を手に入れられるツテがあるようだしね。お互い
儲
 もう

 けて丸く収めたほうがいいと思ったのさ」

「……とかいって、実はまだ
騙
 だま

 してたりして」

「帳簿を見せてやるよ。ちょっと待ってな」

　
一
 かず

 
良
 ら

 がなおも疑いの視線を向けると、老婦人はすぐさま立ち上がり、店に戻っていった。

「……ジルコニアさん、どうやら、あの人は使えそうですよ」

「そうですね。ただ
騙
 だま

 して利益を上げればいいというわけでもなさそうです。一度に取引できる数と販売経路が気になりますが……」

「確かに、どこに売り払っているのかは気になりますね……いったいどこの誰が買ってるんだろうか」

　２人がそんな会話をしていると、帳簿を手にした老婦人が戻ってきた。

「待たせたね。ほら、ここに前回買い取った宝石の売値が書いてあるよ」

　老婦人は椅子に座ると、帳簿を開いて２人に差し出した。

　皮紙で束ねられた帳簿には、売り買いした品物の名称と価格がびっしりと記載されている。

　ジルコニアは『ピンク色の
黒
 こく

 
曜
 よう

 
石
 せき

 』と書かれている部分を指でなぞった。

「これかしら。売値は……」

「……え、３万５０００アル!?
 」

「そう、３万５０００アルだ。まったく、その値段で売るのには苦労したよ」

　値段を見て目を
剥
 む

 く
一
 かず

 
良
 ら

 に、老婦人はやれやれといった様子でため息をついた。

「私から買い取った額の14
 倍で売ったんですか。ぼろ
儲
 もう

 けもいいところですね」

「何せ私も初めて見る種類の宝石だったから、金額の設定には頭を痛めたがね。上手いこと高値で売り払うことができてよかったよ」

　老婦人はそう言うと、帳簿を自分の手元に引き戻して
一
 かず

 
良
 ら

 に目を向けた。

「そういうわけで、今後はお前さんとの取引で嘘はなしだ。前回の取引でお前さんに損させちまった分の金額も……そうさね、７５００アル、今この場で
補
 ほ

 
填
 てん

 しよう。その代わり、今後もその宝石はすべて私のところに持ってきておくれ。お互い、上手くやっていこうじゃないか」

「そ、それはどうも……でも、これはいったい誰に売ったんです？　これほどの金額をぽんと出せる人物って……」

「待った」

　
一
 かず

 
良
 ら

 が問いかけると、老婦人が
一
 かず

 
良
 ら

 の言葉をさえぎった。

「私はお前さんに何も聞かない。お前さんも私に何も聞かない。それができないなら取引はなしだよ」

「あ、いや、実はその話なんですが」

「ここからは私がお話しします。実は……」

「クレアー！　いないのー!?
 」

　
一
 かず

 
良
 ら

 に代わってジルコニアが本題を切り出そうとした時、店の入口から女の声が響いてきた。

「ん、ちょっと待ってな。出てくるんじゃないよ」

　老婦人――クレア――はそういい残すと、席を立って店へと出て行った。

「何か、予想以上に上手く話が進みそうですね。あれほどの金額の品物をぽんぽん買い取って売りさばけるなんて、あの人、相当やり手ですよ。……あの、どうかしました？」

「いえ、今聞こえてきた声が……」

　少し開いたままの扉を、ジルコニアはいぶかしげな表情で見つめている。

　つられて
一
 かず

 
良
 ら

 も扉に目を向けた時、来店した女とクレアの話し声が隙間から
微
 かす

 かに響いてきた。

　２人は口を閉ざし、話し声に耳をそばだてる。

「おや、嬢ちゃんじゃないか。ひさしぶりだね」

「ひさしぶり。最近忙しくてこれなかったのよ。クレアも元気してた？」

「こっちは変わりないよ。エイラちゃんもよく来たね」

「クレアさん、おひさしぶりです」

　聞こえてきたエイラという名前に、
一
 かず

 
良
 ら

 とジルコニアは顔を見合わせた。

「エイラって……ということはもしや……」

「あ、あの、カズラさん、出てくるなと言われましたし、今そっちに行くのは」

「いや、でも、今店に来てるのって……」

　思わず椅子から腰を上げた
一
 かず

 
良
 ら

 の腕を、ジルコニアはとっさに掴んで座りなおさせた。

　その表情には、少し焦りが見える。

「ずいぶんと疲れてるように見えるが、何かあったのかい？」

「それがさ、あのバカ商人がしつこくて。何度も何度も面会をねじ込んでくるし、隙があれば身体触ってくるし……この間なんて、危うく夜に屋敷の外に連れ出されそうになったのよ？　もしあのまま連れて行かれてたら、何をされていたか分かったものじゃないわ。本当にあいつ死ねばいいのに」

「……まあ、ご苦労さんとだけ言っておくよ。今日はそいつからもらった物の換金かい？」

「うん。これ買い取って欲しいんだけど、いくらになるかな」

「どれどれ……ほう、今回もいい物を持ってきたね」

「あのエロオヤジ、贈り物だけはいつも一級品なのよね。そこだけは感心するわ」

「そうしておきな。今回も少し色を付けておいてやるからね。……ところで、前に言ってた男の身分ははっきりしたのかい？」

「たぶんクレイラッツの有力者だと思う。身分は平民かな」

「ほう、クレイラッツか。性格もいいし、かなりの金持ちなんだろ？　結婚相手にちょうどいいじゃないか。そいつに決めるつもりかい？」

「うん。私のことだいぶ気に入ってるみたいだし、今夜あたりいっちゃおうかなって。何かあの人、本国に恋人っぽいのがいるみたいで、放っておいたらそのうち帰っちゃいそうなのよね」

「えっ、リーゼ様、それって、カズラ様に夜這いをかけるってことですか？」

　聞こえてくるすさまじい内容の会話に、
一
 かず

 
良
 ら

 は
愕
 がく

 
然
 ぜん

 としたまま固まっていた。

　その隣では、ジルコニアが表情を引きつらせている。

「なるほど、何か最近妙に迫られてるような気はしてたけど、そういうことだったのか」

「ど、同姓同名の別人ですよ、きっと！　って、どこへ行くつもりですか!?
 　とりあえず座ってください!!
 」

　
一
 かず

 
良
 ら

 は椅子から立ち上がると、腕に
縋
 すが

 りつくジルコニアを引きずるようにして部屋を出た。

　

「うん、いくら有力者でも、領主の娘相手に既成事実作っちゃったら結婚せざるをえないでしょ。先手必勝よ、先手必勝」

「何ともまあ……たくましくなったもんだね」

　エイラの質問に自信ありげに答えるリーゼに、クレアは呆れ半分の表情で苦笑している。

　リーゼは何年も前からこの店に通っており、クレアに対しては常に素の状態で接していた。

　初めてリーゼがこの店を訪れた際、会って早々にクレアがリーゼの猫かぶりを見抜き、それを指摘してからはずっとこんな調子だ。

「あんな優良物件そうそうないもん。あー、何か緊張してきた。上手くできるかな……」

「何だ、ちゃんと予習してるわけじゃないのかい」

「経験のある娘から時々話は聞いたりしてるけど、雑談で出る程度の知識しかないのよね。カズラ様、優しくしてくれるといいんだけど……」

「エイラちゃんに教えてもらえばいいじゃないか。男の１人や２人経験してるだろ」

「……」

「え、まさか、お前さん、その年で処女なのかい？」

　気まずそうに口を閉ざしているエイラに、クレアが驚いた表情を向けた。

「お付きあいすらしたことないです……」

「そ、そうかい。まあ、人それぞれだからね……それはそうと、嬢ちゃんには期待してるよ。この間見せてくれたペンダントみたいな物なら、かなりの高額で買い取れるからね。手に入ったらいくらでも持っておいで。できればあのペンダントも売ってくれると嬉しいんだがね」

「あれはダメ。でも、恋仲になれたらメロメロにさせてばんばん
貢
 みつ

 いでもらうから、期待してていいよ」

「あ、あはは……は」

　リーゼの
台詞
 せりふ

 に空笑いをしていたエイラは、ふと店の奥の扉の隙間に目を向けて固まった。

「ん、エイラ、どうした……の……」

　その様子に気づき、彼女の視線を追って扉へと目を向けたリーゼも言葉を詰まらせた。

「やあ」

　扉の隙間からは、にこやかな笑みを浮かべた
一
 かず

 
良
 ら

 が顔をのぞかせていた。

「こら！　こっちには来るなと言っただろ！　……ん？　お前さんたち、知り合いかい？」

　
一
 かず

 
良
 ら

 を怒鳴りつけたクレアは、リーゼたちの様子に気づくと不思議そうに首を傾げるのだった。





　

転章

　

「あーあーあー、どうしてこんなに報告書ばっかりあるんかねー」

「８割私がやってるんですから、文句言わないでもらえますか？」

「す、すみません。本当に助かってます……」

　深夜、
蝋
 ろう

 
燭
 そく

 の灯りに照らされながら、カイレンとティティスは報告書の山を処理していた。

　ティティスがすべての書類をチェックし、カイレンに回すべきものとそうでないものとに分けている。

　実質的にほとんど彼女が処理をしているようなもので、いつもこんな調子だった。
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「お、あと１カ月で鎧と剣がまとめて届くのか。思ったよりも早かったな」

　カイレンは報告書を見て、嬉しそうな声を漏らした。

「我々の軍団には最優先で装備が送られてくるとのことです。カイレン様へのご機嫌取りですね」

「ということは、まだ他の軍団には全然回ってないってことか」

「他にはまだ回っていないはずです。ですが、かなり製作を急がせているようで、首都付近の山の斜面は
炉
 ろ

 と炭窯だらけみたいですよ。木もほとんど
伐
 ばつ

 
採
 さい

 してしまったようで、地方から輸

送している状態のようです」

「ふうむ……それじゃあ、あのあたりの山は丸裸ってことか。大雨が降ったら土砂崩れが起きるんじゃないか？」

「一応、畑や都市部からは離れた場所で
伐
 ばつ

 
採
 さい

 を行ったようですが……いくらなんでもやりすぎに思えますね」

　前回の戦争の末期、バルベールでは
錫
 すず

 が
枯
 こ

 
渇
 かつ

 してしまい、装備の生産ができなくなるという危機的状況に
陥
 おちい

 った。

　交戦状態ではない他国から輸入を行ったが追いつかず、ニッチもサッチもいかなくなっていた時、首都の職人たちは、新たな金属の精錬に挑戦する。

　今まで精錬できなかった鉱石からの金属抽出を試み、さまざまな手法を考えては実行した。

　結果、今までゴミとして扱われていた赤茶けた岩石を砕いて木炭と一緒に加熱することで、鉄が抽出できることを発見した。

　だが、鉄の抽出には膨大な量の燃料が必要になるうえに、加工技術も未知の領域だった。

　元老院は鉄器の実用化にはしばらく時間がかかると判断し、これ以上の継戦は厳しいと見て即座に他国との休戦に向けて交渉を開始。

　交戦していた各国も限界が近かったようで、休戦交渉にはすぐに飛びついてきた。

　そして今から４年前に、なんとか
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 以外のすべての国と休戦条約を結ぶことに成功したのだ。

「焦っているのは分かるけど、山を荒らしすぎたのは失敗だと思うんだよな……後々絶対に苦しむことになるぞ」

「私もそう思います。ですが、たとえそうなったとしても早急に鉄を確保する必要があったのかと。現状として鉄の情報は極秘扱いで一般層には出回っていませんが、精製後の鉄が確保できていれば、一気に生産を行って道具をそろえることはできます。たとえ
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 が協定を破って攻め入ってきても、今なら十分に対応できるでしょう」

「でも、非効率だよなあ……鉄があるって他国にばれてもいいから、大急ぎで市民にも鉄器を普及させたほうが絶対にいいと俺は思うぞ」

「それはそうかもしれませんが……鉄器の存在を隠しておけば、開戦後に敵国の意表を突くことができます。元老院の判断は正しいと思いますが」

「でもなあ……道具の恩恵による国力の増強と、鉄器の情報を隠すことによる開戦後の優位性を天秤にかけるとなると……青銅器からの置き換えにだって期間は必要なんだし、時間がもったいないと思うんだけどな」

　腕組みして
唸
 うな

 るカイレンを見つめ、ティティスはくすっと笑みを漏らした。

「ん、どうした？」

「いえ、カイレン様は、元老院議員に向いていそうだなと思いまして」

「ええ……絶対向いてないだろ。あんな奴らと毎日付きあうなんて、めんどくさすぎて死んじまうよ」

「ふふ、そうですね」

　楽しそうにくすくすと笑うティティスに、カイレンは「よし」と言って立ち上がった。

「今日の仕事はここまで！　疲れた！　寝よう！」

「えっ、今日はずいぶんと早いですね。どこか体調でも悪いのですか？」

「別に悪くはないけど、最近いつも遅くまでやってるだろ。たまには早く休まないと身体が持たないからな」

「確かに、それもそうですね」

　ティティスは
頷
 うなず

 くと、書類を机の
隅
 すみ

 にまとめて立ち上がった。

「では、失礼いたします。また後ほど」

「おう、おやすみ。いい夢見ろよ」

　

　それから１時間後。

　カイレンは１人で机に向かい、黙々と書類を片付けていた。

　鎧を脱いで身軽な服装にはなっているが、まだ休むつもりはなかった。

「カイレン様」

「げっ」

　聞きなれた声にカイレンが顔を上げると、寝間着姿のティティスが入口に立っていた。

　彼女はつかつかとカイレンに歩み寄ると、腕を掴んで立ち上がらせた。

「あの、いや、これはな……」

「寝ますよ」

　カイレンの腕を引いて問答無用でベッドに座らせた。

「詰めてください。私が入れません」

「……は？　いや、お前何言ってるんだよ」

「私が見ていないと寝ないで仕事をするつもりでしょう。今夜は私も一緒に寝ます。ほら、さっさと詰めてください。私は眠いんです」

「わ、分かった。ちゃんと寝るから、お前は部屋に戻れ」

　ティティスはカイレンをじっと
睨
 にら

 んだまま、その場を動かない。

「信用できません。いいから早く詰めてください」

「いや、本当に寝るから……」

「さっさとしないと泣きますよ」

「……」

　
若
 じやつ

 
干
 かん

 涙目になっているティティス。カイレンは仕方なくベッドに入って奥に詰めた。

　ティティスはベッドに入ると、カイレンの胸に顔を寄せて両手で服を掴む。

「私に、嘘をつかないでください」

「……悪かった。すまない」

「私には、あなたしかいないんです」

「……」

「ちゃんと休んでください。お願いだから、無理をしないでください。どうしても無理をしないといけない時は、私も一緒じゃないと嫌です」

「……分かった」

　カイレンがティティスの頭を抱くようにすると、彼女はカイレンの胸に擦り寄った。

　そうして少しすると、すうすうと寝息を立てて眠り始めた。

「……嘘をつくな、か」

　ティティスの寝顔を見ながら、カイレンはつぶやいた。

　彼女と出会ったのは、７年前の夏だった。

　
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 が国境近くの街を襲撃するという情報を得たカイレンは、あえて軍を街に向かわせずに彼らを放置し、軍を大きく迂回させて彼らの後方に回り込ませた。

　そうして彼らが街に攻め入ったのと同時に、他の軍と連携して街ごと包囲し、
一
 いち

 
網
 もう

 
打
 だ

 
尽
 じん

 にした。

　徹底的な
殲
 せん

 
滅
 めつ

 戦を行った後、
廃
 はい

 
墟
 きよ

 のようになった街の中をカイレンが見て回っていた時に、床下の収納スペースから救出されたティティスと出会った。

　まだ10
 歳だった彼女は何が起こったのか分かっておらず、焼け落ちた家々や転がる死体を目にして呆然としていた。

　たまたま近くでそれを見ていたカイレンは、「みんなはどこ？」と兵士に聞く彼女の姿を見て、何を思ったか声をかけてしまった。

　おそらく、ただの気まぐれだったのだろう。

　自分のせいで街が破壊されたことに対する、わずかながらの罪悪感がそうさせたのかもしれない。

　呆けたように座り込む彼女に、カイレンは本当のことを言わなかった。

『
蛮
 ばん

 
族
 ぞく

 の襲撃によって、街は破壊されてしまった』

　それだけを伝えた。

　それ以来、カイレンは彼女を連れて歩くようになった。

　彼女はカイレンによく懐き、どこへ行くにも一緒に行きたがった。

　他に頼れる者がいない彼女にとって、それは当然の振る舞いだったのだろう。

　カイレンも殺伐とした日々の中で、彼女といると自然と笑顔が増えた。

　数年前に友人であり同僚でもあるラッカとラースに会った時、彼女に本当のことを伝えるべきか相談したことがあった。

　２人は口をそろえて言った。

『そんなに気に入っているのなら、本当のことは言わないほうがいい』

「……身勝手な奴だな、俺は」

　かわいらしい寝顔を見つめながら、カイレンは小声でつぶやいた。

　街を見捨てて彼女からすべてを奪っておきながら、自分に気に入られようと一生懸命になっている彼女を見るたび、強い罪悪感に襲われた。

　日増しに強くなる罪悪感から逃れたいがために、
残
 ざん

 
酷
 こく

 な真実を何度も彼女に突きつけてしまいそうになった。

　そんなことをしても、２人とも苦しむ結果になることは分かっている。

　自分が口を閉ざしていればいい。それだけのことだ。

「もし、本当のことを知ったら、お前は……」

　そう言いながらカイレンがティティスの頭をそっと
撫
 な

 でると、彼女の口元が少しほころんだように見えた。

 

〈『宝くじで40
 億当たったんだけど異世界に移住する⑤』へ続く〉





　

番外編　果たされるべき誓い

　

「はあっ、はあっ」

　薄暗い部屋の中、ジルコニアは自分にのしかかっていた男の身体を押しのけ、荒い息を吐き出した。

　息をするたびに激痛が全身を襲い、むせ返るような血と精液の臭いに、吐き気が込み上げてくる。男の喉を食いちぎった際に血が気管に入ってしまい、えずくように咳き込んだ。

「あ……が……」

　床に転がされた男は自身の首を両手で押さえ、何が起こったのか分からないといった様子で呻いている。

　指の隙間からはすさまじい量の
鮮
 せん

 
血
 けつ

 があふれ出し、男の手を伝い床に広がっていた。

「ぐ……っ！」

　ジルコニアは全身を襲う激痛に顔を
歪
 ゆが

 めながらも、なんとか身を起こして顔を上げた。

　壁際には、後ろ手に縛られたまま、血溜まりに倒れ伏す両親の
亡骸
 なきがら

 がある。

　その隣には、ジルコニアが斬り殺した
野
 や

 
盗
 とう

 の死体があった。

　そしてそのすぐ手前には、床に倒れたままピクリとも動かない、年の離れた妹の姿があった。

「フィ……リア……」

　ジルコニアは何度も転倒しながら、這いずるように妹の下へ行き、その小さな肩に手をかけた。

「……あ……」

　妹は、すでに事切れていた。

　
虚
 こ

 
空
 くう

 をじっと見つめたまま、口の端からは細い血の筋が延びている。

　引き裂かれた衣服の隙間、下腹部から太ももにかけて血が流れていた。

　顔には痛々しい大きな
青
 あお

 
痣
 あざ

 ができており、右腕は
肘
 ひじ

 から先があらぬ方向を向いていた。

　震える手で妹の身体をそっと抱き起こすと、首がだらんと傾いた。

　首の骨が、折れてしまっているようだった。

「そろそろ撤収するぞ。全員そろっているか？」

「いや、家の中で盛ってる奴が１人いるよ。終わったら出てくるだろ」

「まだやってるのかよ……まったく、あんな死体だらけのところでよくやる気になるな」

「あいつ、あの女に弟を殺されて相当頭にきてたからな。たっぷり犯してから殺すつもりなんだろ。少しほっといてやれよ」

「ああ……くそ、これ以上遅くなると帰還が１日後ろにずれ込んじまうぞ……
報
 ほう

 
酬
 しゆう

 減らされたらたまったもんじゃねえ……」

「仕方ないだろ。少し待ってやろうぜ」

　家の外から
微
 かす

 かに聞こえてきた声に、ジルコニアは肩を跳ね上げた。

　早くここから脱出しなければ、また奴らに捕まってしまう。

　もしこの状況で奴らが入ってくれば、必ず自分は殺されるだろう。

「ごめん。ごめんね……」

　ジルコニアは涙を流しながら妹の
亡骸
 なきがら

 を抱きしめると、そっとその場に横たえた。

　ふと倒れた男に目を向けると、男は天井を見上げたまま絶命していた。

　その首からはいまだに血が流れ続けており、床は一面、血の海だ。

　死体を切り刻んでやりたい衝動に駆られたが、今は一刻の
猶
 ゆう

 
予
 よ

 もない。

　激痛を堪えてなんとか立ち上がり、洋服掛けに掛かっていた
外
 がい

 
套
 とう

 を掴む。

　ボロボロに引き裂かれた衣服の上から急いで羽織り、床に転がっていた血のついた短剣を拾い上げた。

　時間稼ぎになればと、木製の
閂
 かんぬき

 を入口の扉にかけ、家の奥に向かった。

　閉じていた窓を押し開き、身を乗り出すようにして外に出る。

　バランスを崩してそのまま外に倒れこんでしまい、慌てて身を起こすと周囲を見渡した。

　目の前には真っ暗な森が広がっており、
野
 や

 
盗
 とう

 たちの姿は見えない。

　皆、村の中央に集合しているのだろう。

　生い茂る
藪
 やぶ

 に身を隠しながら森へと逃げ込めば、捕まることはないはずだ。

「絶対に、許さない……！」

　
呪
 じゆ

 
詛
 そ

 のようにつぶやくと、ジルコニアは歯を食いしばって森の中に歩を進めた。

　

　夜が明け、朝日が木々の隙間から降り注ぐ。

　ジルコニアは夜通し歩みを止めず、ふもとの村を目指してひたすら山を下っていた。

　住んでいた村からふもとまでは道が繋がっているが、今歩いているのは森の中である。

　生まれた時から山で生活しているジルコニアは、たとえ
闇
 やみ

 の中でも迷わない自信があった。

　――……少し、休もう。

　周囲を見渡して足を止めると、
外
 がい

 
套
 とう

 の内ポケットから短剣を取り出した。

　刃の中ほどにまで、べったりと血がこびり付いている。

「……」

　血は、殺された両親のものだ。

　ジルコニアは少しの間短剣をじっと見つめると、ごしごしと
袖
 そで

 で剣先を
拭
 ぬぐ

 った。

　だが、乾いてへばりついた血はほとんど落ちない。

　血を
拭
 ぬぐ

 うのを
諦
 あきら

 め、特徴のある木の枝に近寄った。

　枝の中ほどに傷をつけ、両手でへし折る。

　剣先で
繊
 せん

 
維
 い

 をえぐるようにすると、ぽたぽたと水が
滴
 したた

 った。それをごくごくと喉を鳴らして飲みほすと、一息ついてからその場にしゃがみ込んだ。

　ふと顔を上げ、頭上の木々に目を向ける。

「……
綺
 き

 
麗
 れい

 」

　一面に広がる葉の隙間からは朝日が差し込み、鳥のさえずりがあちこちから聞こえてくる。

　季節は夏だが、空気はひんやりと冷たく、澄んでいてとてもすがすがしい。

　思わず、昨夜の恐ろしい出来事はすべて夢だったのではないかと考えてしまう。

　しかし、羽織っていた
外
 がい

 
套
 とう

 をはだけさせ、自分の身体に目を落としてみる。

　破れた衣服の間から、青黒い痣がいくつも見えた。

　下腹部に触れると激痛が走り、太ももには血の流れた痕がある。

「……ああ」

　自分の身体を見つめたまま、ジルコニアは声を漏らした。

　夜通し歩いていた時は、村を襲った者たちに対する怒りで痛みすらほとんど忘れていた。

　だが、こうして一度立ち止まってしまうと、今度は全身を襲う激しい痛みとともに、恐ろしいほどの虚脱感が押し寄せてくる。

　家族も仲間もすべて失い、こんなボロボロになってまで生きている自分が、
酷
 ひど

 く
滑
 こつ

 
稽
 けい

 に感じられた。何もかも、もうどうでもいいといった考えすら頭に浮かんだ。

「死んじゃったほうが、楽かな」

　
傍
 かたわ

 らの短剣を手に取り、目の前にかざしてみる。

　血の付いていない刃の根元部分に、自分の顔が映った。

　身体は何度も殴られて痣だらけだが、顔は傷１つない
綺
 き

 
麗
 れい

 なものだった。

　顔がぼこぼこだと犯す気がなくなる、というようなことを、奴らは言っていた気がする。

　それならどうして、妹は壁際に吹き飛ぶほどの勢いで顔を殴られたのか。

「言ってることとやってることが滅茶苦茶じゃない。バカじゃないの」

　そうつぶやくと、膝を抱えて顔を伏せた。

　

　数時間の休息の後、ジルコニアは止まらず歩き続け、翌朝にはふもとの村にたどり着いた。

　ボロボロな姿のジルコニアを見つけた村人は
驚
 きよう

 
愕
 がく

 し、すぐに村長の屋敷に連れて行った。

　ジルコニアの治療には、セリーナという20
 歳ほどの女がついてくれた。

　湯で身体を拭かれたり、傷に効果のある植物をすりつぶしたものを塗られたりされながらも、ジルコニアは村での出来事を淡々と話した。

　話を聞くうちに、セリーナはぽろぽろと涙をこぼして泣き出してしまったが、対するジルコニアは涙ひとつ見せなかった。

　それどころか、泣いている彼女を気遣って、「自分から直接村長に話そうか」と提案した。

　セリーナは泣きながら首を振り、話を最後まで聞くとジルコニアを抱きしめた。

　ジルコニアはセリーナに「大丈夫ですよ」と言いながらも、きっと今の自分は大丈夫じゃないんだろうな、とぼやけた頭で考えていた。

　

　翌日から、ジルコニアはセリーナの家で世話になることになった。

　セリーナにはセレットという名の９歳の妹がおり、両親はすでに他界しているらしい。

　男がいない家のほうがいいだろう、という村長の配慮からだった。

「おはよう、ジルコニアさん」

　目が覚め、ベッドで身体を起こして窓から外を眺めていると、セレットが食事を運んできてくれた。朝食は
粥
 かゆ

 のようで、ほかほかと湯気が立っている。

「身体痛い？　ごはん食べられそう？」

「少し痛むけど、大丈夫よ。ありがとう」

　ジルコニアが笑顔を見せると、セレットはほっとしたように
微笑
 ほほえ

 んだ。

「無理はしないでね。私が食べさせてあげるから」

「えっ、だ、大丈夫よ。それくらいできるから」

「ダメダメ！　私がやるから言うこと聞くの！」

「で、でも、本当に大丈夫だから」

　困り顔のジルコニアにかまわず、セレットは
粥
 かゆ

 を木のスプーンですくい、ふうふうと冷ます。

「はい、あーん」

「あの、本当に自分で……」

「あーん！」

　ぐい、と口元に寄せられたスプーンに、ジルコニアは仕方なく口を開いた。

「おいしい？　食べられそう？」

「うん、おいしい。ありがとう」

　ジルコニアが答えると、セレットはにっこりと
微笑
 ほほえ

 んだ。

「よかった。たくさん食べてね」

　セレットは再び
粥
 かゆ

 をすくい、ふうふうと冷ます。

「はい、あーん」

「あーん」

「おいしい？」

「うん、おいしい」

　味など変わるはずがないのに、セレットはジルコニアの口に
粥
 かゆ

 を運ぶたびにそう聞いてくる。

　ジルコニアも律儀に返事をしながら、
綺
 き

 
麗
 れい

 に
粥
 かゆ

 を食べきった。

「ごちそうさま。
美味
 おい

 しかったわ。ありがとう」

「どういたしまして。少しお休みする？」

「そうね、今日はこのまま横になろうかしら」

「うん、分かった。何かあったらすぐに呼んでね」

　セレットはジルコニアの頭をぽんぽんと
撫
 な

 でると、部屋を出て行った。

　ジルコニアは苦笑してその背を見送ると、横になって目を閉じた。

　

　それから３日間、セレットは毎食ジルコニアの食事に付き添った。

　もう自分で食べられると言っても頑として聞かず、なぜか介助を続けた。

　食事の後は毎回しばらく部屋に残って話をしていたが、ずっと居座るようなことはなかった。

　今日までジルコニアは部屋にこもりきりで、１人でいる時はぼーっと外を眺めていた。

　頭に
霞
 かすみ

 がかかったように思考がぼやけ、何もやる気が起きなかった。

　身体が痛くて動くのがしんどい、ということも理由の１つだが、気持ちの問題が大きかった。

「ジルさん、少し外に出てみない？」

　４日目の朝食の後、セレットがそんなことを言い出した。

　自分を心配してのことだろうと思い、ジルコニアはすぐに
頷
 うなず

 いた。

　彼女がジルと呼んでいるのは、そう呼びたいと彼女が申し出たからだ。

「そうね、そろそろ痛みも引いてきたし、出てみようかな」

　セレットは笑顔で
頷
 うなず

 くと、ジルコニアの手を引いてゆっくりと家の外へ出た。

　外ではセリーナが洗濯物を干しており、ジルコニアの姿を見ると笑顔を見せた。

「おはよう。もう身体は平気なの？」

「おはようございます。痛みもほとんどなくなりましたし、大丈夫です」

「そう。ずっと家にいてくれてもかまわないから、ゆっくり休んでね。代わりに、元気になったらバリバリ働いてもらうから」

「うん、それがいいよ。ずっと家で暮らせばいいよ」

「……」

「……ジルさん？」

　困ったような顔で黙るジルコニアに、セレットが不安そうに目を向ける。

「ごめんなさい。私、身体が治ったら軍に志願しようと思ってるんです」

「えっ！　で、でも、そんな……何で……」

「……ごめんね」

　何かいいたげな表情で見つめてくるセレットに、ジルコニアは
曖
 あい

 
昧
 まい

 に
微笑
 ほほえ

 んだ。

　そんなジルコニアを見て、セレットは悲しそうに視線を足元に落とす。

「軍に入ったって、あなたの村を襲った奴らと戦えるわけじゃないのよ？」

　セリーナの
台詞
 せりふ

 に、セレットが驚いて顔を向けた。

　どうやら、セレットもすべて知っているようだ。

「そうですね。でも、もしかしたら戦えるかもしれません。村を襲った奴らも、それを指示してた奴らとも……たとえ何十年かかってでも見つけ出して……この手で……」

　そう言葉を
紡
 つむ

 ぎながら、ジルコニアは自分の身体が震えていることに気がついた。

　恐怖で震えているのではない。自分への怒りのあまりに震えているのだ。

　ここ数日、自分はいったい何をしていたのだろうか。

　殺された家族や仲間たちのことすら考えず、ただ呆けていた自分が
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 を口にするなど、
滑
 こつ

 
稽
 けい

 すぎて笑いすら起きない。

　何度も何度も、泣き叫びながら自分に助けを求める妹の顔がはっきりと浮かんだ。

「ジルさん……」

　震えながらきつく握られたジルコニアの拳を、セレットの両手がそっと包んだ。

　ジルコニアは額に脂汗をかきながらも、呼吸を整えて心を落ち着かせる。

「相手は村１つを破壊するような
輩
 やから

 です。領主だって、
討
 とう

 
伐
 ばつ

 隊を組織せざるを得ないでしょう。私はそれに参加したいんです」

「今から志願したって、討伐隊が組織されても参加できっこないわよ。それに、あなた歳はいくつなの？　軍には16
 歳からじゃないと入れないのよ？　剣や
槍
 やり

 だって使えるの？」

「歳は16
 なので入れます。剣と
槍
 やり

 も、小さい頃から父に習っていたので使えます。それに、あの山のことなら私は何でも知っています。山道への同行を申し出れば、きっと討伐隊に参加できるはずです」

　
頑
 かたく

 なな様子で言うジルコニアに、セリーナは悲しそうに「そう」とだけつぶやいた。

　

　数日後。

　ジルコニアは数十名の兵士を伴って、自分の村に向かっていた。

　兵士たちの先頭に立ち、村を目指して山道を黙々と歩く。

　兵士たちは皆無言で、野営中も誰も彼女に声をかける者はいなかった。

　丸１日半かけて、ジルコニアたちは村にたどり着いた。

「……
酷
 ひど

 いな」

　村の惨状を見て、兵士の１人がぽつりと漏らした。

　あちこちに村人たちの死体が横たわっており、それを野鳥が
啄
 つい

 ばんでいる。

「ここにいるのは辛いだろう。終わるまでの間、離れた場所で休んでいてもいいんだぞ」

　ジルコニアの隣に立った指揮官のオーランという男が、そう声をかけてくれた。

「大丈夫です。私も一緒に行きます」

「そうか」

　彼はそれだけ答えると、皆に指示を出して検分作業を始めた。

　ジルコニアは彼に付いて、村のあちこちを見て回った。

　見知った者の死体が、そこら中に転がっていた。

　彼は死人の名前をジルコニアに聞き、手にした住民録の名前の上に線を引いていった。

　死体の見つからない者も数人いたが、そのすべてが若い女だった。

　ジルコニアの家に入ると、中にはあの時の惨状がほぼそのまま残されていた。

　変わっていることといえば、
野
 や

 
盗
 とう

 の死体が消えていたことと、強烈な腐敗臭が室内に充満していることだけだ。

「私を、軍に入れてください」

　オーランと並んで入口に立ち尽くしていたジルコニアは、ぽつりと言った。

　彼は答えず、口に布切れを当てて中に入っていく。

「家族の
仇
 かたき

 を、討ちたいんです」

　オーランは黙って死体の傍にしゃがみこんでいたが、しばらくすると口を開いた。

「俺たちも、同じだよ」

「……え？」

「この部隊の者たちは、みんな君と似たような
境
 きよう

 
遇
 ぐう

 の持ち主だ。バルベールの奴らに家族を殺されたり、大切な人を
攫
 さら

 われたりした者たちしかいない」

　ジルコニアは驚いて目を見開いた。

「あいつらは、
野
 や

 
盗
 とう

 に
扮
 ふん

 したバルベールの手の者だ。国境付近では、似たような事件が何件も起こっている。このあたりでは、この村が初めてだけどな」

　ジルコニアが絶句していると、彼は立ち上がった。

「君の家族を、
埋
 まい

 
葬
 そう

 しよう」

　

　土が盛られて石が積まれただけの簡素な３つの墓の前で、ジルコニアが膝を抱えて座りこんでいた。

　周囲はすでに
闇
 やみ

 に包まれ、月の光が辺りを照らしている。

　墓の前には、誰かが取ってきてくれた、たくさんの山花が置かれていた。

「昼間の話だが」

　夜空に浮かぶ細い月をぼうっと眺めていると、背後からオーランが声をかけてきた。

「軍に入っても、君の家族を殺した奴らと戦えるとは限らない。そもそも、相手の特定すらできていない状況だ。
仇
 かたき

 を討てる可能性はほとんどないだろう。それは分かっているのか？」

「……分かっています」

「このまま、あの村で暮らすという選択肢もあるんだぞ。あの娘……セレットっていったか。彼女はそれを望んでいるように俺には見えたが」

「……ただの同情でしょう。セリーナさんだって、きっとそうです」

「それは……そうかもしれないな」

　ジルコニアが振り返らずに答えると、彼はしばらく黙り込んだ。

　少しの間沈黙が流れ、りんりんと虫の声が辺りに
木
 こ

 
霊
 だま

 する。

「軍に入るのはかまわない。歓迎しよう。だが、彼女たちを悲しませるようなことだけはしないで欲しい」

　彼はそう言うと
踵
 きびす

 を返し、一度立ち止まった。

「……ただの同情でも、俺はかまわないと思うがな」

　独り言のようにつぶやき、野営地へと戻っていった。

　

「ジルさん！」

　２日後の昼。

　村に戻ると、すぐにセレットが駆け寄ってきた。

　ジルコニアの胸に飛び込むようにして抱きつき、声を上げて泣いている。

「どうしたの？　何かあったの？」

　セレットは首を振るばかりで何も答えず、ただただ泣いていた。

　ジルコニアが困った顔をしていると、セリーナが歩み寄ってきた。

「お帰りなさい。家に入りましょう？」

「えっと……」

　ジルコニアが後ろに目を向けると、オーランが
頷
 うなず

 くのが見えた。

　ジルコニアはセレットをなだめ、手を繋いで家に向かった。

　

　家に入った後も、セレットはジルコニアに引っ付いたまま離れなかった。

「……イステリアに行っちゃうの？」

　セレットは何を聞いても黙ったままだったが、夕食前になった時にぽつりと言った。

「……うん」

　ジルコニアが答えると、セレットは再びぽろぽろと涙をこぼし始める。

　どうしてそんなに悲しむのだろうと不思議に思っていると、セリーナが口を開いた。

「２年前に父と母が病気で死んでから、私たちはずっと２人なの」

　その言葉を聞き、ジルコニアは「そういうことか」と納得した。

　セレットは、家族を亡くした自分に自身を重ねているのだろう。

　辛い経験をした者同士、痛みを共有できると考えているのかもしれない。

　自分に優しく接することで、セレットは彼女自身の傷を
癒
 いや

 していた。そう考えた。

「分かったようなことを言うようだけど、たとえ
仇
 かたき

 を討てたとしても、もうあなたの家族は帰ってこないわ。割り切れとは言えないけど、私たちとここで静かに暮らさない？」

「……妹の声が、頭から離れないんです」

　ジルコニアが言うと、２人が息を飲むのが感じられた。

「『お姉ちゃん、助けて』って、何度も何度も。そんなあの娘の目の前で、私も……」

　セリーナは、何も言わず黙って聞いていた。

　セレットは、ジルコニアの胸に顔をうずめて再び泣き出してしまった。

　そんなセレットの頭を、ジルコニアは優しく
撫
 な

 でる。

「このまま何もせずにいるなんて、私にはできません」

「……そっか」

　つぶやくようなセリーナの言葉を最後に、もう誰も口を開かなかった。

　

　翌日、ジルコニアは村の入口で、セリーナとセレットに別れを告げていた。

　他の村人たちは３人を気遣ったのか、姿が見えない。

　部隊の兵士たちは、少し離れた場所で彼女たちを見守っていた。

「辛くなったら、いつでも帰ってきていいのよ」

「はい、ありがとうございます。お世話になりました」

　悲しそうな表情で言うセリーナに、ジルコニアはぺこりと頭を下げる。

「……ジルさん」

　ジルコニアの手を、セレットが掴んだ。

　表情は暗いが、泣いてはいなかった。

「……帰ってきてね？」

「……」

　ジルコニアが答えられずにいると、セレットはぎこちない笑顔を見せた。

「帰って来るのが遅かったら、迎えに行っちゃうんだから」

「……うん、分かった。きっと、帰って来るから」

「絶対だよ」

　セレットはそう言うと、ジルコニアに抱きついた。

　ジルコニアはセレットを抱きしめて頭を
撫
 な

 でると、そっと離れた。

「いってらっしゃい」

「いってきます」

　手を振る２人に見送られ、ジルコニアは村を後にした。

　

　イステリアに着いてから数日の間、ジルコニアは街なかにある訓練施設の兵舎で寝泊りをしていた。

　軍への正式な採用には手続きが必要とのことで、今は何も仕事は割り当てられていない。

　特にやることもないので、掃除担当の兵士たちを手伝ったり、使用人の食事作りや買い物に加えてもらったりして時間をつぶした。

「ジルコニア」

　ある日、ジルコニアが調理場で野菜を切っていると、オーランに声をかけられた。

「話がある。付いてきてくれ」

　作業の続きを一緒にいた使用人に頼み、出て行った彼の後を追う。

「手続きの準備ができたのですか？」

「いや、そうじゃない。ナルソン様がお前に会いたいとおっしゃっているんだ」

「ナルソン様って……領主のナルソン様ですか？」

「そうだ」

　驚いた様子のジルコニアに、オーランは淡々と答える。

　わけも分からず後をついていき、領主の屋敷にたどり着いた。

　長い廊下を歩き、執務室のような部屋の前でオーランが立ち止まる。

「ここだ。ノックして名を名乗れ。失礼のないようにな」

　彼はそう言うと、
戸
 と

 
惑
 まど

 うジルコニアを置いて戻っていってしまった。

　ジルコニアは少し
躊
 ちゆう

 
躇
 ちよ

 したが、意を決して扉をノックした。

「ジルコニアです」

「入れ」

　ドアノブに手をかけ、ゆっくりと押し開く。

　中には、30
 代半ばの男が執務机の奥に座っていた。

「失礼します」

　ぺこりと頭を下げて部屋に入り、扉を閉める。

「急に呼び出してすまなかったな。座ってくれ」

　ナルソンにうながされるまま、椅子に腰かけた。

「君は軍に志願していると聞いたが、理由は村を襲った奴らへの
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 のためか？」

　いきなりの物言いに、ジルコニアは思わずたじろいだ。

　呼び出された理由も、今聞かれていることの意味もさっぱり分からない。

　ジルコニアが表情を
強
 こわ

 
張
 ば

 らせていると、ナルソンは表情を緩めた。

「正直に答えてくれていい。答えがどうであれ、不採用にするといったことはない」

「……そのとおりです。討伐部隊を編成するのなら、私もそれに加えてください」

　ジルコニアが答えると、ナルソンはゆっくりと
頷
 うなず

 いた。

「討伐部隊は編成しないが、君の望みを叶えることはできるだろう」

　ジルコニアがいぶかしんだ顔をしていると、ナルソンは１枚の皮紙を差し出した。

　受け取って見てみると、それはオーランがとったジルコニアの調書だった。

「君の経歴は見させてもらった。あの状況からよく逃げ出してきたな」

「……」

　黙りこむジルコニアにかまわず、ナルソンが続ける。

「今回の事件の
首
 しゆ

 
謀
 ぼう

 が、バルベールだろうということは聞いているな？」

「はい。オーランさんから聞いています」

　ナルソンは
頷
 うなず

 き、表情を真剣なものにした。

「あと１年もしないうちに、バルベールとアルカディアは戦争に突入する。君には、私の妻となってイステール領の第２軍団長を務めてもらいたい」

「……え？」

　その申し出に、ジルコニアは混乱した。

　初対面の、しかも
一
 いつ

 
介
 かい

 の農村出身である平民の自分に、なぜそんなことを頼むのだろうか。

「バルベールの目的は、武力侵攻による領土の拡大だ。間違いなく、国家の存亡をかけた総力戦になるだろう。今奴らが国境付近の村々を
野
 や

 
盗
 とう

 に
扮
 ふん

 して襲っているのは、こちらが
辛
 しん

 
抱
 ぼう

 できずに文句を言ったり、勝手に一部のものが反撃を企てることを狙ってのことだ」

「こちらが何らかの行動を起こせば、それを口実に侵攻を始めるということですか？」

　ジルコニアが答えると、ナルソンは満足そうに
頷
 うなず

 いた。

「理解が早いな。そのとおりだ」

「ですが、それと私がナルソン様と結婚して軍を率いることに、何の関係があるのですか？」

「この時期に領主が平民と結婚し、しかもその平民が軍を率いて戦うとなれば、民はこの戦いが貴族に従うだけの戦いではないと気づくだろう。君の経歴も、戦意高揚のために多少なりと使わせてもらうことになるがな」

「どうして、私なのですか？　他にも、似たような経歴の者はいなかったのですか？」

「いたよ。何人かとこうして面談も行った。だが、皆が心の傷が深すぎて正常な受け答えができなかったり、小心者すぎて使い物にならなかったりでな。君が初めての適合者なんだ」

「……」

「戦争が終わったら、結婚関係は解消してもらってかまわない。結婚したからといって、夜の相手をしたり妻としての責務を果たす必要もない。軍の
掌
 しよう

 
握
 あく

 と
士
 し

 
気
 き

 
高
 こう

 
揚
 よう

 に努めてくれればそれでいい。まあ、表面上、少しは妻らしくしては欲しいがな」

「私も、戦地で戦うことはできますか？」

「できるとも。将軍が戦場に出なければ話にならないからな。最前線で戦ってもらうことになるだろう」

　ナルソンが答えると、ジルコニアはぐっと拳を握り締めてうつむいた。

「私の村を襲った奴らを、探してくださいますか？」

「もちろんだ。協力しよう」

「……本当に、ナルソン様のお相手はしなくてもよろしいのですね？」

「うむ。先祖の名にかけて誓おう」

　即答するナルソンに、ジルコニアはゆっくりと顔を上げた。

「分かりました。そのお話、受けさせていただきます」

　ジルコニアが答えると、ナルソンは表情を緩めた。

「そうか、それはよかった。……ところで、もう１つだけ頼みというか、お願いがあるのだが」

「私にできることなら、なんなりと」

「私にはもうすぐ５歳になる娘がいてな。名をリーゼというんだが、３歳の時に母親が病死してしまっていて、今は母親がいないんだ。あの娘に、母親として接してやってはくれないか」

　真面目な表情で頼むナルソンに対し、ジルコニアは少し呆れ顔になった。

「初対面で、しかも
復
 ふく

 
讐
 しゆう

 しか頭にない人間に、よくそんなことを頼む気になりますね。目の届かないところで、何を吹き込むか分かりませんよ？」

　歯に衣着せぬ物言いに、ナルソンは笑みをこぼした。

「いや、君はそんなことはしないだろう」

「どうしてそう思うのですか？　それに、私には母親だなんて……」

「君が逃げ込んだ村での生活ぶりや、イステリアに来てからの様子を聞いているからな」

「……」

「頼まれては、くれないだろうか」

「……分かりました。頑張ってみます」

「すまないな、恩に着るよ。ありがとう」

　深々と頭を下げるナルソンを、ジルコニアはどこかぼんやりと見つめていた。

　

　数日後、邸内への引越しを終えたジルコニアは、ナルソンに連れられて中庭へとやってきていた。

　２人の前には、ジルコニアと同い年くらいに見える
侍
 じ

 
女
 じよ

 と、その服の
裾
 すそ

 を握る幼い女の子の姿があった。

「リーゼ、この人が新しいお母さんのジルコニアだ」

「……」

　リーゼは
強
 こわ

 
張
 ば

 った表情で、ナルソンとジルコニアを交互に見る。

　ジルコニアは内心緊張しながらも、それを表情には出さずにリーゼの前にしゃがみこみ、笑顔を向けた。

「初めまして。よろしくね」

　ジルコニアが
微笑
 ほほえ

 みかけると、リーゼは
侍
 じ

 
女
 じよ

 の服の
裾
 すそ

 を掴んだまま１歩後ずさった。

「リーゼ様、ちゃんとご
挨
 あい

 
拶
 さつ

 しましょう？」

　
侍
 じ

 
女
 じよ

 にうながされ、リーゼは彼女を見上げた。そのまましばらく黙っていたが、彼女の服から手を離すと、ジルコニアに歩み寄った。

「よろしくお願いします。お母様」

「うん、よろしくね」

　
若
 じやつ

 
干
 かん

 
強
 こわ

 
張
 ば

 った表情のリーゼの頭を、ジルコニアが優しく
撫
 な

 でる。

　リーゼは身体を硬くしたが、身を引くような真似はせずにジルコニアを見つめていた。

「一緒にお散歩しない？」

「はい、お母様」

　幼子らしからぬ受け答えをするリーゼに、ジルコニアは内心
戸
 と

 
惑
 まど

 った。

　
傍
 かたわ

 らに立つ
侍
 じ

 
女
 じよ

 に目を向けると、にっこりと笑顔を向けてくれた。

　問題ない、ということなのだろう。

「リーゼ様、ジルコニア様はこの庭に来られるのは初めてです。ご案内差し上げてはいかがでしょうか？」

「うん」

　リーゼは
頷
 うなず

 くと、ジルコニアの手を取った。

「お母様、お庭をご案内いたします」

　そう言ってジルコニアの手を引き、ゆっくりと歩き始めた。





　

あとがき

　

　私の証券取引口座は世界中の投資家に監視されている!!
 （挨拶）

　皆様、こんにちは、こんばんは、すずの木くろです。いつもご購読ありがとうございます。

　早いもので、『宝くじ～』シリーズも４冊目となりました。これもひとえに応援して下さっている皆様と、ご助力いただいているすべての関係者様のおかげです。本当にありがとうございます。本がたくさん売れると住宅ローン返済がはかどって、すずの木がとても喜びます。

　ところで、皆さんは正夢って見たことありますか？

　私、先日見たんですよ。それも、超絶好決算を叩き出して株のとある銘柄が、連日ストップ高を記録して私が狂喜しているというとんでもない夢。

　目が覚めてからすぐにその銘柄の決算発表日を調べたら、なんとその日が決算発表日。

　これは天啓だ！　神のお告げだ！　と私は確信しましたね。すぐさま手持ちの株を全て売り払って、その資金を夢で見た銘柄に全力投資しましたよ。

　そして出ました決算発表。夢で見たとおりの超絶好決算でした。私、歓喜しましたよ。

『これで私もお金持ちの仲間入りだ！　住宅ローン完済したら仕事やめて、にっぽん丸で世界一周の船旅に出るんだ！　ヒャアア！』って。

　だけど、なぜか次の日から株価はだだ下がり。好決算を好感して買いに走る個人投資家ＶＳさっさと売って現金に換えたい投資家の戦いが勃発し、売り優勢で株価はマイナスへ。

　でも、決算はよかったんだしすぐにまた上がるだろう。そう楽観していたら数日後に世界同時株安とかいう特別イベント発生で、株価はジェットコースター（下り）。

　ナニコレ？　夢が半分しか当たってないんですけど？　住宅ローン完済できないんですけど？　決算日の夜に真面目な顔して株にかかる税金を調べてた私がバカみたいなんですけど？

　そんなわけで、夢破れた私は今までどおりコツコツ働いて住宅ローンを返済することに。

　幸い、投資に使うお金は８年前から追資（資金を追加投入すること）していないので、「あーあ」程度で済んでいます。もうお仕事やめるなんて言いません。真面目にちゃんと働きます。

　畑のほうですが、コツコツ育てたスイカとメロンが当然のように盗まれました。『明日収穫しよう』と思って次の日畑に行くと盗まれてるとか、膝から力が抜けますよねほんと……。

 

　　　２０１５年８月

すずの木くろ
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